
感染症定期報告に関する今後の対応について  平成16年度第5回  

運営委員会確認事項  

（平成16年9月17日）  

1基本的な方針  

運営委員会に報告する資料においては、  

（1）文献報告は、同一報告に由来するものの重複を廃した「覧表を作成すること。  

（2）8月の運営委員会において、国内の輸血及び血祭分画製剤の使用した個別症例の   

感染症発生報告は、定期的にまとめた「感染症報告事例のまとめ」を運営委員会に提   

出する取り扱いとされた。これにより、感染症定期報告に添付される過去の感染症発   

生症例報告よりも、直近の「感染症報告事例のまとめ」を主として利用することとするこ   

と。  

2 具体的な方法   

（1）感染症定期報告の内容は、原則、すべて運営委員会委員に送付することとするが、   

次の資料概要を作成し、委員の資料の確認を効率的かつ効果的に行うことができるよ   

うにする。   

①研究報告は、同一文献による重複を廃した別紙のような形式の一覧表を作成し、  

当該一覧表に代表的なものの報告様式（別紙様式第2）及び該当文献を添付した  

「資料概要A」を事務局が作成し、送付する。   

②感染症発生症例報告のうち、発現国が「外国1の血躾分画製剤の使用による症例  

は、同一製品毎に報告期間を代表する感染症発生症例一覧（別紙様式第4）をま  

とめた「資料概要B」を事務局が作成し、送付する。   

③感染症発生症例報告のうち、発現国が「国内」の輸血による症例及び血妹分画製  

剤の使用による感染痕掛抑こついては、「感瀧症報告事例のまとめ」を提出するこ  

とから、当該症例にかかる「資料概要】は作成しないこととする。ただし、運営委員  

会委員から特段の議論が必要との指摘がなされたものについては、別途事務局が  

資料を作成する。  

（2）発現国が「外国」の感染症発生症例報告については、国内で使用しているロットと関   

係がないもの、使用時期が相当程度古いもの、因果関係についての詳細情報の入手   

が困難であるものが多く、必ずしも緊急性が高くないと考えられるものも少なく加㌔ま   

た、国内症例に比べて個別症例を分析・評価することが難しいものが多いため、監急   

性があると考えられるものを除き、その安全対策への利用については、引き続き、検討   

を行㌔  

（3）資料概要A及びBについては、平成16年9月の運営委員会から試験的に作M   

後「感染症的報告について（目次）」資料は廃止することとする。  

．■   



感染症定期報告概要  

（平成21年3月2日）  

A 研究報告概要  

平成21年9月1日受理分以降  

○ 一覧表（感染症種類毎）  

○ 感染症毎の主事研究報告概要  

○ 研究報告写  

A 研究報告概要  

B 個別症例報告概要  

研究報告のまとめ方について  

1平成21年9月1日以降に報告された感染症定期報告に含まれ  

る研究報告（論文等）について、重複している分を除いた報告概要  

一覧表を作成した。  

2 一覧表においては、前回の運営委員会において報告したもの以  

降の研究報告について、一覧表の後に当該感染症の主要研究報告の  

内容を添付した。   



感染症定期報告の報告状況（2009／9／1～2009／11／30）  感染症（PT）  出典  概要  
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新出  
血対 1D  受理日  寺号  感染症（PT）  出典   概要  文献  

Nn   

2008年9月1日－3月9日、スペインりくルセロナにおいてA聖肝炎に   
感染した150症例が報告された。この数lま、前の2年の同時期と比  

Eur05Ur／○川8nC  

1∝〉022  

14（15）   た。これは、MSM集計こおけるA聖肝炎感染のアウトブレイクの可  
能性を示唆しており、感染リスクの高いコミュニティーへのより効果  
的なワクチン接種プログラムの必要性を強調している。  

服…  

2005年8月、カナダ血液サービスは入れ墨や耳もしくは体のピアス   
に対する供血延期の期間を12ケ月から6ケ月に短縮した。本研究で  
は、この変更が血液の安全性および安定供給に及ぼす影響を評価  
した。最近の供血看40．000名を対象とし、書及串を調べた精巣、入  
れ墨、耳、体のピアスについてそれぞれ調査回答増の13．7、53．¢、  

Transんsjon  

654  
1（氾057   

よぴ19．2であった。症例対照試験はTロ陽性供血者とマッチした対照  
者間のリスク園子を比較して行われ」■近の入れ墨やピアスは  
HCVまたはH8Vのリスク因子ではなかった。猛期期間の短縮によ  
り、供血延期の件数は入れ墨で20％、ピアスで32％減少した。供血期  
間の短縮後、検出できるほどの安全性に対する影響は少なく、血液  
供給においては期待効真以下ではあるが有効であった。   

B型肝炎の再燃とは、非活動聖もしくはB型肝炎が治癒した患者に   
B聖肝炎ウイルス（HBV）の急激な増幅が起きることである。最も説  
明が成されている例として、8聖肝炎の再燃はリンパ腫または白血  
病の癌化学療法を受けている非活動性もしくはほとんど活動してい  
ないB彗肝F炎表面抗原（HB8Ag）キャリアに起きている。通常は化  
竿磯法の間血清中HBVDNAが上昇し、化学療法中止後に免疫再  

1M57  2009／11／2  90717  8翌肝炎  Ho叩t0logy 2009：49： S156－165    3                                          構築による疾病増悪およぴHBVDNAクリアランスと続く。いつくかの       無作為化プラセポ対照試験は、抗ウイルス剤の予防投与によって       再燃を防ぐことができることを示した 
。癌化掌療法や移植を行ってい  

るHB＄Ag嬢性者に定期的予防が推奨されるが、HB台Agスクリー  
ニングを行う愚者の選定や使用する抗ウイルス剤の種類や期間、  
およぴHBeAg陰性のB聖肝炎治癒患者への予防など疑問はある。  
再燃の分子生物学的メカニズムや員なる患者集眉における診断、       治療および予防の最適化についての研究が望まれる 

。   

HB8Ag（hop●打出＝Bsu而¢08ntigon）に陽性を示した供血者とHBV   
（hop8再dsBvims）感染者とのHBVg即Ot沖○を比較するため、HB8  
Ag陽性供血舌の遺伝子型を決定した。200¢年Ⅷ月－2007年9月の  
8本人供血者のデータは日本赤十字社から提供を受け、1887例に  
ついてHBVの主な6gono吋PO＄（A－F）をEUSA（onzymoJink●d  
；mmunosorbonta冒Say）法によって決定した。HBsAg膿性ドナーにつ  
いてHBVコア抗原に対するIgM抗体の有ホの確認を行った。供血看  

Tr古口5fusion  

l∝〉034  

1314－1320  かった（5．3－18．2）。また、gOnOtyPOBの比率は10繰代の13．81から増  
加し、50絶代では42．4％であったが、g即OtyPOC比率は10♯代の  
83．1痛、ら50應代の55．1別こ減少した。HBGAgに対するIgM抗体およ  
ぴNAT（nu¢】oiGさCidto＄t）両者に陽性であるドナーでは、gOnO吋POA  
およぴBは男性のみであった。日本人供血着におけるHBVE即○～po  
の年齢特異的な分布は、B／0遺伝子型比に特徴があり、米国もしく  
は西欧諸国由来であるHBVgonotypoAの性特異劇分布は、日本人  
男性ドナーに観察された。  

≡！≡：；≡ト王■≡ ≡ ≡ ≡ ≡ ＝＝ ＝ ≡＝＝ ＝ ＝ ≡ ≡ ≡＝三 ≡ ≡ ＝ ＝ ＝ ＝ ≡≡ ＝  

T帽n8hsion  

M8d，2008：18：  

379－381  

日本における、不顕性HBV感染者（H【）さAg陰性）からの輸血による  
B型肝炎感染に関する報告。  

日本の首都圏において、HBVの中でも慢性化串の高いgonotypd  
は急速に増加しており、新規日本人キャリアからの二次感染が疑わ  
れることが急性B聖肝炎症例の検討から明らかになった。  

＝ ≡ 三三j一≡ ＝ ≡ ≡ ≡ ≡ ≡ ≡ ＝＝ ≡ ＝ ≡ ≡ ≡ ≡ ≡ ≡ ≡ ＝≡ ≡ ≡ 三 ＝ ＝ ≡  

第37回文部会  
日本肝臓学会  0－85  

≡き≡き：≡：  

豪圭羞‘妻昔  

母親がH89Ag陰性かつ手旗内に患者以外のHBVキャリアが存在す  
る成人及び小児H8Vキャリアである7謀族を封書．とし、H8V全遺伝  
子解析に基づく分子系統嘲を用いて感染領を検索したところ、3家  
族で父親以外の感染源の可能性があり、祖母からの感染は分子疫  
学的に感染線路を証明できた。  

症学会第4（】回  

総会・学術集会  
日本小児感染   E－20  

∈聖肝炎ウイルス（HEV）のg●nOtyP03は日本においては不敵性感染  
とされているが、重篤な肝炎を発症した四内8症例について、強手  
性をもたらすHEVの遺伝的特徴を解析するため遺伝子配列を決定  
した。系統樹解析の精巣、いずれも他のgonot沖08とは区別され、  
J】0株と名付けられた固有のクラスターに分類された。この』0関連  
ウイルスは他のHEVg●nOtyP03とは異なる18のアミノ酸をコードして  
おり、また、JIOクラスターのヒトHEV株のほぼすべてに共通する正  
換はヘリカーゼ領域（V239刃に位覆し、V239Aはgon吋P04では一般  
的であることから、毒性の増強と関連が示唆された。また、  
gonotyp03に属するswJ19株に感染した5匹のブタから遺伝子を解析  
した精巣、同様にヘリカーゼにV289A置換が存在していたことから、  
JIO関連ウイルスが人獣共通であることが疑われた。  

Ern8rging  

Infoct10US  
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北海道で献血者のH亡∨感染の実態を解析するため、2（旧5年†月－  
2008年†1月に北海道内の献血者1．075．793名について20本プール  
によるHEVNATを実施した。HEV NAT暢性者は140名であり、献血  
時のHEV抗体保有串は8剖以下、感染初期の献血が多かった。陽  
性者のH∈∨のg即OtyPOは9割以上が3王！で4型も認められた。暢性  
者の約7割は献血前に動物内臓肉の喫食歴があり、膜性者の半数  
にはその後ALT値の上昇が見られたb北海道内の献血者▲団に放  
けるHEV RNA賭性頻度は高く、ヱ00nOtiGinfoGtionが起きていると  
考えられる。  
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 米国内で輸血を介したHHV－8感染の調査を行った。供血書一受血書  

のペアを明確にした米国内調査を行うため、1g70年代に畳録された  
TTVS（Tr4nSfusionl柑n引棉todVirus08Study）の参加者にHHV－8  
血清学的検査を行った。HHV－8抗体相性串は、供血着では2．8％、受  
血着では7．11、輸血されす手術を行った対照患者では了．7％、カポジ  
肉腫のある対照愚老では96．31であった。1例の受血書はセロコン  
バージョンしたが‥この患者にはHHV－8醸性の血液ユニットは輸  
血されなかった。また、輸血されす手術を行った対照患者1例もセロ  
コンバージョンした。セロコンバージョン串は、受血者が1．8（1000人一  
年あたり）であり、輸血を受けていない手術を行った対照患者では  
3．6（10∞人一年あたり）であった。輸血群と非輸血群におけるHHV－8  
s8rOCOnVOrSion中には統計学的な蓋はなく、かつ過去の集団の特  
徴（例：白血球除去施行前）は現在の輸血を介した伝繹が稀である  

ことを示している。   

JlnfoctD弓s．  

2009；199（11）；  

1592－1598  

HHV－8感染  



感染症（PT）  出典  概要   

ブラジルで2008年1－11月に発生したアメリカ・トリ／くノソーマ症のア  
ウトブレイク（178症例）について、調査の精巣、アサイー果実を潰す  

感染症（PT）  出典  概要  

2001年以降、フランスのレファレンス研究所はHlVの遺伝子多様性  
を調査しており、2004年に血清検査で川∨陽性であった62艦の女性  
の血清試料（RBF168）を分析した。この血清は女性がカメルーンか．  
ら′りに移住したす〈●後に採取された。女性は現在AIDSの症状は  
ない。RBF168からウイルスを分離し、ウイルス遺伝子を解析した結  
果、RBF168はゴリラのサル免疫不全ウイルス（引Vgor）と最も近縁  
であった。この新しいウイルスは新しい川∨－1のプロトタイプであると  
思われるが、HlV－1のグループM．N．0とは異なり、グループPと命名  
された。R8F168株が発見される机は．H】∨グループ0が最もSⅣgor  
に近縁であったが、変異の大きさから、現在のS】Vgorから直接出現  
したのではなく、S】Vgorのゴリラからヒトヘの伝播が起因していると  
考えられた。これらの緒果より、川∨の感染源としてチンパンジーに  
加えてゴリラが示された。  

アメリカ・ト リ／くノソー マ症  

〔merglnf8Ct  
Di82009：  
15：653－655   際に、原虫を媒介するサシガメの排泄物が個人した可能性が考えら れた。  
FDAGu；danG号  

Naturo  

肌，di（：；ne2009：  

15．871－872  

for  
lndu抽メdr痛） ” 

u＄80f  
＄8rO】odca，  

To写t8tO  
Reduce the 
Riak of 
Tr即】叩is如nof  
T「yp8nOSOma  
Gnほ‖nf8Ction  
瑠■」∴∴  

2009／10／26  IH1V 

TrypdnOSO汀18CnJヱ】抗体検虻用のEUSA検査システムがCBERにより  
許可されたことをうけ、米国において、全血、血液成分及びHOT／Po  
におけるトリパノソーマ症伝格のリスク低減のためのドナースクリー  
ニングについて、FDAよリドラフトガイダンスが公表された．最終版  
発表後1年以内にこのガイダンスに過食することが椎柴されることと  
なる。  

写 ＝＝＝ ＝ ＝＝ ＝＝言＝＝ ≡＝岩＝＝王＝＝ ＝＝完 岩 ＝妄＝＝ ＝ ≡言 ＝  

リパノソー  
アメリカ・ト  マ症  

2009／9／28  
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米国において9、15およぴ39ケ月の子供3例は、臨床症状から検査  
が行われた緒果、HⅣ感染と診断された。2例については、母親が  
川∨感染者であるが、母乳は与えず、また周産期感染は否定され  
た。3例日は、母親ではなく養育していた叔母がHIV感染者であっ  
た。全例とも、H】∨感染者である茸青春が食べ物を噛んで与えてお  
り、2例では噛み与えた大人に口腔内出血があった。∈∩∨のC2V3C3  
またはgp41コード領域と伊gのpりコード領域を用いた系統発生解析  
の結果は、3例中2例は養育者の噛み与えによってH】∨感染が起き  
たという疫学的綺諭を支持した。  

ベネズエラでグアヴァジュースの横町ごよるアメリかトリ／くノソーマ  
癌のアウトブレイクが発生し、同学校に通う児童47名と教師3名が感  
染。児童3名が死亡。  

リパノソー  
アメリカ・ト  マ症  ProMED－ m8i120090406．1 328  2009／′＝／2  

Pediatrics 20（）9．124．658－ 666  2009／10パ  州∨  
N帥Yorkの82脆の男性は、シカダニウイルスに感染したシカダニの  
唆憮後に髄膜脳炎で死亡した。これまでシカダニウイルスのヒト感  
染は報告されていないが、この症例はシカダニウイルスが致命的脳  
炎の原画でありえることを示している。  

NEnglJMed  

2009：360：  

2099－2107  
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名古屋医療センターにおいて、4例にHlV－2の感染が疑われた。川∨  
抗体陽性かつ血中用∨－1RNAコピー散が検出限度以下を示した4例  
（外国箱男性3例、日本国錦女性1例）の末梢血白血球より抽出した  
DNAを鋳型にPCRにより印gおよぴonv領域の増幅後、遺伝子配列  
を決定した。4例中3例は川∨－2であることを確認し、日本国籍女性  
については確定診断に至らなかった。解析に成功した3例の内、1例  
はサブタイプA．他の2例はサブタイプ判定には至らなかった。日本国  
内においても川∨－2のスクゾーニングを強化する必要がある。  

＝＝＝三一言 ≡ ＝ ≡＝三≡ ニ＝ ご三三≡≡ご ＝≡≡ 王＝＝＝ ＝ ＝ ＝ ＝ 亡  

2008年に南アで発生した致死性出血熱のアウトブレイクにおいて、  
30年ぶりに新規の旧世界7レナウイルスが分徹された。発見された  
地名（Lus血．Joh耶neSburg）より、」山○∨血8と命名された。  第83回日本感  

染症学会総会  
2009Aprj123－  
24．314  
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ユンガンウイルスは、マウスにおいて胎児死亡や奇形を起こすこと  
が知られているが、疫学的データから、ヒトにおいても子宮内胎児  
死亡に関連していることが示唆された。  

ProM∈D－ mさi120090129．0 400  2009／9／17  

厚生労働省研究胡は2008一之807年に初めて献血した全国的119万  
人を対象に．HTLV－1の調査を実施し、3787人の感染が確認され、  
国内感染者数は約TO8万人と推計した。約20年前の前回調査の120  
万人と比べて大きな変化はなかった。研究班班長である山口一成  
国立感染症研究所客員研究員は、感染者の地域別割合の高かっ  
た九州で減少し、大都市虚（関東・中部・近畿）で増加したが、これ  
は感染者が多い九州からの人の移動が背景にあると指摘した。  

ナイジェリアでは、2008年1月から12月にかけて、229人のラツサ熱  
感染疑し＼患者が報告され、30人が死亡している。また、2008年12月  
～ZOO9年1月に、感染疑い患者及び感染確定患者はそれぞれ809も  
及び80％増加している。  

47nl∋WS．2009 Jun27  m■i120890Z18．0  ProMED－  689  之009／10／1  HT」∨  

2009年8月4日、ブラジルMl祖gaOで過去3カ月間lこ857例がオロボー  
チ熟に感染した事を当局は発表した。このうち29例は1E（）（】n8tit止o  
EvandroCh凱卯柑）によって確定診断がなされ、この病気の原因は  
Cul】coFd08属ヌカカによる刺唆であると分かった。症状はデング熱や  
マラリアに似ており、発軋璃痛およ全身性筋肉痛である。初発例  
は2009年3月に発生し、4月およぴ5月には報告が激増し、鵬胡gtO  
のV8】hoおよぴC針V80で800を超えた。オロボーチウイルスはブラジ  
ルで2番目のアルポウイルス熟の原周ウイルスであり、ブラジルで  
は過去30年間に約50万人の発熱例が起きている。オロボーチ熱の  
アウトブレイクはアマゾン地域でのみ報告がある。  
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オランダは2087およぴ2008年のアウトブレイク後再びQ熱報告が  
2009年4月から急増し、1月1日－5月11日の間、総計345症例が報告  
された。男女比は約111で、年齢中央値は49（38－6T）應であった。  
ほとんどの患者が2007およぴ2008年の報告と同様、N00rd－8柑bant  
地方の同地域の住民であるが、感染領域は拡大傾向にある。オラ  
ンダにおける0熟の主な臨床症状は肺炎であり、2008年に報告され  
た患者は、545例が肺炎、33例が肝炎、115例が他の発熱性疾患を  
発症した。N00rd－Br8bant地方には大規模なヤギ農場が集中してお  
り、流産の増加している農場が発生源と疑われる。小型辰男動物へ  
のワクチン接種義掛ヒが始まっており、2010年には効果が出ると考  
えられる。  

ProM［D－  

m8i120090806．2  

782  
ウイルス感 染  2009／10／26  

EurosuvelldnCe  
2009；14（19）：  

2009 May 14 
0熟  2009／†1／2  

2008年に南アで発生した致死性出血熱のアウトブレイクにおいて．  
30年ぶりに新規の旧せ界アレナウイルスが分離された。発見された  
地名（しusak8．Joh脚聞8burg）より、し山○＞血8と命名された。   

ViパlogybJog  
2009M8y29  

8gOV／cb8「／gdln  

s／chagashtm）  CBER （httpノ／ww．fd  リパノソー  
アメリカ・ト  マ症  

CB［Rから、輸血用全血、血液成分製剤、ヒト細胞・組織及びヒト細  
胞・組織由来製剤のTryp即OSOm8CnJヱiが伝挿する危険性を低減す  

るための血清学的検査実価についてのガイダンス案を公表。  

■ ■ ■n  

－■ －－ －■ － － － － － － － － － － － － － － － － － ■ ■ － － ■■ － ▼   

2009／11′2  



感染症（PT）  感染症（PT）  出典  出典  概要  概要   

■ ■ ■ － ■ ■ ■ ● ■ ■ ● ■ ■ ● 一 一 － － － － － － － － － － ■－ ● ● ■ ■■ ■ 2007年に初めて報告された新興感染症コウモリれレソレオウイルス  新型インフ  
ルエンザ  
（HINり  

4月158から5月5日の叩、米国の4り捌こおいて、総計842症例から  
ヒトにおける新規ブタインフルエンザA（HINl）ウイルスの感染を確認  
した。  

NEngtJM8d  
2009：360：  

2605－15  
（別名：マラッカウイルス〉による急性上気道炎の報告である。2007  
年11月にインドネシアり叫島から婦証した男性は帰国数日前から  
発熱、関節痛が出現し、帰国後も軌、上気這炎虐を呈し、オルソレ  
オウイルス感染症と判明した。本ウイルスはコウモリを宿主とし、本  
患者はコウモリとの接触はなかったが、渡航先で上気道症状を呈す  
る現地住民との樟触があった。本患者では回復期に抗体が検出さ  
れたが、他の接触者は全て陰性であった。   
■ ■ －   

－－ － ● － ●■ － － － － － －■ － － － － － － － － t● － － ■ ■ ● － －  ■ ■ ■ ， ■■ ● － ■－ ■ ■ ■ ■ ■ － － － － － －  

－ － － － － － ■ ■ ■ － ■ － ■  ■ ■－ ■ t■一■■■－ － ■ ■■ － － － － ■－ － － － － － － － － － － － － － － ■ 一 一 － ■  ■ ■ 一 一 ● ■ ■▲ ■ ■ ■ ■■ － － － － 一 一 －  
－ － 一 －－ ■ ■ ■ ● ■ ■■ ■■ ■ － －  

日本感染症学  
会第83回総会  
P2240－171  

オーストラリアの研究グループは新型AINlウイルスに感染し重症と  
なった妊婦では、ウイルスと戦い、体がワクチンに反応する助けとな  
る、特定の抗体が低値である事を発見した。ICUで治療中のブタイン  
フルエンザ感染患者すべての抗体レベルを個々のサブタイプまで調  
べた結果、kG2のレベルが低値であった。妊始女性についてのみ  
調べた緒よであるが、このIgG2欠損が、ほとんどの人はインフルエ  
ンザ症状のみで治癒するが少数例は危篤となる理由が説明できる  
可能性がある。  

ルエンザ（H  

新型インフ  INl）  

Th8Cさr18d一旦n  

Proき＄2009  

So〆Ombor18  

2009／‖／26  

CDC  
（http：／／www．cd  

CgOV／ncidod／d  
vbjd／w8Stn粘／s  
UrV＆contro】Ca写  

eCountO8＿det8il  
od．htm）  

2008年、米国におけるウエストナイルウイルス感染症例は46州から  
1356例が報告され、うち銅7例では脳炎や髄膜炎を発症、死亡に  
圭ったのは44例だった。  

－1一 ■ ■■ － － － － － － － － － － － － －－ － － － － 一■ － － ■ －－－ ● ■ ■  － ■ ■ ■■一■■■ヽ■ －－－ － － － －  
－ － －－ － 一 － － － － － － ■ ■ ■ ● ■■ － ■ ■  ■ ■■ ■ － － － ■■ ■■ ■ － － － － － － － － ■ 

■ － － ■－ 一 一 一■ － － ■● 一 － ■ ■ ■  ■ ■ ■ －■■■’■－ － － － － － － － － －，一 一 － － － － － － － － ■ ■ 一 ■ ■ 一 ■  ■ － ■ ■ ■ ■ ■ ●■ 一 一 一 一 －－ － － 一 － － ■■ － － 一 一 － ■ ■ ■ ● 一 一 ■  

新型インフルエンザ（H川1）の輸血を介した感染可能性について。  
輸血により季節性インフルエンザに感染した例はこれまで報告され  
たことが無く、新型インフルエンザについても報告されていない。現  
時点で、輸血のメリットは新型インフルエンザの理論的リスクをはる  
かに上回る。なお、血妓分国製剤については製造工程におけるグノ  
アランスが十分であることが確促されている。  

新型インフ  
ルエンザ  
（HINり  

C8ER 之009  
Ap州30  

2009／9／28  

2002－2003年に高知県で計本紅賢熱が疑われた患者18名の保存  
血液を解析した結果、2名からヒトアナプラズマ（血8Plさ8m8  
Phagoc舛。Philum：人p．）に特異的なp44／m叩2il伝子が検出され、ヒト  
アナプラズマ症の国内における存在を初めて確認した。1例はヒトア  
ナプラズマ痘で、もう1例はAp．と日本紅斑熟リケッチア（Ri¢k8雨a  

第83同日本感  
染症掌会総会  
2009Apri123－  
24：2240－172  

2009／11／2  90717  

90498  

90498  
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8POmiGar，Rj）の混合感染症であった。  
■ ■ ■ ■ ■ ● ■ － － － － － －■ 一■ ■－ － － － － － － － － ■ ■ －■ ■ － ●■ －■ ■ ●■ ■ ■ － ■ ■■ － －－ － － ●一 一 － －－ － ■■ － －－ －■ － － － － － － － － ■ ■  

2009／9／17  

日本細菌学全  
案82回総会  
P2一柑2（2009  
M8rCh  
l乙13．14）  
＝㌧て∈岩・⊇ ＝・＝  

Anaphsm8Ph岬C所OPh仙mによるアナプラズマ症の本邦初の症  
例。2002－2003年の高知県で日本紅斑熱が疑われた18例の血餅  
から、2例で、Aph叩○叫OPhi】umに特異的なp44／m印2外膿蛋白遺  
伝子群のPOR産物が検出された。   
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05－06年、06－07年、07－08年の季節性インフルエンザワクチン練  
種コホートの保存ベア血清を用いて、新型インフルエンザウイルス  
の交差反応性を検討した。18・84鐘ではワクチン接種前に8－9％、  
88瞳以上では33％が交差反応を示した。ワクチン接穫後には交差  
反応を示した例が18－64tで2結程度に増え、60歳以上では全くせ  
えなかった。  
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新型インフ  
ルエンザ  
（HINl）  

2009；58：52ト・  CDC／MMRW  524  2009／9／28  

日本国内の前立腺がん患者30例の血清のうち2例からGさgに対す  
る特異的抗体反応が認められ、そのうち1例からはXMRV  
（XonotroかcMuLV－「鵬tedvinJ写）核酸を検出した。また、献血者120  
例中5例でもG8gに対する特異的抗体反応が認められた。日本国内  
の前立腺がん患者集団中にもXMRV感染が存在することが示唆さ  
れた。  

第56回日本ウ  
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2009年4月、有力リフォルニア周辺郡の小児2人がブタインフルエン  
ザA（HINりウイルスに感染した。2症例から検出されたウイルス  
は、米国やそれ以外の園でも報告されたことがないブタ又はヒトイン  
フルエンザウイルスの遺伝子片を併せ持っていた。いずれの小児も  
ブタとの捜触はなく、感染月計ま不明である。  
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新型インフ  
ルエンザー  
（HINり  
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日本赤十字社が2008年に収集し、報告した輸血間違感染（疑）症例  
149例の現状と解析掩果である．149例の病原体別内訳は、HBV6†  
例、HCV38例、細菌46例、HEV2例、HrVl例およぴCMVl例であっ  
た。HBV4例、HEV2例および細菌2例については献血者検体から病  
原体を検出し、いずれも輸血と感染症との因果関係は高いと評価さ  
れた。また、輸血後B型肝炎を発症した1例は、劇症肝射こより死亡  
した。日赤では2088年8月よりCLEIA法および斬NATシステムを導入  
し、安全性の向上に努めている。   
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2009年5月28日、DalTasCountyDepartTnOntOfHe81thandHLJm＆n  
Servk09（DCHHS）は5月18－28日に、ダラス郡（Courlty）内で入院し  
た、新型インフルエンザA感染に関連した神経系の合併痘を伴う4例  
の小児についてCDCに報告した。これまで事野性インフルエンザの  
気道感染に関連した神経系の合併症は報告されているが、斬型イ  
ンフルエンザに鯛しては報告がない。患者は7．10．‖およぴ17▲で  
あり、】U（州u附加－1ikoi仙10さ8：インフルエンザ様症状）の症状と痙  
攣もしくは精神状態の変化のため入院し、8例に脳波に異常が認め  
られた。また、4例すべてに新型インフルエンザA（HINl）ウイルス  
RNAが鼻咽頒検査では認められ、脳骨髄液からは埋められなかっ  
た。4例すべては回復し、神経学的後遺症はなかった。  

2009／†0／1  

新型インフ  
ルエンザ  
（HINり  

之009：58；7丁3－  

CDC／MMWR  7丁8  
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2009／9／28  

2009／4′り米CDCはカリフォルニア帝都の小児2例の熱性呼吸器疾  
患をブタインフルエンザA（HINl）感染であると特定した。アマンダジ  
ン、リマンダジンに抵抗性があり、過去に報告されていない固有の  
遺伝子断片の組み合わせが含まれていた。ブタ接触歴は無く感染  
源は不明。  

CDC／MMWR  

2008；58二1－3  
2009／9／28  
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中国のブタからヒト様HINlインフルエンザウイルスが検出され、ブタ  
がヒトにおける′†ンデミックを引き起こす古典的なインフルエンザウ  
イルス保有椙主である証拠が示された。  

2009；140：85－  ∨れ椅R“．  90  2009／10／1  
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新出  
文献   

兵庫県神戸市における新型インフルエンザ（インフルエンザA／Hl  
厚生労働省斬  

新型インフ  
1（X〉003  2009／9／り  90498   ルエンザ  

（HINり  

2009M8y16  
として神戸市に届出があった。患者は感染症法に基づき、神戸市内  
の感染症指定医療機関に入院た   

服萱  

カリフオルニア州におけるコクシジオイデス症の報告数及び入院数  
は2000～2008年の間毎年増加しており、1995～2000年の3倍以上  

CDC／MMWR  
1∝）00g  

200 している。米国全体でも、1996年の1，897例から2∝I8年には8．917例  
く6．97／10万人〉に増加しており、流行地への坊間や居住歴のあるイ  
ンフルエンザ様症状や肺炎、播種性感染症の患者では本痘が餞別  
されるべきである。  

：8：∈：≡  

ジン′けエ保健当局からのコレラアウトブレイクの報告。2008年8月  
CDC／Trav0lor8                  26日から2009年†月31日までに＄†，304例の感染疑い、3．†8†例の死  

1∝旧03   

Fめm引Y4②  ジェリア、ギニアビサウ及びトーゴといった周辺国からも発生が報告  
されている。   

2009年8月17日、米皿CDCはアジアでのテクンダニヤ熱のアウトブ   
レイクに注意喚起をした。2009年1月以降、クングニヤ熱症例数の  
増加がアジアの一部で報告されている。テクングニヤ熱は感染した  
蚊を介してもたらされるウイルスによって発症し、突発性発熱、関節  
痛、悪寒、頂痛、吐き気や発疹などを伴う。タイでは2009年7月22日  

1∝1022  2009／10／1  90550  テクングニ ヤウイルス  CDC2009    27                                   現在、南部でアウトブレイクが起こり、34．200超の症例（死亡例な     感染  Augu＄t17  し）を報告した。マレーシアでは2009年7月†8日現在、2900症例の莞       症を報告し 
、インドでは2009年4月29日現在、2700例の疑し＼症例  

（死亡例なし〉が報告された。渡航者へのアド／くイスとして、テクング  
ニヤ熟を防ぐ薬物治療やワクチンはないため、CD（〕は、虫除けを佳  
用し、鮒こさされないよう自己防衛し、発症を自覚した8掛こは、区報  
機関を受診するよう奨めている   

脂…  

之009Fめ23：           2088年9月以降の8ケ月臥ニューヨーク巾において輸血間違バベ  
NowYorkCity．  シア痘の報告急増。市衛生局は医療従事者に対し、3ケ月以内に輸  

1（将057  の鑑別診断にハベシア症を考慮す昂よつ勧告した。  
・○・qト■  

米国において、パルボウイルスB19（Bl吋）のGonobp08カーアメリカ   
人供血着から初めて検出された。B19Vを検出するための広範囲な       P（R 
特異性のある⊃を用い、81．000人以上の供血書から集めた約  

T帽nS札写；0∩  

100009  
49：1488－1492  819VG8nO吋P03に感染していると確認された米正人1人のドナーか  

ら28日の附こ8回の血策ドネーションを行っていることが明らかと  
なった。ウイルス価はピーク時で10川∪／M」を示し、下がるに連れて  
】gMレベルが上昇し、l冨Gレベルは約7日遅れて上昇した。  

＝＝＝H▲亡＝＝＝三ご≡＝ミ＝ご＝＝＝＝≡＝芝＝ご巳≡≡＝≡＝＝   

感染症（PT）  出典  概要   

CF仏（CanadianIn印8CtionAg8nCy）はこれまでに米国南部やメキシ  
コで発生したブタインフルエンザのヒト症例を報告してきた。今日ま  
での情報は、ウイルスのヒト間での伝格が起きていることを示してお  
り、PHAC（Pub】icHea】thAg8nCyOfCan8da）はこの状況に対するカ  

1  

や専門知織を提供している。現時点では、カナダのブタに病気や死  
亡の増加を示す兆候はないが、CFIAは生産者、獣医師や研究所  
に監視を強化し、ブタの病気を報告するよう要請している。ブタにお  
ける疑わしい例は獣医師、州当局もしくはCFIAに報告し、重篤なイ  
ンフルエンザ様症状を呈すヒトは医療従事者に連絡するよう推奨し  
ている。  

新堂インフ  
ルエンザ  
（HINl）  

CF】A2009Apパ 26  
2009／10／27  

9  年5月から6月における日本のインフルエンザA（HINl）感染に  200  

関する疫学的な特徴がまとめられた。日本の16の都道府県から、イ  
ンフルエンザA型（HINりウイルス確定症例が合計401例報告され  
た。最も感染の多かった2地域は、高校でアウトブレイクが発生し休  
校に至った大阪市および神戸市であり、6月4日までにこの2県で357  
例の感染が報告され、64痛†15－19虎、1鍋が川－14鰻であり、60歳  
以上は1％であった。既知の臨床症状が確認された217例の約90射ま  
オセルタミピルもしくはザナミビルを投与され、2009年6月4日現在、  
重症患者および死亡例の報告はない。インフルエンザA（HINl）に感  
染した患者の病状の程度は季節性インフルエンザと同程度であつ  
た。  

新型インフ  
ルエンザ  
（HINl）  

Eurosurv8il】anc  

e2009：14：  

19244  
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2009年6月29日、ロッシュ社はデンマークにおいてHINlインフルエ  
ンザに怒染した患者がタミフル治療に抵抗性を示した事を報告し  
た。ブタインフルエンザでは初症例である。HINlのタミフル耐性珠  
が蔓延している兆候はなく、2009年にタミフル耐性株が出現し、広く  
蔓延している季節性HINlインフルエンザとは対照的である。英国  
HPA（HoaJtJIProtectionAgoncy）においても新型インフルエンザのア  
ウトブレイク当初から抗ウイルス薬耐性株の監視を行っているが、  
英国での定型調査では、オセルタミビルもしくはザナミビル耐性は  
検出されていない。  

新聖インフルエンザA（HINl）ウイルスは世界中に急速に広まってい  
る。パンデミックの可能性を判断するのはデータが限られているた  
め難しいが、適切な保険対応を伝えるには必須である。メキシコで  
の大流行、園際的な広がりの早期情報およぴウイルス遺伝的変異  
について分析することにより、感染力と重症度の早期評価を実施し  
た。  

新型インフ  
ルエンザ  
（HINり  

ProMEDm8j卜  

2（）090630．Z359  
2009／10／27  

新型インフ  
ルエンザ  
（HINり  

10．1126／SCIEN  Sience2009．  C〔．1176062  2009／9／28  
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2009年6月11日、WHO事務局長MargaretChan博±は声明を発表  
した。WHOはインフルエンザパンデミックの￥戒レベルをフェーズ5  
から6に引き上げ、世界は2009インフルエンザパンチミックの始まり  
にある。各国は高い警戒態勢を維持し、感染防御の実施などにつ  
いて協力するよう呼びかけた。  

斬聖インフ  
ルエンザ  
（HINl）  

2009／10／27  

之009年相月21日、農林水産省は大阪府の養豚農場のブタから分離  
されたウイルスが新型インフルエンザであることを発表し、当該農場  
に対し、臨床検査および遺伝子検査により異常がないことを確現す  
るまで飼育ブタの移動を自粛するよう要請した。（独）農研機構動物  
衛生研究所がHおよぴN亜型検壬（遺伝子解析）を実施した結果、  
本ウイルスはHINl亜聖であり、新型インフルエンザと同一である事  
を確認した。  

農林水産省 新  
型インフルエン  
ザに関する報  
道発表資料  
2（〕090ctobor  
21  

新型インフ  
ルエンザ  
（HINり  

2009／11／18  

2009Ap川28／  

WHO2009Ap州  

共同通信HP   28  

新聖インフ  
ルエンザ  
（HINl）  

WHOは新型インフルエンザのPan由micAlo止をフェーズ4に引き上 げた。  2009／9／16  
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感染麿（PT）  

（h仕P：／／w．oi  

0．int／on〆info／  

On＿OSbmondoht  
0】E    m．）  

1989年から2008年までに、世界各国（英国を除く）から国際獣疫事  
務局（0】E）に報告された8SEの報告数である。  

＝ ＝≡ ＝「≡ ≡ ＝ 三 ⊆ ＝ ＝ ＝ 岩 ＝王＝ ≡ ⊇ 岩 ＝ 岩 書 芸 ＝ ＝ ＝ ＝ ≡ ＝ ＝ 壬 ＝  

FDAが血焚由来製品の製造雇看向けに提供するガイダンス。血焚   
由来製品の製造に使用される原料血焚および転用血策用の製造  
過程において、ヒト′くルポウイルスB19を検出するための核酸増幅  
検査（nuclojc8Cidtoさt；NAT）を行う事を推奨している。すべての血策  
由来製品について、製造プール中のパルボウイルスB19DNAのウイ  
ルス負荷が10000ル／mしを超えない事を保摩するために、  
○すべての血焼由来製剤に対し、製造用プール血焚中のHPVB19  
DNAの濃度が104ル／mLを超えないように、エ程内検章として  
HPVB柑NATを臭施すべきである。  
○血策由来製剤の製造に投入する血策ユニットのスクリーニングに  
は、ミニプールサンプルに対してHPV819NATを実施すること。HPV  
β19NATで用いるプライマーおよぴプローブは、このウイルスの既  
知のすべての遺伝子型を検出できるものを用いること。  
○血焚由来製剤の製造に投入する血策ユニットに、製造用プール  
血焚のHPVB19DNA濃度が10‘1U／れ」を超えるような高価を示すも  
のが見つかった場合は、当該血策ユニットは使用しないこと。  

Guid8nCl】for  

lndustけ2009  

FDA／／CBER   山Iy  

0．inレongパnfo／  

on＿OSbru．htl¶．）  0IE （httpノ／wwⅥ．Oi  
ヒト／りレポ  

ウイルス  
1987年以前から2008年までに、英国から国際獣疫事覇局（OIE）に  
報告されたBS【の報告である。  

20（）9／9／28  

米国での調査研究の結果は、輸血によるOJD伝播については根拠  
に欠けるとしている。2004年以降、英国ではvCJDの輸血による伝  
汚が報告され、変異聖でないCJDもしくは古典的CJDの伝播のリス  
クについて懸念が高まってきた。柑95年、米国赤十字牡はCDCと共  
同で輸血によるCJD伝挿の懸念を評価する詳細な疫学的データを  
得るために、供血附こOJDと診断された供血書（CJDドナー）の長期  
後ろ向き調査を開始し、OJDドナーの血液成分を投与された受血者  
を特定した。本給黒からは、OJDの輸血による伝播を示す根拠は示  
されなかった。CJDドナーによる異常プリオンの輸血伝挿のリスク  
は、VCJDドナーによる伝播のリスクと比べて銀著に催いことを後押  

しする結果となった。  
≡：≡：；三卜占・＝≡ 三 ≡ ＝＝ ＝ ＝三≡＝ ＝ ＝ご雷 ≡＝ ＝ ミ ≡＝ ≡ ≡ ≡ご ≡ ＝  

ルト・ヤコブ  
クロイツフェ  ホ  Tr8∩8hlSion 49（5）：977－9糾  
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近年、5番目のマラリア原虫として、サルマラリアであるPl8SmOd山m  
knowlesiのヒトヘの感染例がマレーシア及びその周辺において多数  
確認されており、人畜共通感染症の病原体として新興している可能  
性が示されている。  

CDC／MMWR 2009：58．229－2  2009／9／17  

米国。輸血のCJD伝播リスクについて。附こOJD発症した供血者粥  
例と受血者436例を調査。受血肴のうち生存91例、死亡329例、不明  
18例。受血後にCJDを発症した例は特定されず。  

ルト・ヤコブ  
クロイツフェ  病  

Tr8nSh】＄ion  
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ヒトにおけるP】8SmOd】umknowl扁感染の臨床的な特徴および検査  
緒果を椚べる目的で、急性P．knowlo享感染患者の背まと経過につ  
いて系統的に調べ、2008年7月－2008年2月に、K叩k病院でPCRに  
より急性マラリアと確定された、治療歴の無い非妊娠成人から臨床  
データおよび検査縮儒を収集した。152例のうち、P．knowlo＄i、  
P．f81両神几肝もしくはP．vレdXに感染した症例は107（7仇）、24（16％）およ  
ぴ21（14％）であり、非特異的発熱症状のあるP．knowl由偲農点者の  
入院時寄生虫値の中央値は1387pさ帽＄；to／ulであり、全例が血小楯  
減少を示した。ほとんどのP．know†os感染患者には合併症はなく、ク  
ロロキンおよぴプリマキン治療で治癒した。WHOの熱＃性マラリア  
の判断基準により7人は重症であった。入囁時のP．howtesi寄生虫  
血症は呼吸困難の独立した決定因子であり、入院時の血清クレア  
チニンレベル、血清ビリルビンおよび血小板数と同様であった。2例  
のP．knowlesi感染患者が死亡し、死亡率は1．8双95射菖規区間、0．2－  
6朗）であった。Pknowlo∫は広範囲の疾病を引き起こすが、多くの  
場合合併症伴わず、治療に速やかに反応し、約10人に1人が死亡  
を伴う合併症となる。  

英国イングランドおよぴスコットランドで貞桃摘出縮により摘出され  
た匿名の■桃腺検体を対■に、プリオンプロテイン（PrP¢JD）に関  

うち12．753検体は最もvCJDが発症した198ト85年の出生コホート由  
来であり、19．908検体はBSEに曝露された可能性のある1988一拍年  
コホートから集められた。2種類の酵素免疫法両方に明紺こ陽性を  
示す検体は無く、278検体はいずれかの検査に初回嬢性を示し、そ  
の繰り返し障性率は159もであった。免疫組織化撃滅もしくは免疫プ  
ロット法を行った結果、この278検体を含め、陽性を示す検体はな  
かった。198卜85年の出生コホート由来の■挑検体における  
PrPCJD陽性串は0／32881であり、柑8卜85年の出生コホート由来に  
ついては、0であり、過去の虫垂組織の明手持臭よりは低かったが、  
矛盾はなかった。  

lnfection 
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Clinic81   2009：49：852－ 860  

異型クロイ ツフェルト・ ヤコブ病  BMJ2009M8y  
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血友病患者の脾臓中に異常プリオン蛋白賞が発見されたことを受  
け、OJD事故委員会の要珊により「vOJDRi亭kA写8008mOnt  
Cさkul8t加gforaP8翫両川側1仙Itわlo恥uto亨Of∈xpo写UrO」報告暮  
がD8押付¶OntOfH081thによって作成された。感染可能性のある  
種々の経路を投定し、それぞれの相対的な感染確率を検討したⅦ  
昔である。  

異型クロイ ツフェルト ヤコブ病  

Dop8止mt〉ntOf  

H朗此h2009  

Junt15  

平成20年8月、仙台市においでノケッチア症を疑う者者が発生した。  
生検村判を用いたPCRにより陽性であったが、シークエンス解析に  
より、ロシアや中国の患者から報告されているR．hoilom印ng即Sisに  
一致した。園内に、日本紅斑熱とは異なる紅斑熱ケッチア症が存在  
することが示された。  

染症学会総会  
2009Aprit23－  
第83回日本感   24  

2009／9／28  

リケッチア 症  2009／9／之8  
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50代後半の男性が右母指のウオノメをカッターで自己切除したとこ  
ろ黒蜜し、その範囲は急速に拡大。右下肢の鷹はが起こり入院。右  
母指には悪臭と壌虹を伴う重度の♯集炎、X場所見で右大脇凱こ  
ガス像を認めた。Stroptococcus卸8g■】aGti80iUbsp．如sg8lactiaoに  
よる初めてのヒト感染例と考えられる。  
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概要   
三≡ ＝ H ≡ ≡ ＝ ＝ ≡ ≡ ≡ ＝＝≡ ＝ ＝ ≡ ＝ ≡ ≡ ≡ ＝ 写 王≡ ≡ ≡ ＝ ≡ ≡ ≡  

感染症（PT）  出典  

2009年7月23日、EMA（［MEA）は「CJDと血策・尿由来医薬品に関す  
るCHMPの見解書（CHMPposjtion＄tatement）」を改fTする必要性に  
ついてconcoptpさPOrを発表した。このCHMP見解書が最後に改打  
されたのは2004年6月であり、2004年以降、白血球非除去赤血球輸  
血と関連した4例のvCJD感染や、動物モデルにおける尿中に検出さ  
れたTSE感染性など、更なるエビデンスが書積してきた内容につい  
て改灯する。また、後にvCJOを発症した供血肴由来の血液製剤を  
投与された血友病患者の膵E掛こ異常プリオン空白が検出されが、  
その調査精美も考慮する必要がある。2005およぴ2007年にEMEAで  
開催されたCJDと血策・尿由来医薬品に関する会稽縮果も今回の  
改打に盛り込む∴更に、血焚由来医薬製品のリスク評価に影響を及  
ばす今後の状況についても考慮する。改訂されたCHMP意見書は  
3ケ月間の意見公募を経て2010年に適用される。  

1995年から3回／遇でⅠⅥG治療を受けていた¢1脆女性は、柑97年1  
月－1998年2月の期間lこ、後にvOJDを発症した供血者由来の製剤  
を使用していた。この女性の死亡後、剖検により脾臓、リンパ節、脳  
内のプリオン蛋白を検査したが、検出されなかった。  

異型クロイ ツフェルト ヤコブ病  Vox Ssnguinis 
2009：96：270  

200g／9／28  

異型クロイ ツフェルト・ ヤコブ病  ∈MEACPMP  

2（）09J山yZ3  
2009／10／27  一
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異常プリオン蜜白（PrP＄C〉に特異的に縮合するリガンドを用いた新し  
いクロマトグラフィ法が開発された。VCJD（variant（）routufo】呵さkob）  
伝播リスクの観点から安全性を向上させるために、S  
D〈soIvont／det8rgent）処理された血涙分圃製剤Oct4P18SLGの製造  
過程に本法を導入し、PrP＄G除去効果を研べた。0¢t叩td5製造の途  
中および最終製品にPrPscが含まれた脳ホモジネートをスパイクし、  
リガンドゲル1mL当りのbindingc8P8¢ity（結合能）およぴヒト由来  
PrPscに対するリガンドゲルの特異性を耶べた。PrP＄Gの検出およ  
び定量にバリデートされたWost馴¶blot注が用いられた。その綺  
具、rOductionf8CtOイRF〉は≧3．OloglOであり、ゲルのP貯sc輪台能  
は≧6logTO】D50／mは非常に高かった。また、ゲルは動物（ハムス  
ターとマウス）およぴヒト（叩Or8diGおよぴv8rbntCJD〉由来である  
PrPscに特異劇に持合する。この新しいPrPきC除去ゲルは  
Oct叩l8SLGからvCJDの病原固子を除去できる非常に高い性舵を  
示した。  

英国でvCJDに関連した農園区子製剤を11年前に投与された血友  
病患者のvCJD感染の報告を受けて、米国におけるリスク管理戦略  
を再評価した。その緒業は、米国で承惚されている第Ⅷ因子製剤か  
らのvCJD感染のリスクは極めて低いと考えられるが断言はできな  
い、という従来と同様の冨平価である。  

FDA TS∈  

advisaⅣ  

commi壮ee  

2009Junl∋16  

異型クロイ  
ツフェルト  
ヤコブ病  

異型クロイ ツフェルト ヤコブ病  2009：97；226◆  VoxSanguinis  233  2009／10／27  2009／9／28  
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症状を示していなかった男性血友病患者の剖検時に、異常プリオン  
タンパクが確認された。この男性は、献血後にvCJDを発症したド  
ナー血幣を含む原料から製造された第Ⅶ園子製剤を使用してい  vcJDと関連のない疾患で死亡し、生前にvCJD又は他の神経学的    た。  異型クロイ ツフェルト ヤコブ病  

HPA2009 Fobru町y＝  
2009／9／17  
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2004年にHea［thProt8CtjcnAgencyは．（桃膿に蓄積されたvCJD関  
連プリオンタンパク賞の大規枝な調査により、無症候性vcJD保有  
率を検討するN8tion81Anonymou＄TisきUOArchFve（NATA）を開始。  
既lこ63000例の貞挑嫌組織の収集・解析を行っており、10∝100例ま  
で収集する計画であるが、現在のところ陽性サンプルは一つもな  
かった。  

異型クロイ ツフェルト ヤコブ病  HPA2009M8y 22  2009／9／28  

…
 
 
エ
l
 
乱
廠
番
 
ヨ
 
 

〓
〓
i
〓
■
；
 
 

〓
〓
i
〓
〓
－
 
 

〓
；
〓
●
；
 
 

〓
；
〓
■
；
 
 

〓
■
〓
；
〓
 
 

；
〓
〓
〓
－
 
 

；
；
〓
≡
l
 
 

；
〓
〓
；
■
 
 

；
〓
〓
■
こ
 
 

■
〓
－
－
〓
三
 
 

－
〓
■
〓
〓
■
 
 

〓
〓
〓
■
－
●
 
 

〓
〓
〓
〓
●
 
 

〓
〓
〓
〓
●
 
 

〓
〓
〓
〓
l
 
 

－
〓
；
〓
；
 
 

；
〓
〓
‘
〓
 
 

；
〓
〓
〓
■
 
 

；
〓
〓
〓
－
 
 

BSEプリオンに対するヒトの感受性についてSNPを解析した。PRNP  
遺伝子座はプリオン病のい〈つかのマーカーと全てのカテゴリーを  
通じてリスクに強く関連していた。疾病リスクヘの主な寄与はPRNP  
多聖コドン129であったが、別の近傍のSNPr＝よってvCJDのリスク  
増大がもたらされた。  

異型クロイ ツフェルト ヤコブ病  Nt∋UrOlogy  Lancot  2009．8 57－66  2009／9／28  

最近、非定型BS∈が日本、カナダ、米囲、複数のヨーロッパ緒座で  
発生している。非定型BSEの可能性があるプリオン遺伝子の突然変  
異は豪州や新酉蘭でも発生する可能性があり、反翁動物の厳密な  
飼料管理等、将来のアウトブレイクの防止に必要な規制を緩和すべ  
きではない。   

異型クロイ ツフェルト ヤコブ病  Natur02009 2009／10／1  

＝ ＝ ＝ ＝ E ＝ ＝ ≡ ＝ ＝ ≡ ＝ ＝ ＝ ＝ ≡ ≡ ≡ ＝ ≡ ≡ ≡ ≡ ≡≡ ≡ ≡ ≡ ≡ 三 ＝  

美園CJDサーベイランスユニットの統計によると、2009年1月5日時  
点でvCJD死亡患者数総掛こは変化はなく187例のままであり、英  
国におけるvCJD流行は減少しつつあるとする見解に一致する。  

異型クロイ ツフェルト・ ヤコブ病  ProMED－ m81】2009（】108．0 8丁6  2009／10／1  
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JRC2009T・026  

OuTBREAK OF HEPATtT［S A AMONG MEN WHO HAVE SEX W（・TH  
MEN暮N BARCELONA，SpAIN，SEPTEMBER2008－ MARCH  

2009   

CTortむ8da（ct8「叫a＠asP山at】1．pG由Ot氾al，RMP旬t8Z，A加SGが，ユC叩til  
l．PubtjcHeauhAgenwof8a「CetOna．8a「c2tロna．Spaうn  
Z・EnterlcVi「usしaboratoryofthet）epartment8fMicroblotogyt）ftheUniversltyofBarce10na．8arc如na．Spaln  

MeIhods   
Forthepurpose（）ftheoutbre∂kinvestigation，aCaSeWaSdefined  
asamanover18yearsoldwhohadsexwithmen，WaSreSident  
inBarceFonacItyandhadsymptornsofacutehepatitiswithonset  
f「omlSeptember2008andpos裾veresu】tofIgManti－H♪〟■teSt．   

1bidentifycasesaccordingtotheabovedefinition．aflrepoTted  
hepatitjsA patientswhowerc male and olderthan18years．  
re5identinBa「celo閥Ciけandhadsy叩PtOmSOnSetfromSeptembor  
2008wereihterviewedw肘】amOd汀iedquestion周ireb∂詑do11・the  
StandardquestionnaireforhepatitEsAof．theHeaJthDcpa托inent  
OftheGove（nmentOfCatgloniabutwithadditionalquestionson  
SeXUaIbehaviour．TheinterviewsweredonebyteIephoneore－maiL  
CasesthathadbeenreportedbeforetheoutbreakalertbutcQUld  
fuJf‖thecasedefinitioncriteriawereTe－interviewedret（OSPeCtiveIy，  
USl喝themodifiedquestio血aire，  

QuestionsincIuded havingsexwith rnen．nLJmberofsexual  
PartnerS．Visitingbathhouses，barsanddiscos．useof・theinternet   

Be仙eenlSeptember20D8and9March2009，150c石SeS O†  
hepatitisAYJererePOrtedinBarce）ona，rePreSentrnga－threefo］d  
incTeaSeCOmParedwiththesameperiodjntheprevioustwoyears 
Thema）OrItyOfthecases∝CUrredinadultmen．jncIuding87who  
r9POrtedhavingsexwithmen．Thisindicatedthepossib‖iモyofan  
Outbreakong01nEinthepop山ationofmenwho拍VeSeXW仙川en  
（MSM）訓demp11aS】Sedlhe need tolarge†鮒scom叩unitywith  
moree伴∝tivevacclnaL事0nPrOgra巾meS 

lnけOduc扇on  
lnSpah．hepatitisAisareportablediseasedefinedbyacute  
hepatitissymptomscombinedwiththepresenceofimmunogLobulin  
M antibodiestohepatitisAvirus（1gManti－HAV）［1】．Physicians  
andlaboratoriesreportcasestothe］ocalpublichealthagencfes 
ThePubEicHealthAgencyofBarceIonaistherelevantofficeforthe  
CityofBarceIona，COVeringapopulationofl，600．000inhab‡tants 
The Hearth DepartmentoftheGovernmentofCatabniaco11ects  
C∂SeSfronlatlthcregionaFagcnciesofCataloniaandreportsthern  
totheNationalCcnt†eOfEpidernioIo訂inMadrid．  

SinceSeptember2PO8．anincrease．inthenumberofreported  
CaSeSOfhepatitjsAinthemur［icipatityofBarceIonahasりeeh  
Observed．BetweenlSeptember2008and9Ma（Ch2009．atotal  
Of150ccnfirmedcasesロfhepatitisAwerereportedfromthearea 
Inthesameperiodin2006・7and2007－8thenumbersofnotified  
CaSeSWere54and55respectively 

The notificationdataindicatedthattheincrease mayaffect  
P（edominantlymenwhohavesexwith men（MSM）．Anoutbreak  
alertwasraised、after・fivecaseshad bcen notifiedin oneday．  
fncIud■ngfourmenaged23－25yearsofwhonlthreewereknown  
tobeMSM・Forcomparison，intheprevioustwoyears．theave（age  
numbe（OfnotificationsrangedfTOmOto12casesperrnonth．This  
PrOnlPtedustoundertakeasurveyarnongtherepo圧ed－adultmale  
CaSeS，tOdeterminewhethertheybelongedtothegroupofMSM  
andwhetheItheyengagediLlaCtivitieもass∝拍tedwithanincreased  
「isko†hepatitlSA両ection【2－5J 

Theoutbre∂kisst‖0ngポロgandnot眈∂tionsoc叩at8  
frequencyofonecaseperday．  

－ 
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H
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惑  
tol∞kfαSeXUa！pa巾1erS，havinggroupsex，a両WOrki喝8S  
WOrkeTduring thetwomonths bcforesyrnptomsonset．asw森  
戸ShepatitisAimm 

． 

Contact－traCtngWaSPerformedaccordingtostanda（dprocedures．  
as done routineFy bythe10CalPub［ic HeaJth AgencyfoTCVery  
CaSeOfhepatitisAreported．Duringtheinterview．thepatientis  
askedtoiden肘yc10SeCOnt8CtS．Thesepeoplea帽thencontacted  
directlybythe．Agencya正dinformedabouttheriskofinfectionand  
OffeTedvaccinationo（POSteXPCSUrePrOPhylaxis．Vaccinationand  
immunogIobulineisprovidedfreeofchargeintheAgencyoffices  
Or．insomecases，adnlinisteredbyheaIthcareworkersvIsit．ingthe  
contacts 

Serafrorn・14caseswhbfuEfilledthecasedefinitionwere亨ent  
totheEntericVirusしabo（atOryOftheDepa（tmentOtMicrobio（Ogy  
OftheU而versityofBarce‡onaforg帥戸tjc抑al鰐Is・   

R亡Sl州‡   

FromlSeptember2008to9M8rCh20Q9．訂蕗talof150  

T
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ノ！∂bo「白b叩－COnfirmedhep甜tisA  S∨  
han  

ゝ  

■′  

C∂SeS．137（91％）were‾01dert  

′◆■ 
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5．Maヱ叱kA．Howlt＝M，RelS．加nsenlqWel§札X8tヱenSせ1nn．Hさ〝J．M帆b   
K．Hep∂輔s∧outb叩ak抑10ngMSMl仙亡dtocasualse人帥dg町5さUn8S   
Cop帥h聯∩．Den爪a軋モu和知冊1m～005；1015佃1∈5汎加札的kfn）胱http   
ww軋FU†℃5urVがIt帥Ce．叩冊即A「廿Cletaspよ？∧rt】cuTd・即  

も．Informesem8nal鹿呵几抑Cla2加marzod亡ZOロ9【weekVepldeMlob郎C   
呵】0几Z卜はM加～00叶恥dNadonさIdeV噺un雨用印加㈹厘触・Se門1c   
VW細雨印価畑山廊射師小川拍mM日印閻仙呼止摘心血†和一   
httpこ／仙W山5C帆e帥tdo00／C即tr8S／吋demlotoがa／b81～伽一代d／王5－のロ文妃‾WE  

P【ゴー  

7，PrD加Old●8CtUaC18peratcqntrD11p柁∨帥CうddeThep8㈹§人〔p和也COl1   
8C伽n一口rt厘COntr8l訓d叩∨印加no†hep8ポポSA】．Generat他t鵬bbtun  
Dep町tamentde S8tUt二88代れ○仙；～0帆Av8札的te†叩m：http：／舟W≠genC∂   
causalut／deps机uUhtmVca／dうrZ8Z叩mthep8ポds之009・Pdf  

Th15ar亡tcle抑柑PUb11s厘d抑18Ap州～8Dg・  

§さ豊‡盈忠霊詣㌔票霊音譜霊鳥㌔豊治慧鵠慧慧よ轟  

烹‡窃慧ニ．濫悪㍊翳恕謂謂既批諜血坤側  

（84％ofthetotaJ）weremenandll（7％ofthetotal）we（eWOrne【．  
IntheequNaFentperjodin2006－7．ofthe54hepatitisAcases  
reported●29（54％）wereolderth∂n18ye訂S．川Cluding21（39％）  
men・Sirnila［ly．1n2OO7－8，therewere55casesEntOtal，24（43％）  
Ofwhomvvereover18yearso7d，incL〕drng13（23％）men．  

2OO9，Andaluciahasreportedanmcreasefrom175and125cases  
fqrthatperiodin2006－7and2007－8．respectively．to350in  
2008－9；Madrldhasrepo（tedanincreasefrorn95and75to230  
andCastlrla－LaManchahasregiste（edanincreasefrom15and  
20casesto60【軋ttisnotclearwhethertheseinc－eaSeSa†edue  
tooutb（eaksandwhethertheyaffecta particuEa，riskgroupbut  
investigat将nSareOngOlng 

】n Spain vaccination forhepatitisAis notincIudedin the  
routineirnmunisatjon scheduFe，but ESreCOmrnendedfo（Certain  
riskgroups，im】udjngMSM［礼  

Inrecentyears．2002，3and2004－tWOO＝tbreaksofhepatitis  
AamongMSM．affecting48and60peoplerespectjvely，Were  
detectedinBarcelona．Mostofthem（80％）werebathhouseusers  
【datafrorT［thePublicHearthAgencyofBarcelona．notpublished］ 
SimilarvenueshaveaIsobeenassoc融edwithhepatitisAoutbreaks  
elsewhereln Eu（OPe【2・5】．The strainidentifiedinthe cur（ent  
outbreakisdifferen＝rorntheonedetectedintheMSMoutb（eaks  
椚2002－3and2004 

Since2004aspeciaい椅CCinationprogramme†orhepatitisA  
and B hasbeentargetedatthosewhofrequentgaybathhouses 
HealthcaTeWOrkersfromthe PubEic HearthAgencyofBarceJona  
visltthesevenuesandofferinfo【mationabouthepatit竜sA．B．Cand  
sexualIytransmittedinfections（STJ）；PerformrapidtestsforHIV  
andadm血sterv∂CCin∂tionsforhepatjtbA8m18∴bd飢旦3－000  
bathhQuSegUeStShaveusedthis甲POTtunity【data†romthePubtic  
Hea】thAgencyofBa｛Celona．unpublished】 

ThescenariointhepTeSentOUtbTeakseemstobedifle「entf（Orn  
theprevioustwooutbreakssir］CeOnly22％ofthe’casesidentified  
as MSM were bathhouse users 

Fnterventions airned at the sexualcontacts of the cases were  
difficurttoca（ryDUtSinceinaconsiderabJeproportionofthecases  
thep∂巾rersco山dnotbeidenttfiedinthecou「SeOfcont∂Cトtr∂C一喝  
process 

AllbuttwocasesarnongMSMwereunvaccinated．Vaccinatjonof  
MSMcouldheEptocontrorthjsoutbreakandiscruciaIinpreventing  
future ones．Thusinformation campalgnS andirnmu両sation  
P（OgrammeS Which effectively reach the MSM communityare  
needed 

Ofthe126aduFtrnaZepatients．107vJereinterviewedusingthe  
modifledquest10nnai（e．Jnresponse．87（69％）decraYedtohavehad   
SeXWithrnenand2O（16％）definedthemseIvesasheterosexual 
Fortheremaining19notifiedcases（15％）thJSinformationwas   
not∂Vai】abJeけigu「e） 

AsaresuFt，87personsIulf州edthecasedefjmtioncriterね．The  
medianageofthesecaseswas33（lC95％：31－34）years．Ten  
（11％）wereHrV・POS［tive．On（yonehad beenvacciriatedagainst  
hepatitisAand anothe，Onehadreceivedonryoneddseofthe  
vacclOe 

AconsiderabJeproportionofMSMcasesreportedengag）ngin  
activitiesthatmaybeassociatedwlthincreasedriskofinfection 
Themeannurnbero！sexualpartnerswasfour（fC95％＝3－6）．14  
CaSeS（16％）usedthe■nternettO）ookfoTSeXUalpartners，26（30％）  
frequenteddiscosorbarsandユ9（22％）visjtedbathhouses 

TheviroIogICalanalysISShowedHAVgenotypelAinseraobtai［ed  
from14p∂tients・Theresuけsofphylogenetic anaEysJSarenOt  
avallable yet 

ControIme8SUr8S   
〉accination ag訓nSt hepatitis A o‖州cases，contacts and  
POSteXPOSUre PrOPhylaxisofclosecontacts and sexuaJcontacIs  
Within15days of thelast exposure has been recommended 
VaccinationandlmmUnOgJoburineisofferedfreeofchargeinthe  
Pu帥cHearthAgencyofBarcelona 

We performed contact－traCIng and offered vaccinatio〔and  
immunoglob油netothoseidenHied・lnc∂Se5Whenpatie＝tSdidnot  
haveordjdnotw∂nttOgivethisinformation（addressortelephone）．  
Weadvisedthemtoinformtheirpartnersandclosecontactstoget  
thevaccinationorimmunogloburine 

！n addit．onr we have also strengthened the existing  
recommendationsforvaccinat＝⊃nC，fMSM bydLStributjngf‖ers  
andpostersincQl【aborationwiththeSp鋸南h－‘Coord汀椅dor∂Gaト  
Lesbiana’’afederationvvhichcoo｛dinatestheactjvityofgaynon－  
governmentaForganisations（NGO）a〔dotherassocjations 

Thevaccinationp（OgrarTlforhepa腑sAandBing∂ybathhouses．  
Which has beenin pracein Barce）ona s川Ce20O4，has been  
reinforced，aSWell．byincreasingthenumberofvIsitsofhealthcare  
WO「kersandbycoverlngmOreeStab】jshments 

ToraiseawarenessabDUtthe possibIe outbreak．e－rTlairalerts  
Were Sent tO microbio10gylaboratories．10Calpractitionersand  
hospitalstoenh8nCenOtlflC∂tion 

Gayorgan）SationswereinformedaboutthehepatrtlSAoutbreak  
affectingMSM．andinforrnationabouttheoutb（eakwaspublished  
OnSOmegayV佗bsites 

Discussioll   

Aninc「easein the numbeiofreported hepatitisAcasesin  
BarceFonahasbeenobservedsinceSeptember2008．0fthe150  
C∂SeSrePOrtedbetweenlSeptember2008a叫9†舶ICh2009，  
87wereidentifjedasMSM．  

Aninc－eaSelnlhenumbero†∩耐icationsh∂SreCe州ybeen  
ObservedinotherregronsofSpah，aS〉〉elE．ThedataavailabJe  
are from the period betweenweek360f2OO8and wBek40f  

F】G U】R王  

Number（イ（dSe5P川叩a山i5Aa】nOngm七nO】（l仁一lha月－S〉・earS，♭▼  
＝－Un仙（｝l▲仰5et（〉r5）′mptOl－－5む＝t5eXu；l】bぐ1－a、∫jo叫Ba托亡l（Hla，1  

Sぐl両ml・er2008－9肱－「ぐl－2009（n＝1ヱヱ、prCli川i¶むTllata）  
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Reassessmentofdefbrralsfbrtattooingandpierclng  

〟わゆGoJ‘わzα乃，G工‘OJ加－gズJ，qi一山乃gn，仇な乃JJ殆乃，α乃dSたefJα∫0’βrお門  

looddonorselectiorlCriteriaareanimportant  
Part Of blood safetylCriteria must balaLnCe  
r∝lpient and donor rjsk，aga皿Sldle eVer・  
hcreashgneedforbloodamd也echa封enge50f  B  

8ACKGROUND：lnAugu＄t2005，meCanadぬ∩8100d  
ServLce＄decreasedthedeferra（peバodfortattooingand  
earo（bodypierclngfrom12t08months．Thisstudy  
assessedtheimpactofIhischangeonbtocdsafetyand  
ava‖abili旬 

STUDYDESIGNANDM亡THODS：Theprevalenceof  
the80aCtivitieswas乱娼○おedonananonymou＄mail・  
OUtSurVeyO†40，000rec8ntdonors．Transmissible  
dis8aS8汀D）markerrat8SWe帽甲kリーatodu由ng伽  
NationaJEp（demioIogyDonorDatabas8．Acase－¢0ntrOI  
StUdywasperformedcornpar7ngrlSkfactorsiJI  
TD－POSitivedonorswithmatchodcontroIs．Dcnordefer・  
帽Iratesw¢r08㍊e∬8dbof（〉rOanda允erthedla咽8in  
defe汀alpeHd．  

RESULTS：Theprevalenceratesoftattoo，earPlerClng，  
andbdypie雨∩9Wer013．7．53．6．andlO．4pe町8ntin  
SUNeyreSPOndents，reSPeCthlely，WilhuptoO・7percent  
dacttv吋腑叫tor甲re58nldefe汀abler短kTDmark8r  
ratowas10W即d5tabloat21．6p8rlOO，000donatbns  
bofor8and19．2p8rlOO，0∝Idonaゼ0閑古鮎rtho  
Chang8indefen・a‖ength．Remototdttoowa＄aSSOCi・  
atedw仙ho匹腑SCv血＄（HCV）dsk（Oddsra“0，5．4釘、  
95％∞∩肘即CO輌eⅣd．1．82－16．礼bu拍Oitherroc8nt  
tattoonorp事ercjngwasa鹿kfactorforHCVorhepatJtLs  
Bvim＄．Sho而nれ喝Ofthed8forralpoHodreduc8ddof8ト  
mlsby20pe「捷ntfortatt00and32pe忙Ont†orpie忙ing．  
CONCLUS10N：The（eWa＄、nOrnea＄Urab18adverscI  

eftec10nSafetyandapo＄itiv8butles＄lhanexpected  
8付edonblo∝lava董tab柑吋a托orsho血nl咽thod8fe汀威  
Periodfortattooandp始rcing．1Ttelengthofoth8rlern－  
PO憎け（始f9mls＄houldbo柑aS＄OS＄ed，戚ncothoir  
CUrrentCOnt血utiontobIoodsafetymaybeneglig】bJe．  

ensurlngadequacyofsupplyTti＄jmportazlttOreaSSeSS  
boththeneedforandthedurationofspecificde飴血 
Criteria，ParticularlyasotheraspectsofbloodsaLety；SuCh  
astransmissibJedisease（TD）testir）gandgoodmanufac－  
turingprocedures，areStTeng（hened．1Tbttooingandear 卓 
andbodypiercmgarereasol－Sfbrtemporarydeferra）of・VJ  

小
康
朗
缶
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VarylnglengthsindifferentregulatoTyjtirisdlctions・AUS  
Food a血d DrugÅdministね也on（m）memorandum  
i＄SuedinApri11992s也pulateda12TmOn山deferTalfoE  
donorsⅥホo have had ear plerChgor tattoo h which  
Ste祀eprocedu代SWerenOtuSed．写Adecad竜1at印anm  
BroodProduct＄AdvisoryCom血tteevotedtocon血ue  
thesed曲rrals．butrecommendedareexanbatloJ）CfIhe  
durationofdefbrraLIpresentadonsmadctothecommit・  

teeatthat也neunderlinedtheJimitedcvidenceofany  
saねWbene飢of山田e亡【加血3  
Blood dotlatiolldoes notexistin a vacuum，buIi＄  
a蝕，Ctedbysoc匝taltrendsinbehavior＄8ndinfbcdous  
diseaserates．whichwi11influencedonordefemalandTD  
TateS．TTleh’equenCyOfbothtattoo王ngandbodypiercing  
ishcreaslngin山egeIl打出population，pa血00ldy扁  
youngerind壇dual＄，aLSaSSeSSed bypopuladonsurvey8  
andindiyidualobservations on a＄trO11down aLny C吋  

A8日REV肌¶ONS：00S≒血nadianIさloodSer勇ces；  
DHAQコdonorbeal血a急減m机下que8血m正代；  
rVDU＝Lntravenousdruguse；TDTmnSmissibLediseJLSe．  

ぎーomC加Ia朗読′批■出納ce5Dono【肌d取aⅢpkm払伽n由一一  
所∝Sand仇eひep血entOf句沌demio】0訂；▼and也○加p訂t－  
mentofEpjdem王0lo訂and（力mun吋MedichqUniverさl－yOf  
Ottaw孔0托awa．Ontario，Canad8．  
＾ddTWTqrhETqtLeStStO：MindyGoldman，MD，FRCP（C），  
ExecutiveMedicdDke∝叫1800Alt且Ⅵs切口dv色0靭ON，  
CaJladaⅨ1G4J5；e・m虚1：mirldygq】dma刀＠bIood．ea．  

Supportdbyqm8伽BloqdSeⅣice臥   
Re∝ived由一publ血血nSep随mbe！9，2∝耽re両don  
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intheORsbeforeandafferthechangeindeferraldura－  
tion．modelsfo（beforeaLndafterwereconstructedsepa・  
ratelyforeachmarkerandtheORscompared・  

De／e〝召／d∂ね  

Deferraldataweretabulated（frequencyaudpercentage）  
foreachspecはcdeferralreasoninthetwotimeperiods  
weIlas the dl】ra也on be【Ween the risk behavior andthe  

deferraldaLe（＜60r≧6months）．Thedi鮎rencesinpro－  
POrtionsbetweerltWOtimeperiods（Group＄1aLld2）were  
COmParedusingthechi－SquaTeteSt・ArelativedecfeaSlng  
rate was caJculated as：（number of deferred donors  
in Periodl－ number of deferred donorsin Period  

2）／numberofdeferreddonorsinPeriodlmuはpliedby  
lOO（％）．nedeferral丘equencie＄Ofeadl訂OupWereCOm・  
paredusillgthechi－SqUareteStforaone・Way魚■equenCy  
lable．lIl由1analyses．a p v幻ue ofles＄血an P■05was  
COnSideredtobesigni五Cant．  

RESUu●S  

Pr¢Valeneeo†taIt00，earPlerclng．andotherbody  
Plerelng  
AJSShowninThblel，theprevalenceofta【tOO，eaTpierciJIS．  
Orbodypierchgis山ghindonor5．F∬lhermore．iti5rda－  
tivelycommonfordonorstohaveengagedinthesebehav－  
iorsh血epa5t6mon也s（也edu∫ationofdeferr由whe月  
山e2006donorsuⅣeyWa＄perbmed）．A氏eradjusl皿en【  
fordonatio11ぬ餌S．血erewereappro滋mately5265CBS  
dol】OrSin2006（95％CI．4616－5911）whob8doneoFthがe  
riskfactorsinthepast6mon血＄butwhohaddonated  
涙山払出epa5tfbwweek乱  

丁Drate＄                   〆 
tionof血estud〉てb血色16mon血sbefore血ecbangeln血e  
duration ofdeferraJthere were270con丘medposjtlve  
dona也On5foraumma止ersandl．247，706totd－dona・  

donsねrarateof21．6perlOO．000（95％CI，19・1to‘24・4）．b  
the16monぬsaftershorten山名ofthedlユrationofdeferral  
仇ere were 249 con蝕med positive donadon＄ aIld  
l．2貼，561totaldonaてbn訊braTateOr19．2pe†100，000  
（9S％CT．16，9tdノ21′8；P＞0・05）・  

donorstestposiLiveforlhepresenceofHⅣorHTLVin  
Canada．we have focusedon riskfactoTS for HCV－aJld  
llBsAg－POSitivedonors．Themethodhasbeendescribed  
PreviousIv．9Inbrief，aJldonorswhotestedpositiveforthe  
presenceofHBsAgorr【CVh20050r2006wereir）vitedto  
Par†icIPateina【elephoneinterviewaboutriskfactors．For  
eachpositivedonorwhoparticlpated．4controldonors  
Whohadtestednegatjveforallma［kersmatchedaccord－  
1ngtOage（±5years）．se㌫donationtype．donationstatlユS  
（鮎sttimeorrepeat）．and geo訂aphicreglOnWerera刀－  
domlyselec†ed，＾11TD－pOSitivedotlOrSrCCeivedastan－  
dardI】OtlticationJetterinformingthemoftheirtestresults  
andpermanentdefe汀alたomdonationandadvjsingd－em  
toseekmedicalattention・Donorsweresubsequentlysent  
a】etterinvltlngthemtoparticjpateintheteJephoneinter－  
Viewand【henweretelephonedtoconduct山einterview・  
OnceanHBsAgTOrHCVLPOSidvedonorhadcompletedan  
intet・Vie＼V．COntrOldonors were selected andinvited to  

pardcipateiTlthesameway．Ifacontroldol10rrefusedto  
parliclpateOrCOuldnotbecorltaCted．ano血erwasranL  
domlyselectedamongdleeligibledonorsun仕14control  
donorsh色dbeeninter勇ewedforeachposidvedonor．me  
lelephoneiIlterviewused ascTipted ques血〉nnaire that  
askedaboutknownandpolentialriskfactorsanddemo一  
伊aphicfactors・9Tbe血【eⅣiewwa5COmpletedby1810f  
318TD－pOSitivedonors（57％）and7370ど1Z52111atCbed  
COntrOIs（59％）．The sttzdy was appTOVed by血e CBS  
RcsearchandEthicsBoard．  

＄tatts朋calanaIys事S  

80nOrSUrVeydaは  
Thepercentageofdonorsw止hariskfactoTWaSCalculated  

a11dthe95percentcol一色dence山t甲血（C！）wases血ated  
11SingthenormalappTO血mationmethodoTdlePoisson  
exactmethodforsmallpercentages．   

乃）帽座  

TherateforeachTDmarkerwasexpressedas†henumber  
OfposidvedonatlOnSperlOO，000donations．andC工swere  
estima【edusingthePoissonexactmethod・   

Cas8・の血℃／5fu功′  

Oddsratios（ORs）and95percentCIswereeidmatedfof  
fhestudiedpotentialriskfactorsseparitelyforHBs＾g－  

streetonasummerday二4・7Temporarydeferralsresulli▲1  
donationlossonthaLda＼′andmayalsodecreasedonor  
TeturnrateS．PaZtlCularlywhentheyhappenearlylnan  
irldivldual’s donation caLeer．n h Canada彙 the deferral  
peTiodforrheseactivitiesdecreasedfrom12monthsto6  
monthsiIIAugllSt2005．Weaimedtoexaminetheimpact  
OfthischangeozISafetybyassessingbothTDratesand  
the association between these behav10rS andTD before  

and afIer the change jn deferTalperiod・We also estl－  
t¶afed the preva】ence or pterclng and taT【00S hlOt－r  
donorpopulat10naI－dassessedtllePOSiかeimpactofa  
Shorterdeferra）periodonadequacyofsuppIy  

MATERlALS AND METHODS 

AnonYmOUSdonorsurvey  
Al－a】10IlyrlOuS queS也onnairewasIⅥailed to a tpねlof  
40．000wholeblooddonorsonamon山Iybasis山一ough－  
OUt2006・The sampIewas strati丘cd byregion p】’OPOr－  
tionalto the nlユmber or donorsin eacl】region．and  
6rsトtimedonorswereoversampledsuch山attherewere  
20，000鮎st・timeand20．000repeatdortoTSinthesampユe・  
A sample w益draⅥTlfrom dol10rS Who had donated  
during a glVen mOnth，aLld tl－e queSdonnaire mailed  
within2weeksofthe endofthemonth．TbiTICreaSe the  

responsera†e．aSeCOndquestjonr】ai∫eWithanaccompa－  
nylngletterandremindercardweresent2and4weeks  
af［ertheinltialquestiorLnaire，reSpeC也vely．Thequestiorト  
n由reincludedacodetbaldenoted血ereg】OnOfhdex  
donatjon．donationstatllS，andwhetheritwastheRrsIOr  
SeCQndma立山g．butdidnotillCludedono【ideTlti免ers・In  
total，20，037donors（50％）completedasurveyquestion－  
na止e，hcluding7382鮎sト血e donors（379ら）・Oftotai  

responders．4357（21．7％）were＆omthesecondmailing・  
Tbident坤possib】e duplicate questionnaires an algo－  
Ti血mcomparingthe丘rstandsecondmai1ingsEorage，  
SeX．donation st盆tus，donation times．countryofbiTth，  

爪rstthreedigitsofresidencepostalcode，ma∫italsta，tuS，  
e山nicorigin，andhighest】evelofeducationwasapplied・  
The haLndwritirLgOn POtentialdupucatequesdoJuaires  
WaSCOmpared，andifduplicationwaslikely．thesecond  
mailingitemwasremoved・Frequenciesofdemographic  
ChamcteTistlCSOfrespondentswerecomparedwi止＝血ose  

inthe20O6generaldonorbase to co∫血mrepresenta－  
tiveness．TbaccountforthediLferen也alsa工nplingprob－  
abiuty（Rrst－timeandrepeatdonors），SampungWeights  
WereCrea【edforeachoftherespondentsbasedontheir  
representationin也e2006donoTpOpula也onbyage，SeX．  
don8tion5也mlS，andre伊On－   
Dono【SWereaSk¢d好一heyhadeverhadatattoo，earS  
pierced，OranyOtherbodypiercingal】dwhetherornot  
theyhadpar也dpatedintheactivityill也epast6mo頭hs・  
Thesurveywasapprovedby血eChnadianBJoodServices  

（CBS）ResearcbandE山icsBoard．  

Assessment ofdonordeferralrates  

Nldonors aJe queried about Tattoo．earpiercing，and  
body pierclng．hthe self・admi1－isIered section of†he  
CBSdDnOrhealthassessmentquestionnaiTe（t）H＾Q）．For  

donor5Who answeraffErmat］Vely，the dateand qTPeOf  
actlVityarenotedoTltheDHAQ，andthedDnOTi草CDdedi－1  
theCBSdonordatabase，However．deferralcodesarellOt  
entlrelyspeci負cゎーaglVen【iskhctoral－dincludedonoTS  
lへ仙oLherriskfactors，SUChasneedle，SdckinjuTyManual  
revisionof山eDHAQwasdoneforthecenualandl10rth  
easteTn reg－OnS Of Ol－tarioIWhichinclude Tbronto－  
Ortawa，andsurroundingaTeaS・Thesetworeg10nSrepre・  
Sentabout23percen（OfCBScouections．Theexactreasorl  
andstandateofdeEefra］wasobtained色’Om仇eDHAQ．  
Forthepurposeofanalvsistheseweredividedin（0［wo  
gTOuPS：Groupl．Lhe16monthsbeforethe changein  
donordeferralperiod（Aprill．2004．toJLdy31，2005）aJld  
Group2，the16′mon山S af［er the changein deferral  
duTaTion（Septemberl，2005．toDecember31，2006）・The  
monthofAugust2005wasexcludedtoavoidrheinclusion  
OfpotendalerrorsreLatingtoopera山）naユissuesin也e  
earlyphaseofimplernentatio一一・  

TDte＄tin9  
An†jbodytohulnan江nmunode丘ciencyvinlS（H7V）・1／2，  
hepa血isCviTuS（l－ICV），andhumanT－1ymphotropicvi1uS  
（HTu（）－1／r（，andhepati†isBsuffaceantlgen（flBsAg）were  
detectedwithachem山minescentassay（AbbottPRISM  
HⅣO PIus，Abbott Diagnostics Divisiorl．Wiesbaden，  
Germany）．Con蕎rmatorytestingforI了Ⅳwasperformed  
usingtheHnLIWe＄tCmblot（CalyptcBiomedicalCorp・，  
Rockviue，MD），for打CVusingathird－generationrecom－  
binantimmunoblc・t aSSay（Chiron Corp・．Emeryviue，  
CJl）．Eor HBsAg using theAbbott PRISM connrmatory  
assay，andfor汀rLV・l／n usingtheHTl〃Westem blot  
assay（VersioTL2．4，GenelabsDiagnosticsLtd・．Singapore  
ScienceP訂k，SingapoTe）・Nucleicacidtesl血g（NÅTIwas  
performedforHIVaLldHCV（RocheMolecularSystems，  
Branchbl∬g，NT）using24－unitminipooIs・  

Nat事Ona［Epidemi0logyDonorDatabase  

The NadonalEpidemiology Donor Databa5eis main－  
tmiedwithcomputersofrware（SAS，SASrnstitute．Inc・，  
CaryNC）andcontainsdona【ionanddemographicdata  
SuChasage，SeXandgeographiclocadononaIICanadlan  
blooddonorsexceptthoseintheprovinceofQuibec・Al1  
anogeneicbIood donatiollS（Whole blood，Plasma，and  
Plateletdonations）wereincludediqtheTDrates・  

Case・COntrOIstudy  

Acase－COntrOIstudytoexaLllinepredictorsofTDinblood  
donorswasca血edo山b2005and2006．Becauseve叩few  

Vo山m049．Ap州2009 TRANSFUS旧N 糾9  

andHCV－pOSitjvedonors．Tbdetermine  
theindependentassociaIionof’therisk  
factorswithposidvity，mu］tiplelogistic  
regression models were construCted  
Sepa∫atelyforeachma血ヨエ0山y血ose  
ri5k 払ctor5 血at had sign摘mnt  
（p＜0．05）ORきhlmiv訂iate肌叫頭  
Wereincludedin the model．Tb deter．  

mhewhetber也erewa5a皿ydj蝕rence   

郎01月ANSius10N Vdum849，叫バ！2∞9  
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entitywith sterile needles andirik that has not b色en  
reused；however，thisisonlypossibleinstatesthalregu－  
1atetattooestabushments．15・I6  

DeferralsfoEtattOOSandpiercingwereimplemeIlted  
inCa11adaandotherjuri＄dictionsinthe1980＄，WhenTD  
tes山Ig，qlJaIi†yStandards，anddeferralEorothcrhigher  
riskbehaviorsdidnotprovidethe＄ameleveIofsafetYthat  
We‘have achievedtoday．rT¶1e Current COntribution oE  
thesecriteriatobloぬ＄a托Wha5nOtbeen由enさive吋  
evaluated．hourstudytherewasnochangilDtheTD  
markerratea氏ershorteningofthedeferralperiod，inspite  
Ofaccept8nCeOfdonors血10WOuldother鵬S¢havebeen  
de俺mdげ仏塔ebeba勇orswereimpo代ant′ポSkhctors，  
OneWOuldexpectanincreaseinTDrate＄immediately  
afl訂implementationo一也ecbaれge．Zou且ndcowo正er518  
fromtheARCfbundthatretumlngdonorswhohadbeen  
temporaEnydeferredforpotentialinLbctiousdlseaserisk  
didnothaveahjgherprevalenceofposidveTDmarkers．  
COmpa∫edtoo血erdonors．  
Thereare00nⅢc血gstu山e50nlhelmpo血1CeOf  
tattooandpiercmgasriskEactor＄fbrHBVandliCVinthe  
gene血popt血don．川柳How¢叩ー．CauSd鮎＄OGiation8打e  
general1ydi銃culttoestabushandinterpretationislimited  
bythedjBerentpopuladonsstt）diedazldbypotentlalcon・  
foundinge鮎ctsofotherestabushedriskfactor＄SuCha£  
inc和田山on andⅣDU．pa∫仕c山adyshce也朗e CarIγ  
mucb＄d卯Ia孔ndmaybeles＄ー組曲y8Cb）OWledgd吋  
Smdy pal七cip已n也也乱n pierdng＄and hれ00＆t¶8ny  
event，ne仙erearoibodypierchgorta任00写（i皿tllepa5t  
lOyeaLrS）wercpredictorsofHCVorHBVpo8itivityinour  
study，inspiteoftheiThighprevalence血1dor）Oh；．and  
shorteni喝血elen如Ofdefe血hadno曲∝On  
Althoughwecouldnotassesstheassociadonbetweezl  
plerCh辟Ortat【00Sa刀dHⅣo一打lydueto血eirlow  
prev山ncehdonorsandin也egene血popula血n，ltmay  
beexpected也atifthe＄eWereindependentpredictorsof  
blood－bomipa也ogen狂乱n5m臨slon，也eywo山dbeideか  
tiAedassuchforHCVand／OrHBVshcethe＄earemOre  
prev山ent山鹿cdoIISh也eQma心anpop山ationandh  
也edonorpop血don．Fu正bemorち餌Iu∫etOfepO正the5e  
riskねctor＄appearStObe址1y00爪m叩．W仙anesd・  
lnated5265donorsha戚ng紺g8gedhoneof出田ebehav・  
iorsin也elast6month8in2006．andyetTDrate＄areVerY  
lowinCanada，under500血gthenonspec通dtyof也ese  
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follows：Sl・1（SCnSe，5L－TCGTGmCIGGCGGGGT】T  
3′lnt5】192－211）．Sl・2．（antisellSちS′－CGÅACCAC】℃AAGI  

A灯GGC－3′rnし可68p－5・704）．S2・1【ne5ted5enSe．5‘・CAAG  

GmGTTGCCCGTTTG－3′lnls】455・474），aZ）dS2・2（nesled  
amisensc・ 5’・GGCACmGTMC7Y；AGCCA－3’rnts）668－  
6871 

me5ubg餌叫pe5Aa（Askm吋pe）andAe（European  
明】e）weredeterminedo□血ebasisof血eqre由OnOf1556  
ba5eS（nr2333・3221a刀dl欄7）弧dthesubgenol）peSBa  
仏SiantⅣ匂andBjlJ8pa爪印e切e）weredeteふ血】edon  
也eba5i50一也¢preCOTereglOl10fl】udeotide1838．1印¶1e  
primersfr叩αregionwereasfb鮎ws、For釦stpqly－  

ノ ■  

AbさREVtAT10NS‥¶B〟唱ミhep81id58eantjge口；  

J穴C亡！叩卿eSeRdCてOSS；MSM＝IⅥellWl）OhndちⅢ雨tt川tber  

】nen．  

FronltheI叩aneSeRedCTQSiSaitam8Rl叩dCe－、tモー．録iし鋸Ⅵa；  

曲りap抑eSeRedCro5S恥吋08toodCel－一号れTokl－0；dleねPanびe  

RedCro550s8ka加odCel】ter．0弘b；【hり8匹t】e5eRedCros5  

Ho払血do刊0（】dCeローer，Hokk如do；仇el如odSeM⊂eSDepart・  

meれい8p鋸IeS¢RモdCroさSH¢8dqu計代℃n．1bb・0；and伽eJ礼Pa・  

】1eSenedCro5S7b吋ONj5hi別00dCeれtモー，TbkyQ、Japall・   

Add化∫＝甲血rr叩疋∫び敗Ak】rd肋5hik8帆ra．jap8】】e5eRed  

Cro5SぬねmaB】00dCenter．1370・12T泳止痛，Hidaよa－Sbi．  

Saiほm8－k（！n35（ト】213バ8pa♪雄一m眈Ⅶ5h汰aw礼＠  

Sむtama＿b亡．i【C．OT．ip．  

Receivedねrpubli関山onOctoもer14．28咄一飢廟Ot】  

receivedJanuaⅣ柑．2nO9；もndacceptdJanua叩22．20旧・  

dく〉jニ10．1111／11537■2995・2009・02156．x  

mNSPVSION2009；49：1314－1320．  
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H8V GENOTYPEOFJAPANESE BLOOD DONORS  
YOS111KAWAETAし．  

CompaTisonofthegenotypesofdonorsand  
Patienl＄  
旬c鋸叩即et量IegenOt）rPeSOFdonorsandpatiellt＄．斤ve  
refere■－CeSl膵arecitedi11●Ⅰもb】el・¶1eH8VGenoけpeA  
di5けibutiollin totaユH8頭g・pOSitivedoユ10rS（5．6％）Ⅵ朋  

Sil¶ilarto111atOf亡hTOnicpalienls（0．0％－3．3％）；llld山atof  

acutepalients（18．す％－2l．1％）wassilnilar【oIbaIorJgM一  
打Bc－1b－（21．7つも）orN〟トpositiveり9．1％）donors．Asig】1ifi－  

Cant di∬crcnccizIHBV gcl10bTPC distribLltion bctweeTL  
donol－5an（Ipatient5、憫SintheC用genotyperatio・The  
raliosIVerelowh blDOd donors（2・0－3・9）and tli帥in  
Pa【ienlS（5ふほ2；p＜0，Ol）・Howeveいhere、、ra5nOSign清一  

Calltdifkrel】Cei】1山eC／Bgenowperadobem7eenC】1rO】1ic  
patie11tS（5．3－14．9）a】1dnctltepatielltさ（5．7－18．2）．  

Age・＄PeCi†icdistHbutiono†9enOtyPeS  

The山s【ribt－rionofgeno叩eSamOngtlleSaIれeage冨rO叩  
is sllOlV】1in】：1g・2・Tlle followi11gCalculatioIIWaS COn－  

dtlCtedf】・Omthcdzltaiユ11bbJc2．medlStTibutionofGel10．  

1ypeBi11CreaSeSfrom13・β％（9J65）in】6－tO19・year－01d  
donors1042．4％（189／446）in50－tO59－year－01ddollOr5  

（pく0．0川わのIVeVer．めeGeno†）peCratlOdecrease5froI】1  
83・19ら（54／65）h16・tO19・yeaト01ddonorst054・99ら（245／  

446）in50・tO59－yea∫－Olddonors（pく0．05）・ThegellOけpe  
distribl－1ion；lmOng∂gegrOt】pSisshowniユl¶lbIe2．Geno－  
1ypeAwasfoundiれ叩prOXinla【ely90％（23．6％＋37■7％＋  
28・3％）of20－tOヰ9－yea∫・01ddonors．O11血eotllerhaれd．  
Gcnot）VeClVaSfoulldinevcryagegIOuP，Wherc8SGcno・  
丹PeBvJaSmOStPr即れIentintllOSe501059yeal●S Old  
（32．5％）．  

Gender－SPeCiticdistributiorto†genotyp¢さand  
Sub9enOtyI】○  

1、hema止／ねIllaleratiooftotaldo110rSWaSl．89（3，253．8ヰ9／  

l，721．062）．山at of貝rsト也Ⅵe donors w∂Sl．3g（345，986ノ  

2略110；P＜0・01）．山atofSllbgenor）peAelVaS13．8（69J5；  
P＜0・01】，thatofSubgenoけl）eAawas4・2（25／6）バha10f  
SlTbgeno亡yl）e】ねヽVaS2・45（98／40）．tha10ffljwas2．49（276／  

ユ11；‡）＜0．05）．anddl∂tOfGen（）りワeCwa52．58（851／330；  

p＜0．01；1もble3）∴nle扇gnificaれCeWaSCOmparedwjththe  
ma】e／female raljo of【ot山donors using血e dli・Square  
te5【・SubgenotypeAei5male・叩eCi比  
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’Th990nOtyPeO†on8＄ample∝山dnotbede始rmJned 
†Thenu「nbero†NAT・POSilfvedono，5WaSnOtlncIudedLnlhetotaLHBsA9・POS～llvedonors・TvJen－y・一woト佗c＾b－POSltiv8CaSeSWereCXCLuded 
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A宅egrOup（）－ears）   

Flg・2・Rali00rHBVGt州りpesA．B．拙dCwllll王neach8ge8rOUp．TIlenUmber＝甘mh毎－pO5i†鵬dopol・ぶW¢柁65（16－19y亡8rれ364  

（20・29ye8rれ購9（30・39yearぷい33（亜19yぞ打点），羽6即－59year軋andl10（60・69〉・e8用）．ThemIl00fGeJlOりpeCd附e8さed舟抑】  

83・1％（54／65）hrIhoseagd161019yeⅣStO54・9射245／叫6）ーひrtho占…ged50．t059yeも帽；how飢℃いhatofGe∫l叫pe月＝ncre鮎ed  

frりm13・8％（9／65）brtl－OSeagd161019year8－042・4％（川9／446）hrtl10夢¢8ged50－059yea帽・  

OrHBV－POSitiヽre RrstJ山11e b】00d dol10rSincreased wr山  
ir】CreaSingage（Fig．1】．1、11erateOrH飢んⅠ）OSj山ve板5t－ti】Ⅵe  

blooddonorsinJapan d加reased）′earlyfronll．07％i11  
1995andO．22％in2007（datan（〉15hown）．   

TI－e】づB＼／genot）pe di5机bulion血IIBsAg－pOSitive  
bloQddonorsf】・OローOctober2006一口Sept印】ber2007is  
SllOWnhlThbJel．Thcnumbcroffirst－timcdonorswas  
1349andtha－OfrepealdonoTS椚S538・ん¶Ongrepe；It  
donors・HBsAg serocon、・erted donors weTe apPrOXi－  
malc］y10％｝bccauseJRCacceptedthcdonoTS．rjgh［｛o  
re如5e10reCeive也eno【i月田tioI川flltlmantnlmur】OdeR＿  
Cicncy再rus田IV）．hepa（itis C virus（HCV）．alld Ht3V  
infection5・Tl－ererOre・50me）JBsA㌢POSit5ve donors   

1316 TRANSFUSION Vo山me49．山y2009  

dq】－aterepeatedly山l山eHBsAg－pQSi山esanlpleswere  
te5ted for】gM・H王Idb・Si坤－One Salnples we！■elgM－  
H13db posidve（1・Z≦s／n）・’rhi呵一血ee of山e 61  

SampJesIVereむon一針st－ti汀】e donors；tlつd285amples  
WererrロヱnrePeatdol－OrS・InaddilioI】tO也e川87I†BsAg・  
】）05itj＼red8れOrS．90HBVNATJposi血e（HBsAg用egative  
andH召VDN＾－POSitjvc）donorswcrcde†ccIcd．Ttve叩・  
【WOH飢／NAT－pOSitive〔Ionorswel‾eCOllSiderednotIObe  

hlthe5erOlogIC Wi【－dowI）eriod and were exc】uded  
becal－Se眈）・WereliBdband日月VDNApo5itivebut  

I帥トHB止baIld H8sAg11egatルe．Ifhigll－Serlさi血・eteStS  

Werei汀Iplemen－ed■SOmeOfN〟トpo5iUvedonorsil－Clud－  
11鳩山ese22－donorsbecameHB鵬gpo5iTjve・  

／voEume49，Ju■y2009l・RANSFUS．ON13－7’  
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HBVGENOTYPEOFJAPANES∈8LOODDONORS  
YOSHIKAWAETÅし．  

Ⅰ】OStt∫anS知sion HlさVinfectjon．we sl】Ould restraiJl也e  

d由tofr血血gtoreceivetIlenoti鮎ati8nOfHIVHCV   
andHI】VinfectiollS．  

ThecllilraCteristicdiげerel－Cei11HBVgenoIypesdisTri－  
bu【ionbettvcenblooddonorsaT）dpatientsisiJltheB／C  
gel10tⅥ）e柑tio．Il川1derblooddonorもtlleratioofGe110一  
明eBisll】al‘kedlyhせIer（Pく0．01）．  

The71BVgenotypesshowarelatlonshipto clinical  
SeVerity a51、′e］a5a djsl加dve geographica】di5αjbu－  
1ion・一・7・川GeI一明rpeCi5aSSOdaledwidl仇edevelopnlent  
OfcirrhosisaI－d hcpatoccuularcarcil10maaSWCll8Sa  
lowerrespol15erat¢†Ointerferoll也e∫apl・al】dwithalower  
rateof5erOCOnVerSionなomH8dgtoand－HBeand a  
highcrIIBVDNAlevelcoLTLparedwithGenotypeB・5＾lJ  
IcvcIsweresignificantJylowerhlpatientswi（hHl】VGeno・  
嘲）eBぬ両1一山osew仙HBVGe】10q仰eA．C，OrD．封noIn  
山eselinesorevi（knce，donorsin毎ctedwi也HBVGeno一  

IyPeBwouldnotbeawareofthcildecdonandlVOuld  
donate・Altboughdono（＄infec（edwithHBVGcnotypeC  
WOuIddol－ateWhuedleyareyOungal－das叩－ptOmatic，  
thcywould evcntuanybe＄ymptOmaticand wouユd zlOt  
donate、Vhel－tj－eyreaCholdage，  
mesefactsmightbesimilarlothoseirl血eUnited  
S【atesandWe5tern∑揖OpeWbereH王lVGenoⅣpeSAaェ1dD  
arep∫eVdenI・〟血ought】1erea▲■ec011fIictingrel）OrtSCO11－  

CeJdhg血eseverityofdiseasesbe佃een也oseiれfected  

WithGenotypesAandD，i－WOLlldbein（eTeSting【oknow  
Wbetムer－】le disけibution ofGeI10tyPeAand D would  
Cl－angedel）el－dingol－agebtl－eSeCOu－1b・ies・Con－pa－ed  

河山Gen叫peD，Genot叩e封slnOrePreVdentinH3頭g－  
po5itivethal－in anti－HBe－pO5itive padents・24心血ougl－  
GenotypeAmilyln血ICモmOreSeVeTehepatocyticl鰐ions  
thar）GenotypeD．一Genotype＾isrno（eSCr）Sitiverointcr・  
ねront】la－－GenoりⅠ）eD．2■HBsAgclear抑CeOCCurredll】Ore  

Of（enin patientswith GenotypcAthaninthoselVith  
Geno†ypeD．5   

Jnlapan，Genot）peSCandB arepredominantin  
11BV－POSi弓VedonoてS・TheIeisadis血ctiveg印gr叩hical  
dis山bu血¶in】apall．Int】le】nOr山以11par【0りapan．血e  
disけibutio110fGenoIypeBis44．7％（350／783）andtllatOf  
G印Otyp8Ciさヰ8．8％（382／783）；boweveいn【lle＄Olltllern  

Par10りapan，山atofGenoけpeBk20．9％（臼1／1104）and  
血t or Genot）pe Cis7乙4％（799／ユ104）既CePtわr  
O伽awa・l110kinawa，血心SOutllern】110StpartOf．Jap8n，  
【11atOrG帥ロー押eBis74・2％（臼／31）弧dthatofGenot汀e  
Cis22・陥（7／31）（datanot5ho明1）．   

Althoughn叩■山eage・′gendeト，and geograpllic－  
SpeCi鮎distribt－tion川f耶Vg∽0勺p苧S】－aVebeendeteト  
mizledrthespceiLicdistributionoftl－egenOtyPeSmay  
血弧gein伽nea一丸1tu化8ecau5edleJap8ne5egOVem・  
meれtbegannnation雨del－epad也BYaC血ationpr叩ーむⅥ  
ilり抑uaγ1986forhhnほborntoIIBV・pOSi飢emodle柑  
topreventperinatalH3V山鹿ction．祖ZJ山evertica】ir血C－  
tiollfrom mo山eTtOinfanIswouldb¢rCducedandthc  

horizonl山inねdonbysexl】alco工】はCtWOl舶beincreased．  

／  

46  

1llCrCfoTe，血egcographicaldistTibution ofHBVgcno－  
t叩e∫WOuldc厄11ge8nd也edistributionofGerlOで汀eA  
WOu】diユ1CreaS¢h叩lIngernlde5a5Shown hl取blesl  
t】1rOugh4・乃decreasethぞriskorposttrall血5ionHBV  
infeclion，WeShollldcontinuetosl11dy血eepidemiolo訂  
OrHBVgenolⅥ）edistrjbution 
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SequenCeS Or Genotl′pe A spread by  
MSMwerehi帥1yl－0汀】0logol】StOt土10Se  
Or d】e5train5iso】atedin 也¢ United  
State5・〟thougllithas been repolてed  
that血creisatel－dellCyforGenoqvcAto  
Spl－eadamongnlenra一九er【harlamOng  
WOmen，一wecouIdnntexplai】1Wbetbe一  
郎5pllel10menO】－mlglltberelated to  
MSM．   

Tllad（Ijtion10S11bgeれOtypeAe．1代  
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ⅥrulentStrainofHepatilis∈VirusGenotype3  
RESEARCH  

VirulentStrainofHepatitisEVirus  
Genotype3，Japan  

KazuakiTakahashi．HiroakiOkamoto，NatsumiAbe，ManriKawakami，HiroyukiNlatsuda，  
Satosh‖Ⅵochida，HiroshiSakugawa，YoshikiSuginoshita，SeishiroWatanabe，KazuMdeYamanlOtO・  

YuzoMiyakawa，andShunjiMi＄h汀○   

Methods   
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lh8SePa一飯mlS：p唱Iiverfbrpatiellt4，pigmらatねrpatient6，  
andwi】dboarmeatfbrpaticn17∴Pro血ombintjlne，aSur－  
rogatemarkerofhepaticiTISuf6cicncy，aYeraged63．9％（j＝  
29．1％）o一拍ere托「印Cer訓geamO11gtl18811EVgenotype  
3－ill托cIedpatient5．Hepatjdswa5Panicu如】ysever¢i爪pa－  
tients3，5，7，and8；atthepe止ofdi5eお¢，prO仙ro】Ⅵbi】l  

time5ねr血es8Pat封印日用nged舟om27％to46％ofthe  
reftrcnceral】ge．TTleSeSPOradjcHEVcaseswerenotc！us－  
teredgeographica11y；theyweredistributedacrossseveral  
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em（Saitama）pre托ctures（Figurel）．lnfbnれedcons即いVaS  
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in托ctions，WeSequenCedHEVstrainswJ】9isoIates打om  
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托ctionsweredetectedduring2000JOO2，A】）aT）imalsre－  
ceivedhumanecare，andtbesmdywasapprovedbytheiね－  
St加tioTlalreviewcommi仕eeorTosIlibaGer18ra】IlospltaI，  
Tokyo，Jap肌  
Todet¢mlinewh¢th即infもctiollS CO111d belir】kedto a  

COmmOngenO勺叩e3vir心，We∽mpa陀d8沌genetjcstmc－  
tureaJldseqtJenCehomo10旦yOf8ht］manand5swineHEV  
Strajns．¶1eellかeor11ear－COmpI巳telluCleotides∝lu印CeS  
Of也e8JIOstrai爪iso】ates打01ndlモhun】抑pati餌band  
tlle SWJ19sけainiso】ates育om 山e5 swi11¢Were deter－  

minedbyanle加odreportcdpreYiously（β，夕），Withso汀帽  
modifications．］nbrietnucleicacidswercextTaCted危・OIT）  
SeZblnwiththeQJÅampMinEJuteViTUispinKit（QLA－  
GENGmb11：Hilden，Gennany）rliEV町】Agenomeswere  
revcrsetl’抑SCribed，andcDNAwasaJr）Pl浦edbyPCRwjth  
prlmerS SpeCi爺cfbr230VerIappmgreg】OIISOrtheHEV  
旦enOI¶＆Reverse†ral】SC叩t】On弧d触トroundPCRwere  
COnductedbyusiTlgtheSuperScriptlI10J】e－S†cpRT，PCR  
System（lnYitrogenCorporation，CaTIsbad，CA，USA）；SeC－  

b′．冨＝  

Fi！lU帽1，M叩0りapan．showin；lPre一合dureswhelOhumancase電  
Ofhepatili8∈vi和さh8V¢beenIound．Under‖ni叩indi00lesp8爪Of  
prefedurenameinchJded】nis01∂t¢nam8；y釧OWindi∞te＄C∂SeSln  
SWine；redindic∂teSC∂SeSinhumさnS tioIISinduce ove11b叩atitis．A】thoII由the nleCllanisms  

underl）′－nginductionorljvモrdamagebyHEVh紳¢nO【  
b¢eれW81】cllaraCleri訟d，HEV genotypes see】¶tO have  
distinctdisease－jnducingpotential．11EVsequenceshave  
beenc】箪S摘edinlO4g¢nOtypeS（外Ge¶OtyPe】consists  
ofcpidemicstrainsindcvelopl喝COut）tTjcsofAsiaand  
A侶ca．Geno－ype21isrcprcsentedbythepTO（OtypeSeこ  
qtlenCeS舟omaれepidemjcinMexico，W】－ic】－havealso  
rec帥t】yb¢endetectedhA斤i¢a・Genot）・peS3and4are  
distrlbutedヽVOrldwideandhavcbeenirnplicatedjnspo－  
radjcca5eSOraCUtebepat竜tjsEinhu－nanS別－ddomeslic  
pigs・H七Vgenotypes3and4arebt）ndjnJapaTl，but氏1ト  
minantorseven∋aCutehepatitisdeve10pSmOre加quentl〉′  
inper50nSinfぬedwithgenolype4・（オー明・meSeVerily  
oflivcrdiseasemay（hercfbrebein伽encedbythcHEV  
gen“ypew仙which加patjeローi5jnfect¢daswe】1asbost  
factorssuchasage，gender，andpregnancyslatuS・   
】¶1997，W¢identi鮎dastrail10‖柁V打omapa・  
tientinJapanwholladacutehcpatitis（designatedJTO）  
【ha【Clustered、州1gen叫仲e3sequ¢nCeS・From2004  
through2006，JlO－ー¢】ated vjntses wereisolated什om  
7additjonalpatientswも0】－adacuteorseverehepatitis・  
TobelteTuTLderstandgeneticfeaturesofHEVassociated  
“亜seYereれepaHHs，WeCdmparedl加CO－叩】eteo川ear－  
comp】etesequeれCeO川Oi50la－es打om一九ese8patients  
Ⅵ7ithotherwe】トcllaraC【¢rizedgenot〉・Pe3and4isolates 
TodeLerTninewhetherthesehumaLlgenOtyPe3sequences  
weTCZOOnOticil－Or唱1n，WeSeqUCnCedtblト）ength、・血I  
genonle5加n15swin¢in加edwith【he5WJ】9stTainor  
＝EV・¶ese5a汀血a】sγ∈代partOr8largeTOutbreakor  
HEVinLtctiontllaloccurredノinswjneatas］ngle’farmin  
southemJapandu∫ingフ000－2002・meGenlねnk佗MBL／  
DDBJaccessio】lnu爪】bers fbT nuC】eolide sequences or  
甘EV 

， 

Hepa†itis E virus（HEV）9enOtyPe3．which usualIy  
ロUSeSaSymPtOmaticinfedioninJap8n，induced seve「e  
hepatitisin8patientsTlbbetterunderstandgeneticfealures  
ofHEVassociatedwithinc（eaSedvirulence．wedetermined  
the complete or nearTCOmPlete nudeotide sequences o†  
H∈Vfrornthese8patientsandfrom5swineinfectedwilh  
genotype3str8inswJ19・Phylogeneticanalysisshowedthat  
theisolatesfromthe8patientsandthe5swine9rOUPed  
separatelyfromlheothergenotype3isolatestocreatea  
un】quecIuster，designatedJFO・ThehumanJlO－reIatedvi・  
rusesencoded18amino acids d粁erentf（Omthose oflhc  
OtherHEVgenQtyPe3strains・Onesubstitutioncommonto  
almosta”huTnanHEVstrainsintheJrOdusterwaslocaled  
inlhehelicasedomain（V239A）andmaybeassociatedwilh  
increasedvirulence，Azoonoticong■nOfJ10Trelatedviruses  
issuspecled becauselheiso】atesfromthe5SWinealso  
possessedthe  

i。 H慧j三雲霊も慧霊霊霊慧冒’慧iT言‰芸㌫  
oftheg印era】populationi－りapanandれ－OStAsianco即卜  
tries（J，フ）；llOWeVer．On】y8Smallhclio刀Ortbeseiれ触・  

Ond－rOundPCRwasconductedwiththePlatiz）umTaqDNA  
polynler鮎e（hlYitrogen）．me5’－aれd3しtennima】sequ即C¢5  
WereaTr）Pl侮dbyusiT）gtheSMÅRTRACEcDNAÅmpJj・  
ficationKit（CloTlteCllLaboratorjesJnc．，MountainVicw，  
CÅ，USA）andOljgo（dり20打imマー（Inv如ogen），reS匹C－  
tively．T71CSequenCeSenrichedinG・Cwereamp冊edwith  
theTaKaRaLATaqin 
Ltd．，5higa，Japa叶ThesequeれCe5nOtamplj月ab】ebyl】lO  
abovePCRm血od5W¢ー¢Su切eded18PCR．w仙pバm耶  
deducd打oma句ac印t5■and3－se甲enCeS．m¢伽8】prod－  
ucbw¢ー¢S¢甲飾Cediれ仙e377DNASequen眈TWit】川S¢  
Ofth，e8igDy？TemljnatoTVl・】CycleScquencingKil（Ap－  
pliedBiosyst？mS，FostcrCity！C4，USA）・Gepeticana】yses  
Or11EVsequenc8SWerモ，COnductedわy血eunw¢ightdpaiト  
訂Ouplngmethodwi血aritbmedcmeansbyusmg00mpu【餅  
SOftwaTeGENTYX・MACVcrsion13（GenelyxCoTPOTa・  
tio叫Tokyo，Japan）．  

AuthoraffLLiations：lbshibaGeneraTHospital．Tokyo，Japan（K・Taka－  

hashi．N．Abe．S．Mishiro）；JichiMedicalUniver拘Sdl00lofMedト  
c加，旬d19i．Japan（H．Okamoto）：Kurash裾Med】∽1Center・Okaya－  

mき，」叩an（M．由wakami）こM紬UdaNaikaCtinic．恥恍0「り叩訓（H・  

Malsuda）；SaitamaMedi00】U巾耶拘．Sa托amさ，血四∩（S▲Modlid可：  

HeaTl・〔侮Hosp瑚OkirLaWa．Japan（HLSakugawa）；KyotoUniveT－  

s和GraduateSchooIofMedic事ne．Kyoto，Japan作Suginoshfta）；Ka－  
g即〟aPrekdu帽‡Centra】Hospilal．Kagawa．Japan（S・Wね相加）ニ  

0ねyamUn－∨粥汁yGradu釦eSchoolo†MedidnetDentist「yand  
Phama∝血i00lScieno田．Ok8y8m∂（K．Ⅵm8mOtO）；訓dM吋akawa  
Memo血IRese8「帥Fpundation．¶）kyo（YMiyakaw8）   

D01：10．3201／eid1505，081†00  

Tablel．Proflleso†8patientsitl†ededwithhepathisEvirus．）］Ostrain．Japan－  
Pa†ient  Montho†  Nad行PT．Pre≦Umedrouteo†  
■no． Age，y／seズ Res舶nce dis餉SeOnSel  Dla9nOStS  ％  transmls扇on lsolatoname  

100  Unltnown J10・SaI97L  50／M Sailama  

76／M Tottori  
63／M Okinawa  

71／F Ok叫抑1む  
65／M Tottori  

78／M Okin8Wa  

6封M Ka98Wa  

1997 Apr 

2004 Jan 
2004 May 

2004 Dec 

2005Jun  
2005J山  

2006 Mar 

2008Sep   

Acutehepatitis  

AcutehepaⅢis   

Aclrte hepatllls 

Acutehep引il短  

Aculesevereh叩a価S   

Ac肌Ohopさ鮒＄   
Aculehepa拙烙  

Fu】mi偶nt砧p融Ii5  

92  Unkl10Wn  

46  Unknown  

75  Pi9INer  

34  Unknown  

92  Pigm8るt  

45†  冊はbdarm88t  
27  Urlknown  

JYM・T0104L   

JYU・OkiO4し  

ノ■JSSこOkaO4し   

JIYJTotO5し   

JSO＝OkiO5L  

JTK・Ka906C  
0－FHO6L．′  79／M  K  

－PT，PrOthro叩binl】me．  
†0∩け1deterl¶n8tのnW∂Sm8ぬ  
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VirulentStrainofHepatjlisEVlrusGenotype3  

thattheVユ93Åsubstitt）t血aroseindepeTld¢nt】yinthisse－  
れerica11yun－queC】uslerorgenotype3v加5eS・Notab】y，a】I  
5isolatesrecovered付om sⅣineonllleMiYaZakiPT¢危c＿  
山reねnⅥduringlJ－eOulbreakor2000－2002po5SeSSedthe  
V239Asubst血tion，   

Discu＄Sion  

CiTC皿－StaⅢialevide＝Ceindical£S tbat HEV g¢nO－  

type嗣uenc¢St】1eSeV融和0川verdiseasetR¢markab】y，  
HEVseropreva】ence仙diesinEgyp‖bundnoclinica川ト  
n¢SSinanyperson，－nCludingpregnantwom恥a肋ough  
mo5t（67・7％一糾・3％）I－adbeenex匹SedtoHEVgenoけp8  
3（／jノイ）・Incont柑Sいesu厄orasじⅣ¢yOf254palう¢nt5  
WjthHEVinfectioninJapansl－OWedbepatilj5aSSOC如ed  
Witll各モロOりpe4tob¢mOreSeVerethantha【assocjatedwitll  
genoけpe3（イ）・Ourresultsshowedac】usteI・i喝Or811EV  
isoIateso川OstTajn†genOtype3，reCOYered什0れ－pati印Is  
Wjthcliれjca】hepalitis．   
Despjtet】1eh；ghdisease－inducingactjvjtyofth¢打EV  

J10st摺れtlle g patients拍托cted w柑】鋸5S匝in were  
di5け拍uted、VidelyoverJapan．misdistributio¶isatodds  
WitbalocalclllSlerof各enOけpe3i一雨ctionsrestrictedto  
PerSOnSWjthhepadtisandtowi】daれin－als】iv一喝i¶Hyogo 
P】’efぬure，Japan（Fj糾re2，panelA）（〃）．Wid¢regio鵬I  
di5tナjbl－tjonI－aSalsobeenreportedねr50meHEVgeno－  
type4iso】a【es（／∫）・W吋刀Osけajnscausedmoresev¢e  
hepatidsthan－れighlt，eeXpeCtedfbrag¢nOlype3vimsIS  

RESEARCH  

Results  

¶帽PrOtO㌢pICa】jsola†e．JlO－Sai97L、Ilad a geIlOnle  

kng血or7，215＝【hatco‖ほineda5■l－nlransla†edregion  
（UTR），30Penl‘eadjng＆anleS（ORFs），a3r UTR，and a  
POl〉′・AtaiI．Le】1g山SOFHEVsenome5from60山erpatieれtS  
（JYMTTotO4L，JYU，Ok了04L，JSS・OkaO4L，JIY・To【05L，  
JSO－OkiO5しandJSW・Kyo－FHO5L）weTeidentical†Ot】】at  
OrJ】0－Sai97L An exceptlOn WaSthe11EVisolateJTK－  
KagO6C什0れ－Palie11t7，、Vhichwassligllt】ylotlger（7，236nt）．  
¶】e5H上Visolates斤onlSⅥ・iれe（S軋‖9・l，5、VJ19・2，S＼川9－5、  
S、刷9－7，ands、机‖9－8）hadgeno】¶eSOr7，210nt．¶le30RFs  
Orallswhe山一dhujnaロト1EVgeno－neS】ladjdenticalprotein  
COdingcapac）ty．】lEVisolatesfi－OTnall］1ulnanPatientshad  
97．9％－98■6％sequence homo】ogy“・仙the protoりpjcat  
J10TSai97LstraiTl丘ompatientl．The5swineswJ19isolales  
I－ad98・3つる－99．9％seqtほ】】Cehomolog）・、、′heI】CO】npared“車h  
each otl－era一一d98■0％←99・8％l】OJnOlogy whe－1COrnpaZred  
、、・氾l山eJIOstrai】1幻om】lull柑－1Palie－1t5．  
ConlParjso】10rnUC】eotjdesequenぐeSOrtl】e13血man  

ands“・ineHEVisolaIesinthissttldy、、′油tho5eOfpub一  
】ished】1EVgeno【）′Pe3seqt－enCeSSl－0、Ved【l－a†山e】3co∫ロー  
PIeTea】ldneaJ’・COmPletesequencesdescribedintllisstudy  
C】ose】y matc】－ed仙ose or2、、・e】トcharacterized gellOt）′Pe  
3vjruses：JRAl（89．4％－g9，7％11UC】eotjdeide11tity）and  

SWJ570（88．9ウもー89，0％nllCleotidejd訓†吋）．T¶eり11Uman  
ands、Vinegenoり・Pe3isolatesdisplayed“′eakho】れ0】0呈〉・  
Ⅵ′ithothertiEVge110年peS．¶eBlisolateor各eれ0りPel  
（G¢nBankaccessjollnO．M732】8）、VaSOIlly74．1‰74．7％  
SimiIaTtOthesegeno†ype3vjruses，tlleM】isoIa†eofgen－  
Otype2（accessjon no．M74506）Ⅵ一aS Oれ】y73．6％一74，0％  
Sin－il町，a∫－d theT】iso】ar¢Org6nOけP64（acc¢SSioJ川0．  
AJ27210＄）、VaSOJlly75．69もー76．0％sinlilar．  
Usin£血e13comp】eteorllear－COnlPle†egenonlicse－  

queJ－CeSOfHEVgcnotype3isolatesdescTibedinthissてudy  
（F短u】一e2），1VeCOnS仙C†eda phyIogene†ictree．】1EV se－  
queJICeS打omthe8patiel】tS（JTK－KagO6C，JYU－OkiO4L，  
JSS，OkaO4LJ】OTS∂i97L，JSO－OkjO5L，JSWTKyo－FIlO6L，  
J】Y一丁o†05L，JYM一丁otO4L）cIusteredoTlabranchseparate  
丘om仙eo仙訂genOt〉，pe3sequeJICeS，わ】Ⅵ】i丁場adistinct  
g－■OUplngrelatedtot】1ePrOIor）・plCa＝】Os†rain．¶】eS、州9  
日EV seql】enCeS什om thc5s、Vi口e（swJ19－l，SWJ19一三，  
S＼＼′J19－7，SWJけ一5，aれd s、V山9－8）c】ustel■ed close】y、V仙  
血eJ】0－reIa†edviruses什onl仙ehtlmanpatients，indicaTlng  
tllatthehul11日nandswine11EViso】a†esWereIligIlIysimト  
加（F痩uJ●e2，pa】ld A）．Anot】ほr柑swineisola†es，什om  
fむⅧSOlllerth封1血elhl′OIvedil】tlleSll引90Utb】・e水，lVere  
phy】ogelletjcall〉rdistind丘om†hoseortheolttbreakf∂rn15  

（Figure2、pane＝ま）．   
Anot】lergenOけPe3c】uster朋Sforl】1edb〉一6iso】a†es  

什omH〉′OgOPre托cturい…一eSternJapalりFigure2，panel  
A）．ln tl】iscIusterwere5】1EVi50】a†es打olれperSO】1Sin  
Ⅵ′hom hepatitj5developed a允er加y ateulCOOkeddeer  
meat（ブのand打om′sen】nlnOma】oca＝〕Oarandad早er  

OfthecouJlu）・．BroaddisrributionoftheJ10・relatedvinlSeS  
SeelⅥ5tObeuniquei刀HEVepidemjology．l112（25％）or  
these8pa血一日，p－gIiveror一¶eathadbeenimpJicatedil】  
IIEVinJもction．   

Co叩訂isonortbeJ3JJOィ¢】atedvin－SeS（Figure2．  
panelA）w油theothergeれ0サpe3strajれSalsosbowedlg  
aa動恥rences：12inORFl，3iれORF2，and3h OJIF3  
（Tab】e2）．¶】reeれ1し1talio11Sin血eJIOstraillWeTeCh包丁aCte；＿  

isticorgenotype4v血se5，Ⅵ巾ich8retypical】ymorepatho・  
genicth叩OtherI花VgeI－OtypeS・ORFldげ托r8れCeSWere  
bu‖dataminoacid5605（Serjne10prOIine，S605fり，978  
（isoIeucinetov左】jne，】978V），and12】3（、′a】涙toaIani叫  
Vlヱ13A）・n8Vlヱ13Asubsl血tionispot¢ntia】1ynlOSけeト  
eva刀tbecauseitwasnotfbundjntheprototypicalisolate  
什ompatientl（J10），WhohadmjldcTinical 

． 

fTOm山eothe］・7pa（ientswhohadmoreseverehepatitisdur－  
i喝2004－2006・V】213AinORFIco汀eSpOnd5tOV239A  
Orll－eheljca5edomain，a－－dibsu汀Oundi喝SequenCeSWere  
WeIIconserv¢dinHEVisolat8SOfgenoけPeS3and4（On－  
1incAppeJldixFjguTe，aVai】ab7efron－WWW・Cdc・gOV佗TD′  
CO¶†e口付15／5／704・appF・加1）．BecallSモV239Aiscol11nlOn  
ingeれOt）′pe4iso】a化S，Ⅵ′ean81yzedgenomesorthegeno－  
けPe3JIOィe】ated、′irusesfbTeVjdenceoriれtergらnOtyp－C  
recombination・Comparisonor28genotype45equenceS  
WjlhlhoseortheJ！0－relatedjso】afeSSIlOWedれ00bvioし15  
5ignsorrecombi－－ation（dat8nOtSbown），Wbicl－Su鋳eSb  

（1I）．U蛸kelheJ10－relatedvjmses，Which、VeTebroad7y  
di5tributed什om themostsout】1el一月tOnO血emJapan¢Se  
Pre托ch汀e5，HEVstrainsrespoIISiblefor山einfヒctjonsin  
HyogoprefbcturqlVel▲enOrCOmmOnけ如ndinotIlerpa†15  

＼、一I  

Tab）e2，AminoacidTeSiduesln8humanand5swine  hep引潮s∈virus  isolalescomparedv両hlhく〉SO  lnlhモOlher9enOt  Pe3は81a18S▼  
Amino acld Conserved in HLJmannO，  Consetved in 

9即101ype4  POSit10∩†  9enOtyPe3 1 2  3   4   5   6  2   3  4  

ORFl   

154   

547   

598   

605   

721   

807   

978   
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○呪  
Fi9Ure2・A）Phylogeneticl「ee（UnWei9htedpair・9「OUPin9method  
Wllh arithmetic me∂nS）const「UCted on the complete o「neaト  
COmPletenuc如tldesequenceso†hep∂tilisE油US（HEV）9enOtyPe  
3iso】細S・CIusterlngOfnucleo伯母sequenceso†8humanpa鵬nts  
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0－051 北海道内献血者における血Ⅳ感染の動向－4年間のまとめ一  

北海道赤十字血液センター検査部l）・8本赤十字社血棄分画センター品質管理部 検査課£ ’ 

松林まご・坂田秀脚・阿部生・駅佐藤進一肘，加＃俊明”．池田久貫0  

拷剰北海道は㍊Ⅴ没淫地区と考えられ・献血者における肛Ⅴ感染の美原を解明するため．2㈹  
年から道内献血者のHEVRⅣAスクリーニング調査（HEVⅣAT）．を実施してきた．  
【方法I凱5年1月から2008年11月にかけて・北海道内で献血した献血者．総数1．075，793名（男性  
軋155名・女性41a描名）について一卸本プールによる‡旺ⅤⅣATを行った．QiagenBioRobot㈱4／ MDxでい 
核酸抽出を行・TaqManRT－PCR法に上りHEVRNAを検査した．また．陽性献血者につい  

て追跡調査および遡及調査を行い・喫食歴や自覚症状に関するアンケート調査．HEV抗体測定（肥V Ab 
IgM・Ⅰポ・特殊免鱒研究所）一HEV牒封A定見生化学検査，分子系統樹解析等を行なった，  
【結果】址VNAT陽性者触は140名（男性103名・女性37名）で．珊5年30名（男性17名，女 1 
性3名）・2腑年刃名（男性冴名・女性12名）・卸7年31名（男性お名・女性3名）．2胴年州 名1 
（男性3名・女性9名）であった－また氾叩AT陽性頻度（献血者延べ1万人当りの馳音数） 軋平L7 
均人（男性1ふ人女性仇9人）で・2∞5年1・0人（男性1．0人女性1，1人）．猫年1．4  

人（男性1・6人・女性1・1人）・2抑年12人（男性1・7人・女性∽人）．2∝烙年1．7人（男性2．0人 性1 
女・0人）であった・献血時の拡Ⅴ抗体保有率は3剥以下で．感染初期の献血が多かった．陽性者 のHEV 
genot叩eは3塑とヰ型で・9割以上を3型が占めた′3卦土さらに複数のクラスターに分類さ れ 

・一部はブタ由来肛Ⅴ株と高い相同性を示した・陽性者の約7剖は献血前に動物内臓肉の喫食歴か  

あり・また・降任者の約半数は．その後ALT値の上昇が見られた．  
陳到北海道内の献血者集鋸こおける江EV細A陽性頻度は高く．乙00nOdcinfecdoれが起きていると  
考えられる・とくに男性におけろ籠Ⅴ陽性頻度は上昇傾向にあり・HEVは今後も十分な注意を要す る肝炎ウイルスの 

一つである．  

24  

0－052 輸血前後感染症検査の実施状況と検査を実動こ見出されたC型肝炎のl症例  

埼玉県済生会栗橋病院臨床検査料  
落合仁美．佐藤祥子  
TEL：0480L52－3611FAX：048062mlE－maiI‥kensa◎saikuTiorg  

【はじ捌こ】当院では瓢5年3月より・・輸血前後感染症検査を実施している．今臥2傭年11月まで の検査状況と 
・放生を契動こ見出されたC型肝炎の1症例を報告する．  

防剖1）輸血前検査は・初回輸血または前回輸血から3カ月を経過した患者を対ゑとし．輸血施行 を確乾した 
時点で実施した・2）輸血後検査軋長軸血後3ケ月を経過した時点で／輸血歴リストを 逢 
示し．主治医が必要と判断した患者について実施した．  
【結果Il）冷血前検査実施件数は1卯件（柵系61・4％・外科系お・6％）．平均年齢は70．6歳であっ た 
・2）輸血後検査実施件数は棚件（弧4％）い未実施件軌ま棚件（49β％）であり，未実施の内訳 軋死4 
亡鴎件（743％）・ターミナル器件（4ユ％）・連絡不剛7件（13月軋他院入院中罰件（5．7％）． その他13件al％ 
（）であった・3）輸血前捜査実線の阻HCVコア抗原のみ陽性となる症何を経験し た 

．  

【症例抑歳女性19％年・心臓カテーテル施行・卸朗年．乳癌手取制8年7凡認知症が進行し． 食欲不韮 
・脱水にて・人見同年8月・胃ろう造設術後・出血性ショツタにてRC00単位．FⅣ10単位 の輸血を実乱血 
発前検査により・ガCV抗体陰性・HCVコア抗庶陽性であることが判明．輸血後．コ ア抗原塁が 
上昇し∴重度の肝機能異儒が認められた後・HCV抗体が腸性化したが．相聞後には陰性 化した 
・免牢抑制状態・免疫寛容状憩などが想定されたが．確定することはできなかった，  

ほとめ】今回の症研軋輸血前検査を実施していたことで・輸血に上る感染で1まなく，輸血前から の感染であ 
ったことを把捉できた・感染症は自覚症状がないこと・もあり．早期に発見し．必要な治療 を開始することがで 
重要ある・その点からも掃血前感染症検査は意義があると思われた．輪血後検査 実施率が∽％に 
留まっている現枇死亡率が高いことに起因し給血を施行する患者は高齢者が多 く 
，予後が悪いことが考えられた．  
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朋リグ．12Bec8USeOftheepidemioto如  

focusofthisreport，Phy10geneticanaト  

ysish8Sbeenusedtoeithersuppo「to「  

f8ittosupporttheconclusionsofthe  
epidemio10餅由VeSti如tions・Av8i【8ble  

famitycareeive「＄COnSentedtospeci－  

menco‖ectionandparticipationinthe  

investigation，ln addition．consentto  

report deident沌ed c∂Se detaits was  

obtainedfromthemothersofthechi（．  

drenincasesl∂nd5．Ca＄el，Whois  

now an adolesdent．p「0Vi8ed his as・  

SentaSWeLr．Unfortunatefy，Case2and  

hismother．aswellasthegr8atTaUntOf  
CaSe1．havedted 

RESぴLT＄   

8会Sel（捕iam邑，FL〉  

ln1993．apreviousfyheaIthy15・mOnth－  

oldblackboywasseenbyapediatriT  
cianforrecurrentdiarrheaandotitis  
media．TheresuItsofa6rst－generation  

HIV－1∂ntibodytest（enzymeimmuno－  

assays【EIAs】）（Bio－Rad Labo「∂tO「ies．  

Hercu（es．CA）andWestern blotsper・  

formedonspecimcnsfromthechildat  
15，16，andlgrnonthsofagewerepos－  

itive．PCR－basedtestsforHNwerenot  

8V∂il如】eforclinic81c∂re∂tthもttime 

Theresu】tsofEtAsperformedon叩eCi－  

mensfromthemother（21y8arSOId）at  

thesesarne5intervalswerenegati〉e 

The mother reported that when the  
child was aged9tt）14months．she  

andtheinf8nthadlivedw往h8mater－  

n81針e8t・aUnt（5さye8「SOld）inf8Cted  

With HIV．Duringthistime．thegreat・  

8Unthelpedcareforthechildand†ed  

himfoodthatsh昌hadpremasticated 

Themothernotedth8tOnhⅣeth抑1  

0CC∂Sion．the great・a】nt■さ か噂V8  

Wer色別eeding w坤【＄he p「emaざtト  

e8tedthec柚d－s†00d．8ndth¢mOther  
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TheavaiLabi勒OfantiretroviraImedi 

cations．theappropriateuseofcesar・  

ean deli〉ery．and the avoidance of  

breastfeedjng have d「amatic訓y「e－  

ducedtheincidenceofmothe卜tO－ChiEd  

transmission（MTCT）of HEVin the  

UnitedStatesandotherdeve（OPedna－  
tions．Everydiagnosisof‖Ninfection  

inachiEd，eSPeCia11yinthedevetoped  
wor吼Sho山d prompt us toidentify  

mjssed opport血ties for di8gnOSis  

andinterventiontopreventMTCT．12Al－  

thoughthepracticeofpremasticating  
food for children．us］訓y du「i厘the  

weaningperiod．hasbeendesc「ibedin  

Variouspartsofthewo「ld，HincIuding  

theUnitedStates，HrVtransrnissionhas  
notbeenlinkedtothispractice，Were・  

port5casesofpediatricHNinfection  
that訂elike】ytohaveres此edf「Oma  

Child．whowasnotinfectedwithHFV．re－  

ceivingprerT．aSticated（PreChewed）food  
fromanaduFtwhowasinfectedwithHIV 

P£TモE托TS盈純8MET醜¢8S  

LocalhealthdepartmentsmveStigated  
the5c8SeSthroughinterviews with  
the av8ilableinvolved aduH：Si叩d  

throu帥「eview of medic8lcha止S 

Blood specimens from the children．  
∂Vail∂ble f8mily ca「eかVerS．and the  

SeXU81partne「Ora deceased c∂「e－  

giverweresenttotheCentersforDis－  
easecontrolandPrevent10n（CDC）for  

HIV rlUCteic acid extraction．po】ymer－  

asechainreaction（PCR）ampt沌Cati8n．  

andgeneticsequencingof 
0「帥41codi厘「e甘0nSOf即y即dthe  

P17codi鴫「8蛮OnOfgαg．9These「e一  

郎nsarecommonlyusedfo「phy10ee－  

netic comparisonofHrVsequencesto  
determinereEatednessbetweenstrains  
whentransmissioni盲SuSPeCted．Phy10．  

geneticanalysis，hasbeenwidelyused  
ihtr8nSmis＄ionca＄eS，bothepidemio－  

10gic8ndforensic．andbothperson－tO－  

PerSOnandtransmissionchains・りn  

brief：SequenCeSW8reed江edwjth＄e・  

quencher5．1so托Ware（Gene Codes．  

M8djson．Wり8nd∂ii帥bw加tneSト‘l  
l．Osequencea＝gnmenteditorJJ’The   

P【DLATRl篤〉olume124．Humber乙血色鷹t2曲9  

′  

W托兵「£K描WN8鍔†柁ほSぴ≡J【CT：Althoughsomecaregi〉erS  
a「eknowntopremastic∂tefoodforinfants，USUaHydurlngthe  
Weaningpe「iod．HIVtransmissionh∂SnOtbeenFJnkcdtothrs  

CくⅧT顕さ8ぴYORS：A曲yaH G∂Ur．MD．■K帥nethしD叩mgU玖MD．  

MPH．bMa「cl8L√bl■Sh．P用．tDe侮Rivera一日ern8ndeヱ．MD．d  

M8r10nDonohoモ．CPNP．りohnT8rooks．MD．b8ndCharle5D．  
Mitche】l．MDd  

叩e押付Jれ即J8仙如ーわuβ伽s8ロ58ゴ．5rJudeC相加〃3鮎∫βロ√鵬  

他印加‖血叩拙い加冊那印欄涙血耶〆b押榊／以＝h押即血抑  
ロnd瑚／掲5和．即d一方上¢加叩わlγ飢矧和代れ∧加旬m／C即fer血r  

〃／榊瓜且肘ロJ〟印dJ眈5吼即d柑Pre作〝抽几C印re帽ねr  
β短eロ5βC8〃血／抑〃価脚血町晰畑小知明血仰が価他  
5所〝／ロ「抽dcわ色肋J作用卸8／〟由叫〟血両伽rJ如  

K【汀W8托8S  

HlV．†eedlng．P「emaStic8tion．prechewed．c州d  

員8EREVIATfOⅣS  

MTCトーイ¶8ther寸かCh渦transmis510n  

CDC－一竜帥te「さ†8「Disea＄eContro18ndPrevent加  

PCR－づ01ym8「8SeCh8in「eac†10n  

ElÅ一即ヱymeimmunoass8y  
EB〉一ヰPStem－8arrYi「us  

TheviewsintI咄‖山元Ie引でthoseo†the訓止hors8nddonot  

nece＄S8nly「印「eS帥ttlleViewち○†theCenters†orDFs88Se  

ContmlandPr七V8ntion，  

WW＿Pedi∂佃¢SO「帥gけdoi／1015ヰ釘Peds．2008－‡61ヰ  

doi：10．1542／Ped5，2088・3614  

AGCePted†o「public8t岬nF如1g．2009  

Add「es5C8「reSP叩d帥CetOAd和aH．Gaur．MD．St山de  
Child「en●吉和se8叩hHospitれDep∂｛me巾ロ‖両虎沌USD柑eaSeS．  

MS600．262D8【nyThom8SP188e．Memphis．TH古8105－5678  
〔・m訓】・adlty8．かU「＠s勺ud8，0「‘  

PEDlÅTRl00りSSH仙mbers：Prlnt．0051－4∞5：0nllne．1098－4275）  

Copy「i帥t⑥2009bytheAmeric∂∩毎ademyo†Pedi8trlCS  

印加昭鶴鋸聞闇制服＝侮Ⅷ血∽拍佃拍畑地加Ⅵ町加  
叩伽口仰¢／「eJ鵬抑抽如丹／e吋〃J†山裾針川眈／8J¢d∫¢／8∫g．  

椚：兵TT餌ESS7日訂YA”S：ThereportedcasesprDVid巳COmPe川ng  
evidencelinkrngpremastrcationtoHIVinfection．∂rOUteOf  
transmissionnotprevrouslyrepo「tedthathasimportantgJobar  

iTnPJicat10nSincEudIngbeingapossibleexp18natfonforsomeofthe  
「epoけedcase50†－1∂te’■川Vt「ansml＄510nininf∂ntS，SOfara佃butedto  
b「8aSt†eeding，  

¢BJE6TSVES：A）thoughsomecaregivers areknowntopremasticate  
foodforinfants．usua［lyduringtheweaningperiod．HIVtransmission  
hasnotbeenlinkedtothispractice．Wedescribe5casesof川Vtrans－  
missionintheUnitedStatespossibIyrelatedtothispractice 

PÅTほ貯TSANBfCEⅧDBS：ThreecasesofHNinfectionwerediagnosed  
inchiFdren atages9．15．and59months；CLinicalsymptomatoEogy  
PrOmPtedthetestir唱，Athoroughjnvestigationtoruleoutalternative  
modesoftransmissionwasconducted．lnaddition．phy）ogeneticcorn－  
Parisonsofvirusfromcasesandsuspectedsourccswereperforrnedby  
USingtheC2V5C30rgP41regioT10fenvandthep17codlngregionofgQg 

琵ESuL・rSニEn2cases，themDtherswereknowntobeinfectedwithHLV．  
hadnotbreastfedtheirchildren．andperin∂taltransmissionofHIVhad  
P「eViou引ybeen「山edoutfo肋Wi相USHl〉testin宮宮山de】ines．hthe  
thirdc8Se．agreataUntWhoheFpedcareforthechiIdwasJnfectedwith  
HN．butthe chlldrsmotheT．WaS nOt．Al15ch‖drenwerefedfood on  

multipleoccasionsthath∂dbeenpremasticatedbyacareprovider  
infectedwithHEV：in2casesconcurrentoraEbleedinginthepremasti・  
Catingadultwasdescribed，Phyrogeneticanalysessupportedtheepjdemト  
OIogicconcIusionthatthech■ldrenwereinfectedthroughexposureto  
Prem∂Sticatedfoodf「omaca「egiverinfectedwithHNjn20fthe5cases 

80柁CLuStQ惜：Thereportedcasesprovidecompe＝ngevidence＝nk－  
ingprem8SticationtoHNinrettion，arOUteOftransmissjonnotprevi・  
OUStyrePOrtedthathasimportantgIobaHmpILCationsincludingberng  
∂POSSibleexpほnationforsorneofthereportedcasesof“late’’HFV  
transmissionininfants．sofarattributedtobreastfeeding．Untilthe  
riskofpremasticationandmodifyingfactors（eg．periodontaldisease）  
arebetterunderstood，WereCOmmendthathealthcareprovidersrou・  
tihelyquerychildren・scareg，VerSandexpectingparentswhoarein・  
†ectedw出1HIVoratriskoffWinfectionaboutthisfeedingpracticeand  
directtherntosafer．Iocal（yavaiTabJe．feedingoptions．Pediotncs2009；  
124：658・牒66  

Ca8¢空洞臨扉，町   

AbほCkch掴bornto a mdther（38  
．ye8「＄0】d）infededw肘一川Vw85紬・  

・・10WedupintheUniversityofMiaml  
′ ●・  

¢○  
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－ 0．DlさUbsllMlOnむsIto  Fl．8RO2ロ  

F‡Gl声た【2  

Case2（u18mll・A．Phy10紳、etlCrelat10nShipo†theHl〉se叩nC色SderlYedfr抑th8mOther・h†8ntP引－¢†caさ82－5unre臨d写Ubtype8抑ainさ什oml湘那加  
（Mlarnil－4and6）．I5unrelateds’ubtypeB＄trainsfromUSc托ies8therthanMiami（Denverl－3．Hou＄tOnl－6．NewOrle8nS18nd2：NewYorkCityl抑d2．  
8MH．andBHXB2）．1subtypeFst柑in附．8RO2吼8ndlep■dem刷0帥訓yr由tedhum8nb紬tr8n帥一幸8引○叩8汁（b鵬transmi＄Sionl即d2）・Sho州i＄8  
ne咤hbo叩Inl鴫treeOfthegp17re帥n8†タ堀0nlybo8tStr叩Valueso†＞70％aremdi¢8ted．1nA抑dB．US組btype8∽qU帥Ce＄W8「eUSedas「e†e代nCO  
straln5810相W酬asubtYpeF8San8山帥uP．Sequencesfrom帥epidem如081Callyre18tedtr8閏mis引0叩8irw8rea如incIuded（bltetr8nSmi各軸nl帥d  
2）．P岬0郎ndic8∩叫Sisshowsstron8C】u5teri〔8．With8n88％boot5tr8P帥PPO【†orthe8Pid8mio－ogic8け8輌dnessb虎Weenthev一几柑fromcaさモ2  
（Mi8rn■）andthechiLd’smother．B．Phyrogenetjcrelat■OnShipoftheHIVsequencesderlVedfromthemother・infantp8ir8fc8Se2fromMiaml－4unre18ted  
5Ubtype8琉rajnsfromM一∂mi（M椅m－2．3．5．8nd6）．－6unre触d5Ubtype臥5trainsfr叩〕ScitieさOtherthanM■ami（D即Ve「ト5・HouさtDnl－58nd7・Hew  
OrJe8nST－5．NewYorkCltyland2．8．MN，8ndB．HXB2），1subtypeFstr8in（Fl．BRO20）．8ndlepldcmioIogicBllyr018tE頑hum帥blte・tr8nSmi＄Sionpalr（bke  
tr∂nSrnlSS10れ】帥d2）．ShownlSaneighbor車iningtree8ftheC2V5Cさre帥∩ロー即嶋OnlybDOt釘「8PValueso†＞70％8「ei棚00ted・Phyl嘲ndic帥引y＄i5  
shロWSStrOngCIusterl相W托hさ99％bootstrap5岬POn†0rtherel8tednessbetweenthevi「US加mc8＄e2（Mi8mり8ndthe¢hild●smother 

Fl．BRO20  

F帽り既定I  

C∂Sel冊■8m■川Phy10如netic「el∂t■OnSh叩0†the川〉sequ帥CeSder－Vedfromc∂Sel抑dthe如at・aUnt・ssexu副Pa巾er．5unr抽kdsubtypeBstr8ins  
f「omM■∂m＝M■am†1－3・5・抑d6）一15＝〔re18tedsubtype8stralnSrrOrnUSc由e50therけ柑nM椅miのenverl－j．Houstonト6；帖WOrle8∩518nd‘2；N帥York  
Crtyland2・BMN・andBHX82）・1subtypeFstra■n（F18RO20）and2epideT71■0－og■Carlyre■atedtransmjiS■OnPalrS（bltetranSTTllSS10nland2：Jnfantand  
mother）Shownrsa〔eF帥bor」Olningtreeofthe脚7reglOnOtgOaOnlybootstrapvaIucs8f＞70％areindlCated8，Phy10genetlCrelationshipDftheHIV  
Sequ帥CeSder－Ved什omc85elandthe針e8t8UnttSSeXUa恒伽er・4unre18tedsubtype8strainsfromM■8m－（M■8m■2．5．5．and6），－6unr納豆d＄Ubtype  
Bst「8insfromuSclt－eSOtherthanMlan¶LDenver一－5′Houstonl－5and7・NewOr．eansIL5・NewYorkC｛tyland2．8・MN．and臥HXB2），1subtypeFstraln  
（F】・BR820）・and2ep■dern－OtOg■C∂lly「el∂ted廿8nSm】SS■DnPa■rS（b舶tr∂n＄miss▲0nl帥d2：沼f抽紺dmother）．Sh川口j＄8neighborjolninetreeofthe  
C2V3C5「榊nof叫OnIybootstrapva［uesof＞70％areindlCated抽A8ndB・USsubtype85eqUenCeStra．nSWereUSed8Sreferencesa■DngWWISUbtype  

F∂S8n“止帥up・SequモnCeS行Om2epldemlロ10帥洲yrelatedtr∂nSm■SSionp∂■rSWere、also■nCrUded（b伽tr即SmlS5加1即d2こ輌ntandmother） 

Phylogenet－Can坤5■ち＄how…cluster弓∩帥reP■dem－0■og■C引re18tednessbetw脚thev■rUSfromc8Sel（M■amりandthevjr＝5fromth吋e8taUntt5S飢U∂1  
Pa汽ne「  

。r。。廟i。。仙g。rem8如∂ti。。．宅…  
d醜erminedthatthモmOtherhadinte卜  

m汁t即tlyo汗e「edthe叫itdp「ech8Wed  

me8tS什Om～120dayso†lifeuntilthe  
Child’scurren川Iness．Themoth8rre－  

POrtedthatdu「ingtheperiodthatさhe  
PreChewedth8Ghild■sfood．＄heh∂di什  

term皿entけbleedj相帥ms8nd血uth  
SOreS thatlater resoIved spontane－  

OuSly or with medications ror ora［  
th「USh．Du「in貞thlss∂mePerl軋the  

mother’s adherence to h鳴hly active  

antiretrovirartherapyyas poor，her  
川Vviral加dw8S499000copieさPe戸  
mL8ndherCD4countwasJOOce  
P即〝L（6軋  

Phy）ogeneticanaLysiq．ofthemother’s  

and thBChiId’s HN－1sequence＄SuP－  

舶1   

Pedjatnc HN Sc「eening CLinlC Un川  

1995，When H肛1infectiDn Wa5ru】ed  

OUt Onthe basIS Ofne紳tive resutts  

f「om R「Sト宮ener∂tjon HⅣ」8nt伽dy  

lest（E抽S）（Bio－R∂dしabor8tOries）pe卜  

fo「med when the ch‖dwas a色ed2q  

∂nd21「れ0nths．PCR－b∂Sedtestsfor川〉  

We「enOt∂Va‖abre forc＝nrcalcareat  

thattime Thech‖d hadnorrnaHmmu 

noe18bu＝∩】evels∂nd a normalCD4  

COUnt（absorutecount：170Dcellsper  

FLL）atthetImeOftheneeatlVeELAre－  

Sults．Nejtherthemothernorch］Idre 

CeJVedpennatalantiretroviralprophy 
18Xjs．】n1995．ata宮e39months．the  

Ch‖dwasseen bya pediatrjcFanfor  

anemla and recurrent submandlbular 
lymphadenltlSWithabscesscausedby  
人ケC（フ由仁！er山爪ねrf山血m The moth－  

さ80 （；AUIlet8l  

er’shistoryofAIDSandintr∂naSalco 

Caineabusewithoutintravenousdrug  
abuse．c【lmbinedw托hJthechitd’sclinト  

CaJp「esentation－PrOmPtedthepedia－  

t「icl∂ntO O「de「∂∩川〉－1EIA（Bio－R∂d  

しabo「alD↑ies），aCOnRrmatoryWes†ern  

bkr［．and p24antJgen teSting forthe  

Chi！d：allres］rtSWerePOS！tive Acon 

Cu「rentCD4countof24ce11spe「J⊥L  

（l％）mdJCated severelmrnUnDSUP 

P「eSSJOn 

Themothe「repo「tedfeedjngthechiJd  

PremaStlCatedtabFefDOdbutcouIdnot  
「ecaHdetairsregardlngthech‖d’s∂ge  

Orherowno「aJhealthduringthetime  

Shepre9hewedthechiEd’sfood．  

Phy10㌍neticanaりSisofthemother■s  

andthechiJd’sHN・lsequences sup 

71  

POrted the epidemiologic concrusion  
thatthemotheFvvasthesourceofthe  
Child’s州〉－1infection（Fie2） 

C之S告古く捕8耶P艶色s，T陀）  

ln2004．a9－mOnth・OldbほCkか】w∂S  

seen In an emergency deparlment 
becauseoffever一」aUndlCe．〔OSeb！eed，  

0柑t thrush．and fa‖ure to thr川e 

川V－1in†ection w∂S di∂帥OSed b∂Sed  

On an ult「asensitrve HN－1RNA PCR of  

＞100000copiespe「mし（Cob∂SAmpl卜  

CO「H靂〉－1Monito「1．5test tRocheMo・  

Fecula「Systems，Jnc．B「anchburg．NJ］；  

dyn∂mlC 

COPiespermL）．Giventhemothcr’shis－  

to「y of ch「0nic 川〉infec巾0n SmCe  

1995．thls chJ］dhad pT鷲Viously becn  

SCreenedforperinatalinfection．Three  

Via ces8re8n de‖veけbecause ofthe  

mothe「’s h鳴h b100d preさSu「e anく】  

edenla．The mother received rntrave・  

nous zidovudine before her ce由rean  

detiv8ry．Themotherreportedthalshe  
gavetheinfantoralzidovudinedu「ing  

the月rst6weeks oflife and that the  

infantdidnotbreastfeed 

At～8months of∂紘一he childwas  

SeenforFow－gradefeve「andwasdiag，  

〔0畠edw旧10ralc∂∩亡】idiasisandano［－  

SPeCificvi「a＝nfection．1nthefoHowing  

Week，8「edbIotchy「ashdeve】opedon  

thec仙d●sf∂Ce．a「mS．andle終thepe－  

diatrIcianascribedtherashtoallergic  
dermalltls 

A cli両cian who routincly queriedi－ 

caregiversaboutinfantcarefeeding  

72  

Standard quantitative川V RNA viraI   

toads（CobasAmpticor Hl〉－1Monitor  

l．5test；dynamic ran蛮e ofdetection 

4OO－750000copiespermし）wereper 

brmed蛮41．60．andl18daysofti†e 

Resultsofal［5testswerenegative，（no   

COPIeSOfHNRNAdetected） 

Themother（31yearsold＝1adnotad 

hered to h鳴hIy acti〉e antiretroviral   

ther叩y du「ing p「e帥anCy．D血ng  

p「e郎∂nCy．Shew∂Sさt∂朽ed on nevト   

rap沼e．StaVUdLne．andlamivudineand   

WaS！ater switched to once・a－day   

riton∂Viトboosted8t∂Z8∩∂Vir8ndteno 

fovirbecauseofpoorcomp＝ance．Her   

Vi「al加d onthe d∂ybefo「e de】ive「y   

W∂S55180cop】eS Per mし，The ch‖d   

WaSdelive「edat55weeks－gestation  
′  
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8gainstrespiratorysyncytiaJviru＄inT  
fectionforAlaskaNativechildrenagcd  
＜6months．2りthasaほObeenhypoth－  
esizedt厄tthe feedi鴫Ofpremさ＄tiJ  
CatedironイichねOdsm∂yP「eVen【血n  

de紬ency du「ing theかst6to12  
month5 0flifein resource－Iim江ed  

COuntrieswhe「eothersourcesofiron  

S岬plementation∂r8nOt∂V8ilabledur－  

i厘the b「e8Stfeeding pe「iod．－6Aト  

thou帥the ppechewing offoodin・  
CreaSed bacteri引 COuntSin the  

Weaning†00ds副Ven tOinfant8i【  
no「thernTh∂iI紺d．itwa8＄uggeSted  

that the rnother’simmunogIobu（in  
Ain s8Iiva nlixed with the food  

m∂y reducetheinfect油ty ofthe＄e  
bacte「i∂．1  

Althoughourevidencearguesinfavo「  
Of premastication・reIated HIV trans・  

mission faci】itated by b100din the  

mouth o†the℃訂egjve「抑d compro・  

misedoralmucosainthechild，WeaC・  

knロWred召esome＝m江8tion8．1nc8亭el．  

Phy10g即eticevidence伽ki噌・infection  

inthe child andinfectioninthe p「e－  

mastic8tingca「egiverw8S】8Ckineb㌢  

CaUSenOb加dsamplew8SaVa拍b】e  
forthelatte「．However，thehistoryof  
PremaStication and the absence of  
ロ帥ermロde50一汁8∩ざmis占わ∩即eCOm一 ■  

PelTing．ThepossibilityofJateperinat81  
SerOCOnVe「Sion．ね「C8SeS 2 and さ  

レhosemotherswereinfectedw托hHIV．  
is extremelyunlikeIybecausethere－  
SUttSOfseque〔tialtyperfo「medh噌hly  

SPeGi伽te離SWe「8neg8tive：inc∂＄e3．  

HNRNAPCRwasperformedthricein  
thefirst6to18wecksofIife．27128andjn  
thechiはOfcase2．HIVenzyme－＝nked  
immuTlOSOrbent assays were per・  
formedtwiceafter18monthsofage．29  
川V・1叩Atesti咤is「elねble†0「e即Iy  

di8かOSj∫OfHIVininねnt5．即帥∂l帆拍  

履htofthe加di咤SOfth81摘叫Feeか  
i相P「actic閃Studylt．which．indjGate・  

thatprechew唖SqOmmOワ・M8m駆  
que或ion why′・・in＞10yea「8．0日y古  

CaSeSintheUn江ed Stateshave bcen  
li叫ed to this p「actice8nd why．．no   

CarePrOVide「SintheUnitedStatesto  

becognizantofthispractice 

1n a study ofcomplement8ryinfant－  
feeding practicesin China．62．5％of  

lO4「e5POndentsinva「iousc出es re－  

portedeしerhavingprechewedfoodfor  

theirchildren．16Amonithoserespon，  

dents p「acticing p「em8Stic∂tion．  

21，5％didsoo斤eno「Ve「yO触∩．They  

Started prechewing foDd when the  
childwas a median of8months old  
Jr8∩如：1－24months）8ndstopped8t  

∂medi8nOf24month8（柑ng8：5－48  

months）．Prechewingwasalsomore  

comrnon when someone other th8n  
thep∂rentW∂SinvoIvedinfeedi咤仙e  

lnfant 

The association betweenLprechcwirlg  
food and the transmission（）finfec－  

tiousorg8nismshasbeendocumented  
Or hypothesized．Thetransmis＄ion of  

g「OUPA5trePモロCOCCi18∂ndhep8用is8  
VirusIS throuBh premasticated food  
hasbeen documentcd；however，both  

OrganismsareconsiderabLymorein－  
fectiousthanHIV．anda＄nOted．multト  

Plereportshaveindjcatedthattherisk  
Of o「alH】V t「ansmtssion u〔de「0「di－  

na「ツd「CumSt8nCeS．＄UCh8S kissi咽  

0r Sha「i咤hous8holditem＄，is ex－  

tremely10W．I8∬Thefeedingofp「em∂S・  

ticatedfoodsbymItherstoinfantshas  
beenassociatedwithincreasc8rjskof  
〝e／加加Cre√〝／0〟lnfectionininfant＄  

inβurkin8Faso21訓1dwithdent81caries  

inch‖dreninsouthernAsia．22SimiIar  

transmlsslons of human herpesvlrus 
8inru「aけan之8ni823∂ndEpsteh－Ba「「  

virus（EBⅥinUganda21havd＼been吋  

POthesized．h E8V・endemic regions，  

SOme autho「s have sugg甲ted that  

PreChe両ne†00d may b＄te「〉i「∂l  

transmissiontotoddIers8ndmayex・  

Pねれin p∂几加∂Iel即∂封Onぶin帥e  

incidence of E8V－aSSOCiated 8urk徒t  

lymphom81nChiは「en．2さ  

Ea加gp「echewedfood・however・ワ∂y  

PrOVjdehe∂肋b即e触．丁わeprem∂さtj・  

Cationoffoodwasprotectiv8inuniYa・  

riabIe but not mul卓Variable8nafysis  
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OfthisRraCtice．1Mor8reCentIy．astudy  

Ofora】hea旧1in∂「∂ndomsampIeof  

Alaska Native child「en（a郎d12－56  

months）and thei「C訂eかVe「S docリー  

mentedth8t86．2％0†ca「e蛮Ve「SWe「8  

CUrrently prechewing or had pre－  
Chewedfoodfortheirinfants．e  

FromOctober2005toMay2007．theUS  
Food8ndD「ugAdmini＄t「alion．in00n－  

junctionwiththeCDCandotherfedera1  
8genCies．cDnductedthelnfantFeedi噌  

P「acticesStudylし17whichco】le餌eddat8  

加m「e5POn5e5 tO qUeStionnai「es  

m8iledtoasampIeofUSwomenwho  
hadgivenbi「thtote「mo「nea「ヰe「mjn－  

fants．Afterle訂ningaboutthecaseire－  

POrtedhereandbecauseoftheIackof  
iTlformatjonabouttheprevaEenceofthis  
behavio「intheUnitedStates，reSearCh－  

ersaddedthequestion．’Etnthepast2  

Weeks．haveyou chewed up food and  
theng卓ven往toyロリrinf∂吼80軸e加d  

WaSalreadychewedupbefo「eyoufedit  

toyou「infant？●■Separateque＄tionnaires  

Weremailedtoparent＄Whentheinfants  
Were a宮ed4．5．6．7．9．10．5．and12  

manths 

Unpub＝sheddatafromthelnfantFeed－  

ingPracticesStudy‖11indicatethatthe  

PreValence of p「emastication rose  

fromO．77％（17ロー220吉「eミPOndents）  

at4months of8getOlO．5％（18g of  

1794respondents）at10months of  
a宮e（Sa「8Fein．PhD．8nd し∂urenCe  

Grumme「－5tr8Wn．PhD．wri珪en per－  

SOn8】communlC8tion．2007）．Amo咤  

thesubsetofblackrespoJldents．the  
PreValence of premastication was  
higherthanthat amongotherracial  
and ethnicsubgroupsandincreased  
∂SChild「en8ged二5（6％）of87「espon 

dents premastlcated food for chlldren 
8営ed4mo【ths；53（50％）of66re5PO什  

dentspremasticaied・foodforc州dren  

agedlOmonths．Althoughthesample  
WaS SkewedJOWa「d white「espon・  

dent＄．WithmoreeduGatjon8ndhi帥e「  

income．the加ding5SUggeSt∂mUCh  

highe「P「eV引ence ofp「em∂Sticatio【  

thanexpected∂ndtheLneedfo「CIhicat  

F帽URE‡  

C3Se3（Memph．s）A・PhyJoeenetrcrelatlDnSh■POftheHIVsequencesder－Vedfromthemother・i〔fantpaLrOfcase3andunreLatedsubtypestr8insfromthe  
〕nMStaTe＄（19subtypeB・2subtypeAIandlsubtypeD）・ShownlSaneighborjo（ninetreeo†thegpl？reeionofDOg，USsub†ypeBsequencesandlsubtype  
D5eqUenCew椚U5ed∂S「〆帥き∩∝S摘一口∫沼【hetree．抑d25U的PeA鎚qUenC雷We化U5ed∂5抑0正郎UP．0叫bootざ【叩V血8＄¢f＞7¢％椚indic鵡dねrthe  
SUbtype8b「8nChiniorde「・ThisphyEogeneticanalys■SShowsstrongcJustering・With8100％bootstrap＄UPPOrtfortheepIdem10．Og■CaEreratednessofthevirusfrDm  
CaSe3（MemphlS）抑dthechlld●smothe「B・Phy，○匪netlC代価帥Sh－POfth川Vsequence5der－Ved－romthemother・－nf机Pai川fcaseさ什OmMemphlS8nd49  
Un「elatedsu叫Pe8str8■nSIromthe〕∩往edStat鰐Shown－5anel帥borづOimgtreeortheか引ree●0∩ロー即10nlybo仇Str叩V血eso†＞70％are州C虞ed．〕S  
さUb帥e8sequence5W椚∪＄ed8S「e†e「印Ceさt「8－nSmt帖Un「00tedtree・Phy10eenet‘C8∩叫S，SShow5相即gChJ或erin‘w往h8†0弼b80tStr叩SuPPO江forthe  
r拍tedne5Sb飢Weenthev】ⅢS†rDmCaSe5（M8mphts）andthechlld■smother 

■1  

POrled the epidemio10かC COnCIusion  

that the rnother w∂S the source of  
川〉－1infectioninthechi】d（Fig5） 

ln8115c8SeS．8dd由0nalfo‖ow－uPin・  

terviewswithc∂regiversandphysical  

examinations of the chiIdren did not  

reveal other modes of potentlal HIV 
tr∂∩5mi55jon（eg．percu加eou5明い  

ries．t「∂nSfusion o「「eceipt oftr∂nS 

PEantedtissues．otherparenteralexpo 
SU「eS Or Othe「h癌h、risk contacts  

【incIudingsexualabuse】withpersons  
i【fectedwithHIVinthehouseho】d）   

BtSGL〔S＄氾糀  

Thecasesdescribedsugge＄tthatHN  
m∂ybet「an5m冊edth「OUかCOn5UmP－  

t】0n Offoodthath∂S been prem∂Stト  

Catedbyapers9nFnfectedwlth川〉・To  

OUrknowledge．thisrouteDfHNtrans 
rnissiDnh8SnOtbeen「epoTledprevi－  

OU封y．Blee由蘭ntheo「a】c即ityofthe  

∂duけin俺C†ed withト明一 Who pre－  

chewed the foad as documented In 
C85eSla【d5．wざslike】yth℃Primary  

SOUrCeOfHIV・Thecare帥ers’tackor  

8CCeSStq9「ねCk〉OLadhe「encet叩er卜  

∩∂ta‡HⅣpro介ylaxisorantiretroviral   

therapy p「obablydecreasedthesup－  
P「eSSionoftheirHIV－1viralloads，This  

factorin addltion to the chiLdren’s  

COmP「Omisedo「armucos∂bec∂USeOf  

teething orintercurrent oraF川ness  
SUChascandidiasis（「eportedinc∂Se  

l川kelyfac”itatedHFVtransmissior＝n  

add裾On．tOnSiHar epithelialfactors13  

mayhavefac‖lt∂ted Hl〉infection be－  

C∂USe the tonsiIs comeinto contact  

Withb柏Od－tinged†00d∂ndsaliv∂ 

】n「eviewingthecases，iti＄impo－18nt  

to understand whythe flrSt2cases  
We「enOtrePO什ed e8「lie「．ln cases1  

8nd2．thec＝nician＄Rrstcont∂Ctedthe  

10Calhealth departrnent soon afEer  
e∂Ch ch‖d’s川〉dねgn05Fざ．TIle bc∂I  

andstatehearthdepaftrnentsco‖abo－  

「8tedwiththeCDCtoconductanepi－  

demio，0蛮Calinvestig水ion，These 2  

cases were not reported lmmedlately 
tothegene「81publicforsever∂Ire8・  

sons Only one of the two posslble 
tf∂nSmissionevenねW∂SSUPPOrtedl）y  

PhyTogenetic’data．Prechcwing as a  

modeofHNtransmissionhadnotbeen  
described．andampledataatthetime  
indicatedthbtroutinehouseholdcon－  

′  
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tactand kissi咤We「enOtaSSOCiat声d  

With a signiflCantEyincreased riskof  
O「∂l川〉t「∂nSmission．1ncasel．trans－  

missねnth「oughc州dsexu∂l∂buse，8  

knownmodeofpediat「icH】Vt「ansmis－  
Sionthatis difflCuftto estgbL（Sh．and  

needle－Stickexposuresweredeniedbut  
COUldnotbe8bsoluteIyruledout．There 
POrtOfathifdpossibtecase．supported  
byJabo「atorydata．providedtheimpetus  
fo「this「eport 

A旧1OUghthepr∂Cticeofpremasticating  
foDdforch‖drenh∂Sbeendescribedin  

Variou＄PartSOftheworld．比1ト叩inc山d－  

ingtheUr両edSt8teS．the8幻entoりhis  

PraCticeisnotwellknown．1nthelate  
19805，a軒5t－ye∂「medきc∂15モude而‘5  

0bservationoftf）ispracticep「OmPted  

asurveyofbIackpatientsataprlmary  
C即e．P盲d如icきC＝nic8ttheUniversity  

OfNebraskaMedicaICenter．TAlthough  
thereportsofseveralinfant－feeding  
SUrVeyS COnducted8taboutthistime  
didnotmentionthe practiceofpre－  
mastjc∂tion．45（65％）of68adl州C8re－  

giversintheNebriskasurveyacknowト  

edged p「ech8Wing food†0「their  

楠nt5・and90％repo両dk叫色e ′  

■  
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CaSeShavebeenreporledlnreSOUrCe 
＝mltedse輔ngssuch8＄Africa－Where   

P「emaStication rTl∂y be more com 

mOnthanrntheU【】tedStates．Apossi・   

ble expl∂nalionlS that transmissi叩   

th「OUgh b「eastfeeding makesitdl恥   

CU化to detect premastic∂t【On・reはted   

川〉t「ansmlS5沌nin resロリrce－＝m江ed   

COUnt「iessuchasAfrJCa；theabsence   

Ofb「eastfeed＝1gtr∂n5missionha5∂ト  

10Wed us to detect prema甜c∂†10∩ 

「elated transmissionin the United   

States，Premast事CatLOn－related HIV  

t「∂nSm」SS】0nS∂re PrOb∂b！y r∂re，re 

qu軒ln営8COnVe「e帥CeOfriskfactors  

affectlng both the careglVer andthe  
Ch～1d・lnaddil沌∩．healthcarepro〉Id 

ers are unaware of the practlce and 
have not consldered It a potentcal 
CaUSeOf’’（∂te’’HIVinfect10nlnFnf∂ntS  

ToourknowJedge．noHIV．relatedMTCT  

StUdies with br閃St†eeding popula 

tionsha〉eSPeCiRcalIyquerledcaregJV 

ers about p「emastrcat）DnJT The3re 

PO「tedc∂SeS「嗅ethequestion∂StO  

Whethe「somecasesofJatepediatrlC  

HN両ectlDnrePOrtedlnMTCTstudleS  

andattnbutedtobreas†feedhgmight  

havebeendueinp∂rttOthecoexisting  

P「∂CtlCeOfp「emasticatjon，引icit】∩銅  

hi5tO「y Of p「em∂St－C∂tion requires  

thathe∂lthcareprovidersbe∂Ware  

that p「emasticatJDn eXists and that  

lhey∂「e C山tu「釧ysensitivein ask 

1ngqUeStionsaboutit，ftiscrucjaJtD  

educatecaregiverswhoareFnfected  
Wlth抑Vaboutp「echewing．because  

theymaybcunawareo＝tspotentrar  
healthrisksandmayperceiveitasa  
rout■ne－S∂fe■し∂nd cult＝「a‖y∂CCePt－  

able practlce 

G8KGLU引○好£  

WehopethatourresuFtsw川prompt  

∂ddit10∩∂1mvestigation and the re 

PO「tln房Of other pote［t融c舶eS Of   

PremaSticationrrelated perinatalHN  
t「ansmissjon．Un川the risk of pre・  

Chewing and modJfyi〔g factors（eg．   

PeriodontaFdjsease）arebetterunder・   

StOOd，We「eCOrnmendthathealthcare  

PTOVlders「outinely que「y children’s  

Ca「egiversandexpectHlgParentSWho  

areinfectedwithHIVorath鳴hriskof  

HNinfectionaboutthepractJCeOfpre・  

mastic∂tLng food，that they advISe  

a紳nstp「emasticationandthatthey  

di「ectpa「entsandothercaregJVerStO  

Safer．Foca】ryavaiFable，andaccess（bte  

feedingoptions．Tr∂nS如i咤the5ereC－  

Dmrnendationsinto practice wilF re－  
qu豆e co帥Z∂nCe Ofcultu「811y sens卜  

tive lssues and potential nutritional 
COnSeqUenCeS Lmked to premastlCa・  

tion．H8arth care providers should  
JdentIfytheextenttowhichpremasti・  

CationlS PraCticedintheircommuni－  
tiesandshoufdnotj旬PUblicheaLthau・  

tho「itiesofcasesofHt〉lnfect10nthat  

∂rePOtentially‖nkedtopremastjca－  

tion、1ntheUnltedSta†es．suchcases  

Sho山d be「eported to bc∂＝re∂はh  

deparTments according to st∂te  

Su「Vel＝ance皇Uidetines†0「州V／AtDS  

「epo「ting．  

WerecognizethepotentJaleJobalim－  
Plic∂tions of our爺nding5．8ecaリSe  

lnf8ntS ∂「e fed prechewed food  

VVOrTdwlde．we understand that a  

「ecommend∂tionag副nStP「emaS“C∂・  

tion by caregiversinfected wlth HN  
Shouldnotbemade＝ghtry．especiarFy  

inbreaswherea！ternativemethodsof  
†00d prep∂「∂tion∂relimited andso・  

CiocuJturalbe‖efsmayfavorthisprac・  

t佗e・F8「eX∂mPle，eVenin devebped  

n∂tions，P「0V】djng a】tern∂tlVe means  

fo「P「ePa「i厘inf∂ntf∞dsafe‡y．such  

as blende「S．may nOt e＝minate pre－  

masticationifith∂St「adition∂】orcuト  

既EFE托【沌GE邑   
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P－102 東海地域におけるⅢV－2感染疑い症例の  
遺伝子学的解析  

名古屋医療センター臨床研究センター感染免疫研究部  

○伊部史朗．横幕能行．服部純子．間宮均人   

杉浦 互   

ほ刷ⅢⅤ－2は西アフリカを中心に感染者数の多い  

疾患である．ⅦⅤ一1のように世界的規模で感染は拡  

大しておらず．本邦では．これまで致例が報告されて  

いるのみである．今臥 我々は名古屋医療センターに  

おいて新たにI打Ⅴ－2の感染が疑われた4例を対象に  

遺伝子学的診断と分子疫学的解析を実施した．  

【方法I血清挙が＝こHⅣ抗体陽性かつ血中fiⅣ－1  
RNAコピー数が検出限度以下を示した4例を対象と  

した．4例のプロファイルは．外国慈の男性が3例．  

日本国慈の女性が1何であった．患者末梢血白血球よ  

り抽出したDNAを鋳型にnestedPCRによりgag  

（打8bps）およぴenv（496bps）領域の遺伝子増幅  

を試みた．標的遺伝子の増幅に成功した症柳こついて  

はダイレクトシークエンス法で塩基配列を決定したの  

ち．リファレンス株と共に系統樹解析を某旛した．  

【結果】4一例中3例で標的遺伝子の増幅に成功し．遺  

伝子配列よりHⅣ－2であることが確認きれた．これ  

ら3柳も 全て外国籍の男性虚例であり．8本国籍の  

女性では．いずれの領地も増幅産物を得ることができ  

ず確定診蘭にlま至らなかった．Ⅰ∬Ⅴ－2は遺伝子学的  

にサブタイプAからHの8種類のサブタイプに分類  

されるが．解析に成功した3例のうち1例は四g，enV  

領域ともにリファレンス棟のサブタイプA珠と同じ  

枝に分岐し．サブタイプA棟と判定し得た．残り2  

例は．gag領域ではサブタイプBの近傍への分岐を  

示し．env領域の解析でも独立した系統群を形成し．  

両遺伝子領域のみではサブタイプ判定には至らなかっ  

た．  

【結脊】活発化する国際交流は感染症の拡大における  

地理的な障壁の胡債を低下させている．東海地域にお  

いて見出きれた打Ⅳ－2感染症例3例について報告し  

たが，これは我が国においても忙Ⅳ－2のスクリーニ  

ングを強化しなければならないことを示唆している．  

314   

P・101血液培養より打加平払Ⅷ叩和khmを分  
離したHⅣ感染症の1例－「細菌学的所見を中心に－  

東邦大学医療センター大森病院臨床検査部り，  

東邦大学医療センター大森病院感染管理許）．  

東邦大学医学部微生物学・感染症学講座”．  

東邦大学医療センター大森病院呼吸器内相）．  

東邦大学医療センター大森病院病院病理許）．  

千葉大学其琶医学胡＝究センター○）  

○村上日素子‖，吉澤定子か．館田一博U）．岩田基秀一） 

渋谷和俊S）．佐野文子‘）．亀井克彦‘）．山口恵三山）   

柑的】ヒストプラズマ症は輸入真菌症のひとつであり．  

培養阻性率が低いとされている．今臥血液培蕃より  

〃由叫血5刑‘叩，5血hmを分離した町Ⅴ感染症のl例を  

経験したため報告する．  

1症例刃鼠 タイ人男性．主訴は発熱．発疹．歯内  
出血15年前にタイ上り来臥4週間前より刃一朝℃  

台の免熱が出現l週間前から歯茎より出血を認め．3  

日前から出血伸向が増悪したため当院救急外来を受診  

精査加療目的にて入院となった．  

【入院後経過卜忙Ⅳ抗体陽性」BALFからGm茄血や肋－  

α乃5が披也されβ－Dタルカン伍の上昇もみられた．  

PM．CPFX．FLCZにより治療が開始されたが全身  

状腰虻増層．弟6病日に骨社生検を祐宥し．病避学的  

所見で細胞質内に小型類円形の構造物が多数詰められ，  

ヒストプラスマ症が強く疑われた．第8病日上り  

AMPHに上り治療用給したがDユCとなり．第お病日，  

消化管出血のため死亡された，  

【血液培養検査】入院時に2セットのボトルが提出され  

た．血喀韮置で1週間培養を行ったが陰性であったた  

め，ボトル上り抽出した培養液沈淀のサブカルチャー  

を試みた．培養17E柑にサブロー寒天に集落の発育を  

認め其菌陽性との報告せした．同定は㌘℃とお℃の  

温度差で二形性を示すこと，集落の形態よりヒストプ  

ラズマ属を推定し．血塔採取後50日目に報告した．最  

終的に千葉大学兵曹医学研究センターに依頼し，〃．仰㌢  

針山血澗と同定された．一九 ボトルは血培養置で計3  

週間培養を行ったが陰性であった．  

【考剣本症例は臨床個からヒストプラズマ症疑いの情  

報があったため執掛こ培養を行ったことから分離に成  

功したと思われる．ヒストアラメマ属の培養Ii27℃で  

4過閉まで観察することが推奨されているが．一般細  

菌用の血堵ボトルは5～7日しか培養を行わないため本  

菌をはじめとする培姜に時間を要する真吾を疑うとき 

は繰り返し血特筆即こ充填するか．培養液沈淀を用い  

てサブカルチャーを行う必要があると考えられた．  

沖
華
適
也
惑
惑
お
 
 

ト
媒
登
り
芯
り
巾
卜
刃
走
壁
舟
望
月
 
 

（D  仲
野
蹄
併
給
卓
e
中
 
 

・
弱
半
襟
彊
朝
出
e
↓
旺
世
 
 

の
「
O
Z
 
 

′
 
」
∈
O
S
＼
叫
s
．
N
－
 
 

想
念
辞
S
N
∴
〃
ト
ミ
ト
朴
＋
聴
 
 

」
∈
O
S
＼
ざ
l
 
 

出
漁
辞
O
N
∴
〃
ト
ミ
ト
朴
＋
聴
 
 

」
∈
O
N
＼
晋
 
 

出
漁
辞
O
N
∴
〃
ト
ミ
ト
朴
＋
嶋
 
 

黒
∴
〆
ト
ミ
ト
抽
＋
聴
 
 

O
N
∴
〃
≠
ミ
ト
朴
＋
聴
 
 

竪
由
a
蒜
慧
寧
即
題
 
 
 

ぷ
⊇
云
警
垂
些
彗
芸
転
′
ユ
．
㌣
 
 

（
弓
卜
這
）
率
○
遠
類
．
（
覇
道
）
芦
羞
各
．
（
琴
○
壷
華
琴
卜
蔓
塞
荘
′
取
－
。
令
鴬
り
書
・
－
寸
甘
冨
害
S
e
朝
霞
画
賛
空
言
′
聖
和
荘
 
r
 

－
諒
卓
e
軸
戯
囁
。
吏
長
袖
縫
浮
蒜
囁
e
く
ト
0
0
卜
C
．
墳
謙
り
遍
振
袖
く
k
…
長
2
政
利
吏
」
眉
蓮
レ
食
尽
り
諒
卜
○
～
害
N
′
聖
潮
騒
e
直
面
 
 

。
タ
）
レ
ぐ
憩
）
山
簑
く
牛
島
匪
せ
．
＞
題
車
重
能
吏
憩
留
 
 

柊
肇
。
辞
S
～
C
聖
掛
憶
堰
e
」
↑
V
。
将
吏
刃
国
壁
文
∑
V
〓
）
咄
遷
糎
将
ヨ
簑
勾
憩
伽
鯉
虹
翰
．
針
喋
眉
皿
e
ト
†
も
時
貞
納
豆
ヨ
↑
く
巾
－
T
＞
J
↑
ご
 
 

。
吏
」
寵
聖
′
ユ
＃
′
ユ
 
 

レ
」
令
寛
宗
逓
♂
轟
憩
和
裁
頃
．
童
遥
≡
革
⊥
立
道
串
タ
β
這
慧
芯
料
率
霊
芝
ぉ
産
華
警
ヲ
壷
恵
∴
軍
票
遣
 
り
遠
溢
稟
姦
 
蛤
 

e
く
e
曾
芸
⊇
′
孟
意
義
惑
建
．
レ
ニ
ぐ
り
岩
只
哲
郎
罷
e
ト
囲
駐
韓
《
中
東
展
覧
咄
抽
怒
賊
毎
咄
戯
笹
朝
匝
肇
1
仁
∃
e
噂
罫
鼻
賊
医
 
 

。
製
㌫
皇
貰
鹿
璽
至
慧
芸
寧
）
塩
東
部
囁
e
く
董
車
．
ト
超
箪
レ
点
心
慮
聖
某
夜
崇
還
朝
㌣
邦
夫
り
。
吏
∫
憲
史
聖
顔
吏
舶
載
て
ゴ
刃
く
択
 
 

○
ヨ
藻
e
朝
露
吏
愛
刃
琳
り
義
堂
ア
芸
買
勺
鼓
眠
缶
細
朝
吐
皿
二
帆
璧
刃
く
k
買
電
悪
戯
東
亜
堵
e
濫
匝
。
吏
C
蓑
虫
．
皿
卜
N
簑
刃
り
吏
」
長
野
 
と
讐
芝
野
言
義
頑
′
最
古
 

中
城
琵
．
」
令
鴬
㌣
雪
月
吏
ぐ
量
帳
票
芸
簑
史
彗
明
野
習
e
触
感
笹
．
㌣
側
路
吏
」
貸
株
り
ー
か
埼
止
冨
N
雰
東
嶺
傑
 
告
知
率
狭
朝
壁
レ
′
）
ぐ
り
二
T
＞
」
↑
〓
）
K
ミ
ヽ
b
悠
眉
皿
望
長
↑
く
登
時
娼
簑
蜜
堪
甘
ト
り
堀
聖
小
舟
知
慮
塔
眉
皿
．
」
裁
筒
中
車
ト
リ
ガ
彗
恥
単
 
 

」
せ
訂
蛸
叫
 
 

な
凶
e
沖
噌
糠
幽
振
 
 
 

1
∈
一
上
．
】
宗
害
〇
一
〇
ト
N
器
喜
O
N
N
U
＼
∽
 
 

○
筈
O
N
＼
Z
U
＼
d
r
s
き
芸
ト
∀
．
L
妄
き
＼
＼
‥
d
】
一
上
 
 

‥
∈
〇
七
U
ヨ
名
句
＞
V
．
S
き
聖
】
ト
寸
 
 

の
．
卜
．
の
0
0
N
 
 

甲
朴
Y
帝
－
株
 
 

櫓
如
器
榊
照
 
 弱

室
堀
割
e
如
帝
展
臣
 
 

小
器
慮
磨
丁
咤
麒
蘭
 
 

。
将
愈
蘇
り
】
蝶
尊
e
帝
埜
時
 
 

．
 
 
 

勅
麗
勅
一
票
義
正
 
 
 

翠
望
既
品
道
東
宰
 
 
（
＃
 
 

朴
＋
糖
≠
巴
」
∈
O
S
も
s
．
聖
地
ま
求
∽
N
ヽ
〃
ト
ユ
ヽ
ト
朴
＋
侭
 
 

（
対
陣
＋
胎
椅
巴
」
∈
0
モ
ぎ
ー
悪
念
ボ
O
N
ヽ
…
ヽ
ユ
、
ト
朴
＋
聴
 
 

（
超
掛
＋
鴨
場
巴
」
∈
O
N
＼
苫
恵
ま
辞
O
N
ヽ
吊
ヽ
ミ
ト
≠
＋
枯
 
 

（
対
陣
＋
枯
柊
m
こ
畏
∴
〃
＼
ユ
ヽ
卜
什
＋
聴
 
 

（
対
陣
＋
聴
推
【
こ
O
N
∴
〃
ト
ミ
ト
掛
＋
枯
 
 

一′  

′
′
 
 

。
将
ペ
柑
刃
タ
ユ
ト
点
咄
堕
せ
車
重
 
 

朝
裾
e
覆
副
柊
。
ヅ
）
｝
玉
串
聖
旬
漣
H
蜜
麗
サ
隠
避
竺
、
†
㌫
毒
 
蛾
e
 

ぐ
N
吏
点
勅
崗
磐
レ
C
月
〓
て
バ
m
ム
ー
恥
訂
1
代
車
n
≠
・
K
ミ
†
小
吏
 
 

C
褒
り
霹
卜
苫
【
賎
槻
機
幽
モ
皿
宍
冨
廿
二
軍
計
′
曇
り
一
雄
H
弛
覇
e
 
 

露
竺
垂
加
雷
琴
き
＝
牒
霊
調
節
 
 

刃
吏
ぐ
蓑
虫
簑
刃
り
吏
」
口
重
響
P
歯
垢
辱
《
e
亜
顆
．
範
甘
中
城
窪
．
J
 
 
 

怠
誉
主
卓
票
去
唾
芸
望
垂
聖
彗
竃
垂
寧
貿
蒜
．
．
貞
拙
走
 
 

．
蝶
堂
e
朝
霞
吏
仁
た
り
】
 
磁
束
趣
く
吏
」
眉
養
レ
食
尽
り
】
せ
ト
○
 

∴
〃
≠
ミ
ト
饗
卓
Y
 
 

叫
頗
e
据
倒
串
群
 
 
 

く
R
∞
0
1
軸
詳
簡
K
ミ
ヽ
心
喋
眉
皿
○
 
 

～
岩
O
N
 
 

感
回
小
辟
・
叶
帰
京
應
 
 

（
鱒
輔
嶺
）
岬
嶋
滅
 
 

T
N
抹
裾
聖
霊
宗
〆
 
 

淀
碑
名
望
－
 
 7す  

臣朗瑞鵬ギ料  



ll  
毒               聴聴 雇讐ご  

ざ錦畏  

畢  」ト■l   

討  
裂  
饗  
登  

祁 坐  
世                         轟 

． 

く矢 凶  
←： 

Q∵」   
…≡  

抑憩  二  

幽  
娠  

＞、 d  

∑  
く＞  ♯ ⊂〉  ⊂ヾ  

くd  

器 葛   
栓 夜 e 亜 や 

榊馬 「   
e買 占ヨ   

室  
僻 

卓 e  

朝 摩   
舶 辟  
展  
缶  

柊葉月承  
中座雇虻 

蚕  
櫨帝   

（  
飼  

儲 眉 く  
′◆′l   

盤  闘  

蜜 畿  

e 輔  

畿－ 振  

森  
回  
小  騒  ニレ  

苧   輔 望’  

叶 脾   哺ト 礁  

藁 鐘   
畿  缶展帝恥墓 藁．  

JRC2009T－03モ  

凛のプロが遭んだ『の撫行僧職  

￥ 5．8∝〉 羅楳・ソウル38鞘1万円以下月  
白血病ウイルス感染者108万人 大都市圏で割合増   

母乳を通じて母子感染し、白血病などを引き起こす可能性がある成人丁細胞白血病ウイルス  
（HTLV川こついて厚生労働省研属朋が約20年ぶりに実施した調査で、感染者の地域別割合  

がもともと高かった九州で減少し．関烹や中臥近瞳の大都市圏で増加したことが27日、分かっ  

た．   

国内の感染者凱ま約108万人と推計。旧厚生省研究班が1988－00年動こまとめた調査の  

約120万人と比べ大きな事Hヒはなかった。これまで全国的な対軋ま取られておらず、子供への  

感染を防ぐ取り縮みが急滞となりそうだ．   

研究班班長の山口一成国立感染症研究所客員研究員は大都市圏での割合増加について、感  
染者が多い九州からの人の移動が背景にあると指摘．「妊婦べの抗体桟雇や授乳指導を実施し  

ている自治体は一軌こ限られ・感染者総数もあまり減少していない」と話し≒．  

HTLVlはATLと呼ばれるタイプの白血病や、歩行障宇などが出る脊餞症（HAM）の原EEIとな  

る。ATLの発症率は3－5％。根本的な治療法はなく、年間約千人が亡くなっている。  

今回の調査は、2006－07年に初めて献血した全国の約119万人を対針こ実施、3787人の  
感染が確乾された．   

感染者の地域別割合は、九州が前回粥査の50・9％から41・4％に減少．一方、関東は17・  

3％（前回10・8％）、中部8・2％（同4・8％）、、近慮2亡〉・3％洞17・○％）で．いずれも前回より増  

加した．  

2禍′郎ノヱ71与．03【共同遇憺】  

薄ホーム商7共同ニュース  

仙d■  

グアム動乱阿  
令00 台湾・台北3∈】問  

さ00 着発3日間  
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Diagnosticsい∩－housecornplementfixationtestsorEuSA．Reaト  
time poJymerasechain reaction（PCR）testsweTedeveZoped by  
elght medical面crobiologylめor∂tOrjesand the mostsensitlve  
（98％）PCRhasbeenserectedandhasprovenavaFuabFeadditional  
toolforear－ydi∂gnOSisof∂CUleQfeverinthetimewindowbefore  
SerOCOnVe「S10∩．   

Inc［eaSedalertnessofgeneraIpractitjonerstogetherwItheasy  
avaiIabi＝tyofdiagnosticservicescertainryhasanimpactonthe  
numberofnotifications・Thecurrentepidemiccurvebasedonweek  
OfnotjficationreflectsamorerealtimesjtuatiDnthaninprevIous  
years－aS theinte「valbetween date o†川ness onset and date o†  
diagnosjshasdec「easedfromamedねnof77由ysin2007（】QR  
40→121）and29days（lQR19－45）in2008to17由ysin2009  
（lQR12－24days）．  

S8P∂柑†edu8‡e柑血血mu呵）l¢80Umミ  

1tis becoming川Cre∂Slnglyclearthatthe overalloutbreak  
COnSEstsofatleastlOseparatecIusterswithmultiplesources．  
mainFylntheprovinceofNoordBrabant．ForsomecJustersacJear  
epidemiotogic∂川nkcouldbees【ab】ished【osmatいumhantfarms  
Withc＝nicaIQfeveTCaSeSinanima（sp（eSentedasabortionwaves．  
ForothercIusterssuchalinkwaslessobvious．Anexarnpleofthe  
latterisarnediumsizedcity（87－000inhabjtants）thatexperienced  
a second Q feveroutbreakin20D9similartothe onein2008．  
抽2008，∂由irygoatfarmwilh abort柏nSduetoQ†everwas  
SuSPeCted asthesource．butjn2009therewerenoveterinary  
notificationsfromthearea・The73notifiedhumancasesresiding  
inthecitywerecIusteredinthesarnepartofthecityasthecases  
thatwerenotifiedin2008．1tremainsunc（earwhetherthesame  
SOUrCeisinvoIved．whether，thebacteTiahavepersistedandsurYived  
intheloc8】environment，Whethertheprlmarysource－∩2008  
hasresultedin secondarysources jn20O9．orwhetherthereis  

increasedaw那eneSSamOnghe∂加profession∂1s抽thFspa止Ofthe  

Ci吋basedonthe2008experience．  

lnMarch2009，theAnhlla川ealthServicereportedaQfever・  
POSitivefarnlintheprovinceofL血burgwithmorethanathousand  
goats・The place∂lsose「ves8Sa Care fa「m†oryoung people  
With mentaldisabi机ieswhoworkthereaspart・timefarmhands，  
Promptedbythisnotification，themunicipa＝1eaIthservice（MHS）  
South Limbu（gPerformed active［aboratoryscreenjngby ELISA  
Oftheindividuals affiliated tothisgoat farm．The screenFng．  
Which川VOIved a tota［of96people，hasresuftedin28notjfied  
SymPtOm8tjcc8SeStOdate．  

鴨t¢血∂叩S托U∂伽n   

Thetotalnumbero†（egistered smalJruminantfarmsinthe  
Nether［andsis52．OOO，Ofwhich350areprofessicnaldairygoat  
farmswithmorethan200aduItgoatsand40areprofessionaf由iry  
Sheeprarms．1∩2005．Qfeverwasd妻agnosedforthefirsttimeasa  
CaUSeOf∂bor【ion∂tad8巾goatfarm．uslnglmmUnOhistoc他流叫  
OnSeCtionsofplacenta［5］．AsecondcasewasdiagnosedIateTin  
2005．ln2006．2007and2008，S帆seven抑dsevennewcas璽  
atdairygoatfarrTISWereCOnfirmed，reSPeCtively，mainlyInthesame  
areawherehum訓CaSeSOCCUrr軋Inthesameperiod．twoca父SO†  
abo「血nc8USedbyC．bu／庸折WereCOnfirmedatda叫Sheepfarms．  
Oneinthesouthemandonelnthenorthernp∂rtOfthecountrybut  
thesetwocasesdonotseemtobereIatedtohumancases．Analyses  

O†abo止ionoutb「e8ksshowedthatthe8VeragenUmberofgoatsper  

farmwas9000fwhich20％aborted．「抑ging－romlO－60％．The  
averagenumberofsheepcIn bothinfectedsheepfarrnswas400  
∂ndtheabort；0nrateWaS5％．  

Abortion outbreaks beforeJune2008were reported ona  
VOIuntarybasistotheAnimalHealth ServiccandaIsoconfirmed  
byimmunohistochemist≠SinceJune2008．no価c8ttOnOfQf即訂  
ingoatsandsheepismandatoryIntheNetherlands．The（ejsa  
legalrequlrementforfarmersandthei（PnV3teVeteTi洞rySurgeOnS  
tonoLifytheoccurrenceof abortionin snla（lrurninants heldin  
deeplitterhouses．Forla（gefarms（＞100anima［s）thenotificat10n  

SusTAFNED rNTENS（VE TRANSMISS10N OF Q FEVERIN THE  

SOUTH OF THE NETHERLANDS，2009   

BSchlmmer【ba「bara．schimme咽rivrT．．nt】l，FDijkstral，PVeuemaZ，PMSchneeberger）．v【ackert■．RterSchegget5．  
CWljkman§l．Yv卸Dwnhov帥l．Wvさnd～rHoekl  
l．Cent「efopInfectiousDiseaseCDntrOt，（CIb）．NatlDnatln5tltUtefロrPubtlCHeatthandttleEnvirロnment．尺IVM．8itthoven．   
the Nethe凡∂nds  
2．Anlma1日ealthServIce（GDLDeventer．theNethertands  
3．JeroenBDSChHロSPltal．’sHertogenbosch，TheNetherlands  
q・MunicIpatHealthSe「ViceSDuthurnburg．Sittard－Geteen，theNethertands  
5．Municipal，Heatth ServうCe B「ab∂nt－Southeast．Hetmond．theNethertands  
6・MunicipalHeatthService～Hartvoor8rabant”．’sHertogenbosch．theNethertands  

T】leトJetherほnds LS agaHIFaclng a Sharp】11CreaSeln Q fever  
「lOt】化at－OrlS．aftert【「eu叩「eCedell†edoutbreaksof2007∂nd2〔IO8．  
The n「osta什ected prov冊CeO†Noord Bral）anモhasall唱11日ensiり  
ロfla「ge d己1rygo∂lf∂rl¶S、∂Fld f8rnlS Wi†h abo付O11WaVe5llaVe  
beenincri「∩＝1∂†ed．M∂「ld∂†oryvaccina抽［0「Smallruminantshas  
St∂れed8rldshould11∂Ve訓1e打ecl・∩20ユO Ala†gem止血恒cip‖‖a叩  

researc】1PO正子むIiois巳XPeCtedtog巳nerヨtebette†knGW！e（lgeabDUt  
t「訓1S汀l‡s引0n a11d ad（ljt10柑l亡0ntrOlnle∂ミリreS．  

1ntroduction   

Q†everis a zoonosis caused by theロb‖gate川traCe‖ular  
bacterium Coxiel／a burnetii．CattIe．sheep and goats are the  
Pr［maryanjmalreservoiT．butthecausativeagenthasalsobeen  
notedinrnanyotheranimalspecies・】nfectedgoatsandshe甲may  
abort，mainrylnlatep（egnanCy．Thebacteriur711SShedlnu‖ne，  
faeces，miH（and h especia‖yhigh concentrationsln P）acentas  
and biHh fIuids ofin†ected animals．8acteria are transmJtted to  
humansmainlythroughtheaerosoIroute，reSUItingJnSUbcl油cal  
infection，af［uTljkesyndYOTrleWithabruptonsetoffever，PneUrnOnia  
Orhepatitis．afteranincubationperiodoftwotothreeweeks［1】．  
PeopIewithunderJyingconditions．especiaHyheartvaFvelesJOnS．  
aremoresusceptibletodeveloplngChronicQfever，Endocarditis．  
themostcommon†DrmOfchronicQfeverisestimatedtooccurin  
aboutl％of∂CUteQfevercases．  

Since1978，When Q feverin humans became a notlfiabFe  
diseaseintheNetherlands，Un川2006，thenumberofnotifications  
hadranged betweenland32casesannua”y．with an average  
Of17casespe「ye計上2】．However．in2007．Qfeveremergedas  
animportant humanandveterinarypubFicheafthchallengewith  
large ep声demicsinthe southern part ofthe NetherFartds［3】．Ln  
2007，168humancaseswerenotifiedandin2008exactfyl：OOO  
human caseswere（egistered（Figurel）．Notification criteriafor  
acute Qfever are a c＝nicaIpresentation with atIeast fever．or  
PneumOni∂．Orhepatitis帥dconfirmationofthedia即OSisinthe  
Iaboratory．Currently．thelaboratorycriteria areafourfotd risein  
［gGantibodytitreagainstC．bume（i［inpairedseraorthepTeSenCe  
OflgM－antibodies against phasellantigen．1dentifICation of  
C．bumetiijnpatientmaterialwithaPCRtestwillsoonbeadded  

tothenotificationcriteria．Notificationofprobabiecases，defined  
ascEinicalsignswithaslngIehighantibodytjtreisvoIuntary，  

Currents托ua肩On   

FrornApri（2009－aSharpincrea誌IinQfeveTWaSObservedagain，  
and atotalof345cases（inc）uding13p（Obable）were notified  
betweenユJ∂nuaけ卸dllMay20〔I9（Figurel）．Forllcases，  
thedateo一日nessonsetwasin2008∂ndonecase†e‖rllin2007．  
（eSUrtinginatotaEof333caseswithcon付medorpresurTledi＝ness  
OnSetin2009．TheoveralImale－tひ－†em8leratio†orthese333ca父S  
WaSl．7：1with∂medi訓1ageOf49years（伯R38－61years）．  

Theeplde雨ccuⅣefor2009showsan evensteeperhcrease  
in case numbersin ApriトMay．thanin the previous twoyears．  
SUggeStingthat an epidenlicof atJeaslthesarTle magnitude as  
theonein2OO8isimrninent．WhilemDStCaSeSreSideinthesame  

flGU上£  

Q毎ve＝lのIi広田【ion5byweekornori触れ【i叫＝－1nu“TZOO7－11れ†町20帆也eN‘血くlね几血（ヱ007川；1¢ち20帆n；1000，ヱ0ロ9  
ト】e亡kl－≠】eek19】川＝545）  regjonint11ePrOVhceofNoord一日rabantasthec8SeSrePO止ed  ‾－一  

rea￥  2007and2008（See maPjn reference3），thegeog（aPhica  
詑emStObeexpanding（Figu代2〉．  

C加甜摘atu「場叩ddiき伊OS山q   
Pneurnonialsthe predominant clinica‡presentation ofthe  
Qfeve（CaSeSinthe Netherlands．Forthose patients notifiedin  
2008forwhomcEinicaIdetaiIswereavailable，545presentedwith  
PneUmOnia，33withhepatitis，andl15with otherfebrileillness  
（daねnotyeta悶Iysedfndetait）．Ofthe226casesin2009where  
dataregardinghospitaJisationwereava‖able．59（26％）hadbeen  
adrTIEttedt8ahospitaF，aPerCentageCOmParabletofiguresin2008，  
bu＝owerthan theproportion of patients hospitalisedin2OO7  
（49％）．CIhic∂lfoIIow・UPOfpatientsthatwerediagnosedwithacute  
Qfeverin2007，Showsth∂tQfeverisnota】w8汚amilddisease  
Ofshortduration，aSrnanyCaSeSSt”lsuffered frorn persisting  
ratiguesevera［monthsafteTdiseaseonset【4】．Wehavenoclear  
in†ormationabouttheoccurrenceofotherch（OnicsequeFae．such  
asendocarditi5atthi5St∂ge．  

ThemedicaZ microbioloEylabo（atOriesintheaffected reg10n  
have）OintTyformuIateddiagnosticrecornmendation5．Cases8re  
CUrrently diagnosed withimmunofluorescence assays（Focus  
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Criterionis引1abortionwavedefhed asan abortion percentage  
higherth抑5％amongpre即ant8nima】s．Forsmallerholdings．  
acriterionofthr巳eOrrnOreabonionsina30－dayperiodisused．  

Fro【1JanuarytoAp川2009，†his newreguFation hasled to  
notification ofthreeda汗ygoatfarmswith clinica（casesof Q  
fever．OnefarmisIocatedintheprovinceofOverijsseF（notifiedin  
February）．oneinthesouthoftheprovinceoILnlburg（notifiedin  
M∂rCll）．andonejntheprovjnceo†Noord－8rabant（notifiedinAprjけ．  

ThisveterinaTynOtiflCationcanpotentia”yfac＝jtatethedetection  
Ofre］atedhumancasesorch」SterS．Veterinarians．physiciansand  
thepub＝ca［einTormedthroughtargeted rnaiJIngS．PUbHcations  
andthemedia，TheexactIocationofanilTlalfarmswithc＝nicalQ  
feverisnowrepo「tedtothemunicIPa＝1ea州1SerVice．lnFebruary  
2009．anationwidestringenthygienep（OtOCOlbecarnerTlandatory  
fora町PrOfession∂I由irygoatandsheepfarms，independent8rQ  
‘feverst8tUS．  

VさC如a伽nqmpaigni  
】n thefatIo†2008，aVO＝JntaけVaCCi周tion campaign was  
impIementedin theprovinceof Noord Brabant．ln total．aboリー  
36．000sma”ruminantswerevaccinatedinanareawitharadfus  

Of45kiIometer around〕den，a SrTlalltowninthecentre ofthe  
hlgh－riskarea．   
Another，mandatoryvaccinalion campaignled bythe AnimaJ  
Health Service（GD）started on21Ap（i12009．F（Om Aprilt0  
0ctober2009，200，000smallrurninantswi［lbevaccinatedinan  
areawhichincIudestheprovinceof Noord－Brabantand partsof  
theprovincesofGelderland．UtrechtandLimburg，  

Ong0l一喝reSearCh   
Or唱Ding studie5add「e5S the†actors hvoIv試＝n the2008  
epidemicatanationar．regionaland（oca暮Ieve（．theefficacyofthe  
2008vo山nta（yVaCCinationcampaigninsmallruminantsandthe  
nationwideoccurrenceofC，bumetiiantibodiesinthecommuJlity  
andin smat】ruminants．FrQm the human epidenlioIogICal  
PeTSPeCtive，a C8Se COntrDIstudyiscurrently unde（Wayln the  
two main affected MHS regions of2009．’Harlvoo（Brabant●  
∂nd8rabant－Southe8St．Routmely co＝ected sera o†pregnant  
WOmen fromthe affectedregronsove（the periodJune2007to  

f 

f…芸i諾買…ご；e…還ご；貧 
、 database）．Aninteg柑ted human・Ve【e「inarystudywassta「【ed．in  
Whichsmatlruminantねrmersandtheir∂nimalsw＝bescreened  
forpr缶enCeOfC．如mef／／抑tibodies．lnadditiれenvironmental  
SamPlesw川beobta7nedfromasubsetofthesefa（mSandtherole  
OfparticulatematterinreIationtoC．bumetiitransmissionwMbe  
further加est鳩ated．  

C8nCIusion   

ForthethirdconsecutiveyeartheNetherIandsisfaclngalarge  
OUtbreakofQfever．Thenew upsurgeinQlevercasesin2009  
isala「mlng．The爪印datoryv∂CCination camp8Tgn a√れ0ngSma】l  
ruminantsthatwasstartcdinApr‖2009．ifeffective．isexpected  
toreducetheoc⊂U汀enCeOfabo面0nWaVeSandexcretionofC¢ズね仙  
油thelambingseason2010．ThereFsalargeporザoIioofongolng  
mu旧discipnlaryreSearCh．butitwilttakesometimebeforeresults  
becomeavaiFab（ethateventuaJJyw‖1eadtotheirnplemcntation  
Ofe幻endedandimprovedcontrolm朗SUreS，  
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∂呵‡一助りbrム叩Je椚跳ね如円  一 月 
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GuidancefbrIndustry  

UseofSerologicalTeststoReducetheRiskofTransmissionof  
27っ甲anOSOmaCruZiInfbc埠OninWholeBloodandB160dComponents   
forTransfusionandHumanCe11s，Tissues，aI戒£ell111arand  

Tissue－BasedProducts（H（プT／毎）＿： 

Werecommendthatyouimplelnenttherecornmendationsprovidedinthisguidancewithinone  
yeara鮎ra血alguidanceisissued・  

FDA，sguidancedDCumentS，includiJlgtbisguidanCe，donotestablishlegallyenforceable  
responsibilities．Instead，guida71CeSde竜cribeFDA’scurr甲tthinking’onq！oPIC＿卿dshouldbe  
viewedonlyasrecommen申tions，unlessspecificregulatoryorstatutory嘩rez？entSareCited・  
TheuseofthewordshouZdinFDA’sguidancesmeansthatsomet中嶋亘彗ggeStedor  
recommended，butnotrequired・  

ⅠⅠ． BA∈準ROtJND  

Chagasdisease・iscausedbytheprotozoanparasite，Tcruzi・TLediseaseisfoundprinarilyln  
MeKicoandCemtralandSouthA皿erica；thepathogenicagenthasrarelybecn托pOrtedtocause  
humanin鱒tioninth占unitedStatesO］・S・）bynaturalvectortranSmission（Re£2）・Natural  
inLbcdonsare申nsmittedmainlywhenthefbcesofcertainbloodぬc蝿insects匝iatomine  
bugs，COmmOnlyr曲汀edtoaskissingorchinchbugs）thatharbor：鹿◆infktionTerubbedinto註  
bugbite，0therwound，Ordirectlyintotheeyesormucousmembranes・0therprmaryfornsof  
transmissioninclud8COngenital（mothertounbornin血叫，Org鮎rtran甲Iantation，andblood  
tranSfusion．Currentestinatesarethatatleastllmi11ionpersonsinMexicoandCe血aland  
SouthAmericaCarryth叩訂aSitechronical1yand．couldpres印taPOtCntialsourceofihfbction  
shouldtheybccomedonors．Tbepresenc＄OfthepathogmicagentinU・SlandCanadiandonors  
isincrcasingduetoi皿血grationofinfbctedindividuals丘omcndemicare8S・’’sQmeeXpertS  
est血atethattherenaybeasmahyaSlOO，000personsⅦ血owinglyinfbctdwithTcruzLwho  
resideh血色U．S．弧dCanada．   

Ⅴ餌tOrLbom¢i面血由訂emOSdy血Idin也eacutepb那8皿d也皿p耶血血roughoptl血，  
usuanywithputsymptoms・Acute・ihfectioninpatientswithcompromisedim皿tneSySぬns・払r  
exampl8，加mcancerthkapyororgantransplantation，CanbeYerySCPOuS8皿dsometines血tal・  
Treatmentoptionsarelimited，butaremosteffbctive朗∫1yin也ei血tion・Tbelifetimeriskof  
sever¢C呵血complica血s（c如iomeg山y，b吼1鮎加md坤）or加s血山disord耶  
（megacolon，megaeSOpha［guS）ininfbctedindividualsavcragesabout30％¢ang畠oflOto40％  
d甲らndi曙OnaV如叫Of鮎tors）弧dmayoccurm叩yea柑濾er中e坤血1h知鮎n・DⅦ血g  
theacutephaseofvector－bomeαagasdisease，parPite＄amfoundinskinlesions・atthesiteof  
trazISmissibn．Thepamsitesamthenspreadthroughth8blo？dstreamto．variousdssues，  
part）CulaTlyskcletalmuscle（Ref・3）・Du血gthechronicstagcofChg8寧discasc，mOStPerSOnS  
whohatbor也eparasiteareasymptOmaticandtnawa陀Oftheirizlfbction・Duringthisphase，  
parasiteshavebeendemonstratedinmuscle（espccialIycardiacmusc16）！nerVeS，anddigestive 
tract，buttherehasbeenverylittlqinvestigationoftissuedisbibudondpringthatphaseOiぬ3  
tむougb10）．  

乃ぉか巧βg聖辺α乃Ce．Wんe乃メれβJ由edwfJレ甲r郎e乃Jfゐe凡odα〃dβ川g止血f乃ぉかα血刀一軒以り  
C祝r′e乃‖埠互助go乃‘八鹿J甲ゴc〟 

血即〝0′甲平戸Jeわが”dfndβrJ九ep〟抽c・ね〟Cα乃Me00αJ′er乃αかg‘坪rOdC凡打‘んe  

呼prぬcカ∫dJ吋首都血「甲“fr叩占血グJんe明，Jfcα地∫ね血即8〝dr喝γねfわ那．抑ouwα〃Jわ  
ゐc捏∬即αJJgⅢd∫ルe呼prOαCみ，CO〃ねCffんe（坪r甲r加e肋∫櫛二抑0以Cα耶OJfゐ乃′紗g鳥e  

C‘フJJ班e仰r甲rね／β乃肌占erJ如edo乃坤e′f′J野喝ぞげ班お  f工〉」∫山  

l． INTROpVCTION   

We，FDA，arenOtifyiztgyou，eStal，1ishmentsthatmanufactureWh01eBloodandblood  
COmPOnentSintendedfbTサSeintransR）Sion，andestablishmentsthatmakeeligibility 
determinationsfbrdonorsofHCT／Ps，aboutFDAapprovalofaBiologicsLicenseApplication  
（BLA）forazlenZyme・linkdimmunosorbentassay（ELISA）testsystemfbrthedetectiQnOf  
antibodiestoTbpanosomacruzi（Tcruzi）・Thistestisintendedforuscasadonorsc代讐ingtest  
toreducetheriskoftransmissionofTcnLZti血tionbydetectingantibodiestoTcnLZlm  
P】asmaandserumsamples如mindividualhumandonors，includingdonorsofWh01eBloodand  
bloodcomponerltSintmdedforuseintransfusion，andHCTyPdomorsやivingandcadaveric（non・  
heartbeating））・Tbisguidancedocumcntdoesnotapplytoth¢COllectionofSo亘cePlasma：   

Inaddition，WearePrOvidiLlgyOuwithrecorrmemdationsfbrunitanddonormanagement，  
1abelingofⅦoleBloodandbloodcompoIients，andproceduresfbr．reportinglmPlementationof  
aJicensedTcnFZitestatyourfacilityoratyourcontracttestiz）glaboratory，aSrCquiredforblood  
establi芦hmentsunderTitle21CodeofFederalRegulations601・12（21CFR691・12）・For  
establishmentsthatmak8donoreligibilitydeterminationsfbr巧CTyPdonors，Wear8nOd8ring  
youthatwehavedeterminedTcrwitobearelevantcommt）nicablediseasca野nt血der  
21CFR1271・3（r）（2），andarepOVidingyouwithrecomlendationsfortestingandscreening  
donorsforantibodiestoT：qzal．   

TherecommendationsmadeinthisguidancewithrespecttoHCTn｝saTeinaddidonto  
recornmendationsmadeinthedocumente血ded“G11idan9efbrIndustry：Eligibility  
DeterminationforDonorsofHumanCells，Tissues，andCellularandTissue－BasedProducts  
（HCT／Ps），’’datedAugust2007（Re仁1）．  
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A・ DonorScreeniJlgTestsforChagasDiseaseiJ）theUnitedStates  

AttheSeptember1989BloodProductsAdvisoryCorrmittee（8PAC）meeting，the  
COrrunitteerecommendedtestingdonorsofVmol丘Bloodandbloodcomponentsfbr  
Chagasdiseasewhenasuitabletestbecameavailable・血a1995Bp4Cmeeting，the  
COm血托eeconsideredwbethertheper氏）m狐CeCharactedsb？声ご夕f塵e加oFDんapprovd  
teststhe∫1aVailablefbrdiagnosisofChagasdiseasewouldbesuitablefbrbloodd。n。r  
SCreenlng・ThecommitteeconcludedhatthetestsdiscussedWefeもot．suitablefbrblood  
donorscreenug・Furthermore，thecomitteesoughtclariihtionofthecriteriathatFDA  
WOuldusetolicenseaChagasfestfordonorscreenmg・At也eSeptember2002meetug  
OfBPAC，FDApresenteditscurrentconsiderationsontheregulatorypathwayand  
SbnaardsfbrlicenslngadonorscreeningtestfbrChagasdiseaseandencouraged  
m志し血cturerstodeveloptestsbasedontho5eCOnSiderations（Re£11）．  

InDecember2006｝FDAgrantedalicensetoonemanufacturerofanELISAtestsystern  
血‾thedetectionofantibodiestoTcruzihindividua11ivinghloodandHCT伊donors．  
SincetheendofJanuary2007，anumberofbloodceniersrepresentingalargeproportion  
OfU・S・bloodcollectionshavebeentestingdonorsusingthislicensedassay・hFebruary  
2009，FDAlicensedthisEuSAtestsystemfbrthedetectionofantibodiestoTcruziin  
Cadaveric（nonTheartbeating）HCT／Pdonors．  

BlooddonortestingbyanELISAtestsystemidentinesdonorsthatarer甲eatedly  
rcactiveforantibodiestoTcmzi・ThepresenceofantibodiestoTc7Wiisstrong  
evidence仏atadonorishfbctedwiththispansite・MostdonQrSthat．arerepeatedly  
reactivebyanELISAtestsystemfbrantibodiestoTc7Wihavechronic，aSymPtOmatic  
in氏ctionsacquiredyearsearlierduringresidenceinareasendemicfbrTαuZi．  
Therefore，PriordonationsfromadonorwhoisrepeatedlyreactiveonanEuSAtest  
SyStemWere艮kelytob打bor7てcMJparaSites．   

AttheApri12007BPACmeetlng，FDArequestedcommentsonscientincissuesrelated  
tothe血plementationofblooddonortestingforinftctionwithTcruzi匹eL12）．IsstleS  
discussedbytheco血tteeincludedtheneedfbradditionaldataontheincidenceand  
dskoftran5missionofrcn超fbyけ弧S知sion，thes¢Ve旬ofCbaga5dis飽Se，血e  
Performanceoftheantibodytest，and，thelackofalicensedsupplementaltestfbr  
COn血matorytes血g．  

B． RIskofr：c川ガ1nhc且onrromTransfusion（〉fWh01¢Rlot）dandBl00d  
Compone爪tS   

BlooddonationsfbmindividuaIs丘omendemicareasarethepnmaryLsourceofriskfbr  
Tcruzii血tionfromtransfusibn・Stildiesinthemid，1990s’（Re仁t）．es！血atedthatthe  
rateofseropositiveblooddonorsintheU・S．ranged倉omlin54OO曜ユin25，000，  
dependingonwherethestudieswereconducted・However｝Pq！撃す研ntStudiessuggest  
thattheserateshaveincreasedhtheareaswheredonortestinghasbeenI）erfbrmedovera  
periodoftime・Forexample，arateOflin2000wasfotmdrecentlyhtheLosAngcles  
metropolit2ularea（Ref・14）・Trans氏ISiontransrmisioninendemicareashasbeaam毎or  
pub短h甲1thconcern，andmanyCOuntriesconsideredendemicforTcruzLhfbction  
screeirblooddonorsforthepresenceofantibody．Therefore，inresponsetochangeSin  
donordemographics，WearenOWreCOmmendingbloQddonortestingintheU・S・   

IntheU．S．andCanada，Onlysevencasesoftransfusion－tranSm拇edTcruziinfections．  
（Rぬ15血ougb19）弧d餌c郎eSO抽加ion丘om？rg益血忘plan血）沌ぬ20a申  

21）havebeendocumented．However，tranSmissioninzmmbi6competentpadentsisnot  
ukelytobeapparent，andinmanyCaSeS，eVenifsymPtOmSaPPear，infbctionmaynotbe  
recognizd（R£仁22）・   

StudiesinbloodQenterSWhichquestiondonorsabo11tbirthand／orresidenceinaTcfWL－  
emimiccoun叫haveshownsuchquestiozu；tObeincompletelyeflもctiveatidentifying  
theseropositivedonors．Studiesalsohavelookedatthe叫eoftranSfusiontransmission  
如mTcruziantibody－pOSitiveiJldivid11als．PublishedlookbackstudieshthdU・S・and  
inMexicoof22transfusionrecIPlentSOfseropositivedonations，identi鮎dnveofthese  
recipi6ntS（22・7％）wbola土ertestedpoさ桓Ⅴ¢知狐的odiessⅥ野S血gtrmsf血on  

け弧血ssiono汀cr揖7匹e鼠18，23and24）・mS肋皿S血sslOn！ateOf22・7％is  
consistentwiththeliterature食om．LatinAmericaonratesofblood－bometransmissiQn  
丘omseropositivedomorsinMexICOandCentralandSouthAmericaObf・25）・However，  
we，ateaWarethatlookbackstudiesconductedusingthelicenscdELISAtestindic叫ethat  
theriskofTcruzibytransfusionofaseropositiveunitintheU．S・maybemuchlower 
riskthanPreViouslythought．WenotethatthesestudieshaveconLirmedthedemographic  
chancterisdcsofthetypicalseropositivedonor卑Sdescribedin血e知sttwo．pangrq）hsof  
sectionIl．However，thedataalsosuggestthatthereareseroposidveindividualswho  
ac甲ird也eifh氏c也onswi也intbeU．S・（Re£ユq．Despite心snew血a，鮎ra土eof、  
h，anS如siontransmissionofTc77LZiintheU．S．con血estobeuncertainbecauseofthe  
limitednumberofstudiesconductedtodateandthera！eoftransfusiontranSmission  
remahslユnderhvesdgation．   

C． RiskofZ：mLZiInEecdontoRecipientsofDonatedIICTrPs   

BasedonthehskoftranSmission，SeVerityofe飴ct，andavai1abilityofappropriate  
screeningmeaswesandJortests，WehavedeterminedTcnLZi，theagentfbrChagas  
dise貼ちtObeareleva刀tCOmm血cabledise那eagentOrdi5e那eunder 
21CFR12713の（Z）．T最sdetenmitionwasbasedonthefbllowinginfomation．  

Thecormitteealsocommentedonthedesignbfresearchstudiestovalidateastrategy  
fbrselectivetestlngOfrepeatblooddonors・Thecomitteenotedthatapedodof  
tmiversaltestlngOfa11blooddonorswouldgeneratecridcaldataontheprevalenceofT  
mLZiinftctionsindonorsandthatdonorquestionsfbrselectivedonorscre？ningneeded  
Yalidation．  
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2．SevedtyofE脆ct   

Tc7Wiin良ctionscanbefatalorlifb－thmte血g，reSultinpermanentimpalment   
ofabody餌ICtionorp琴鱒mentdamagetOabodys叫Cture，血d／ornecessitate   
medicalorsurglCalinterventiontoprecludepermanentiTe？瞥entOfabody   
functionorpernanentdamagetoabodystructure・   

3．Avai1abHityofAppropriateScrecningand／orTesting・Meahei   

Appropnatescreeningmeasureshavebeendevelopedfor7：cTWi，SuChasthc  
′「もedicalhis10ryinterview．（ScreeningmeasuresfbrTcruziarediscussedin  
ーsectionIV．Å．or血isdocum¢nt．）   

AdonorscreemigtestfbrTcruzihasbeenlicensedandlabeledforusein吟Stmg   
blo占dspecimensfromlivingandcadave正cdonorspf，HgfPs（SeeSeCtionⅣ・B・   
ofthisdocument）・Youmustuseadonorscr㌣ingtgt勒rTcrwithatis   
specifical1ylabeledforcadavericspecimensmsteaJもfamoregenerallylabeled   
donorscre町ngteStWhenapplicableandwhenavai1able  
（21CFR1271．80（c））．CurrentFDA－1icensed，Clearedorapproveddonor   
screeningtestsfbruseintestingHCT／Pdonorsarelistedat   
http：〟ⅣWW・fda・gOV／cber／dssudprod・htm・  

ComtainsNonbimdingRecommemdadons  

βr少－〟0ゆr血〆e〝l飢ぬ如托  

1．RユSkorTransmission  

771ereisariskoftranSmissionofTcnLZtbyHC7yPsindtherehasbeensufncient   
incidenceandJorprevalencetoaf詣ctthepotendaldonorpopulation．  

1「‾l 

Reco餌l血g也eriskofbⅦS血5Sion如mdonat叶鱒∈r〝ち血皿伍e5孤ぬ山cfbr  
γcr氾7h氏ctionbavehst加tedv血ou5praCdce5fo池血mi託心血S血s5ion  
throughtransR）Sionortransplantationincludingstreeningdonorsforthepresence  
OfTcmヱLantibodiesIFurther，Whenhumanleukocyteantigen－matChedbone   
－ marrOWisobtained舟omaninfbctedindividual，thedonorreceivesanti－paraSitic  
て二‾‾treatmentbefbrethebbnemarrOWistakenfbrtranSPlantation．TheWorldHealth  
Organizationrecommendsthat：  

● aheartfromanin危cteddonornotbetranSPlanted；  
● aliver＆omaninfbteddonoronlybetranspl勤edtorecIPlentSalready  
positiveぬrChagasdise＆Se，eXC鴎tinem耶enCyCaSeS；and  
● WhenotherorganSaretranSPlanted丘omiChagas－POSitivedonor，the  
recipientshQuldreceiveprophylactictreatmentfbrChagasdisease（Re£  

3）．  

Publis正eddataregardingthetraLSmissibilityofTcnziindicatethatvertical   
血15血ssion（COngeniblly加mmo伽rto止血1t），Oral仕讐中S5ion（血0叫由  
breastmilkorcontaminatedfbod）andcortiunctivaltransmissIOn（fbmcontact   
withcontaminate坤ands）have 

． 

Peripheralnerve，1iver，SPlecpladrenalgland，braiqadiposetissue，OCulardssue，  
OSt00blasts，Cbondr叫asts，甲狐mp払ges，弧d馳roblas徳（Re臨．27血相竜gb30）．  
Huma皿PlacentalcellsalsohavebeenexperimentallyinftctedwithTc川Zi（Ref．  
31）．Asnotedpreviouslyinthissection，Tcruzihasbeentrans血ittedviablood  
tran5；fusionsandorgantranSplaptation（Refs．20through22，・and32）．  

AttheBPACmeeting‘ofApri126，2007，也e－comitteenotedthat，thoughsome   
HCT伊sarepr9CeSSedinamannerthatmightinactiv？teT：crzLZiinHCT仲s加m  
SerOPOSitivedonors，Currentdataareinsufncienttoidentifyspecifice晩ctive  
PrOCeSSingmethodsthatconsistentlyrenderHCT／Ps倉eeofTmLZi．The  

COmitteeconcludedthat，absentsuchdata，itwouldbeprudemttotestHCTyP  
donorstodecreasetheriskoftransmi血ginftctionwithTcruzi匹e£12）．  

hfornationaboutprevalenceofTcnLZiintheU・S・isprovidedinsectionⅡ・B・Of  
thisdocument 

醇1  

Ⅲ1． RECOMMmAT10NSFORpONORSOpWEOLRBLOODANDlさLOOD  
CONⅣONENTSLNTENDEDFORUSEひJTRANSFUSION  

A． BloodDonorTe5dngamdMan喝ement  

l．DonorTes血g  

Werecommendtestingofalldonationsofallog¢neiclmitsofbloodtLSinga 
1icensedtestfbrantibodies・tOTcwL．YollnuStfo1lowtheregulation5under  
21CFR610．40（d）fbrdeterminingwhenautologousdonationsmustbetested・  

2．DonoTDe免ml  

Werecommendthataudonorswhoarerq，eatedlyreactiveonalicensedtestfor  
TcrzJZiandbodyorwhohaveahistoryofChagasdiseasebeinde血itelydeferrd  
mdnoti丘dof一也eirdeね汀d．  
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2．Lookback（ProductRebうevalalldRecipientNot漬cation）  

Within3calendardaysaRera．donortestsrq？eatedlyreactivebyalicerLSedtestfor   
rcr此fmtibody，yOuSbould：  ′   

・identifyallin－datebloodandbloodcomponent沌晶iaislydonatedby  
suchadonor，gOingbackeither10years（or血de触telywhereelectronic  
recordsareavailable），Orelse12monthspri0出0也emosti6Centtimethat  
thisdonortestednegativewithalicensedtestfbrTcrtLZiantibody，  
Whicheveristhelesserperiod（thelookbackperiod）；  

ご－・甲訂弧tinea11pre血Ⅶ1ycollected山一血ebloodandbloodco叩OnentS  
heldatyourestablishment；and  

ContairLSNonbindiJlgRecommendations  
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3・ConfirmatoryTestingandDonorReentry  

Atthistime，thereisnoFDAlicensedsupp王ementaltestfbrantibQdiestoT：cruzi  
thatcanbeusedforcopfirmationoftruepOSitiv竺SCreening．testres血s・FDAis  
notrecommendingreentrycriteriafbrblooddonorsdeferredinde丘nitelyonthe  
basisofarepeatedlyreactivescreeningtestfbrantibq軸TcmzEduetothe  

absenceofalicensedsupplementaltestfbrantibodiestoT7ru2i 
4・DonorCounselingandPhysicianRefbrral  

Werecommendthatdonorswhoarerepeatedlyreactiveusingalicensedtestfbr  
ユニーantibodiestoTcruzibeinfbrmedaboutthelikelihoodandmedicalsignificance  
Ofin缶ctionwithTcruzi・Additionalmedicaldiagnostictestmgmayprovide  
h払mationus血1血donorcoⅥnSeling・「  

Allrepeatedlyreactivedonorsshouldberefbrredto響hysicianspecialist・Italso  
maybeusefu1tore托rthemtotheirstateandlocalもealthdepartmentsortoother  
appropriatecoIllmtmityre亭OurCeS 

5・FurtherTestingofRepeatedlyReactiveDonorsforCross－ReactingDiseases  

Becausethclicensedtesthasdemonstratedsomereactivityindonorsin免cted  
WithpathogensotherthanTcruzi7WereCOmmendthatmedicalfo11owupbe  
COnSideredfbrdonorswhoarerepeatedlyreactivebythelicensedtestfbr  
antibodiestoTc′好ibutwhohavenoapparentbasisforexppstuetoTcrwior  
Whohavenegativeresultsonmorespecificmedicaldiagnostictests・For  
example，teStlngfbrleishmahiasislnaybeappropriateinlPerSOnSWithgeographic  
riskforexposuretoLeLshmaT7iapansitesand二whQaPpeartOhavea払Isely  
reactivescreenmgtestforantibodiestoTcrwi 

玖  ProduetMamagememt  

l．hdexDonations  

Wereco皿mendthatbloodcomponentsfromrepeatedlyreactiveindexdonations  
bequarantinedanddestroyedorusedforresearch．Componentsdeteminedtobe  
皿Suitablefbr血ns魚1Sionmustbeprom血由tlylabeled：‘刊OTFOR＿  
TRANSFUSlON，”andthelabelmuststatethereasontheunitisconsidered  

uns止め1ら（e・g・，坤ecomponentisposi也vefbr7：cr〟Zf（21CFR606．121（恥  

・nOti＆consigneesofal1previouslycolkctedin－datebloodandb190d   
COmPOnentStOquarantineandrettmtheiblobdcomponentsto・yOuOrtO   
destroy也¢m．  ＿  封  

Inaddition，Whenyouidentifyadonorwhoisr¢pe血1yreacdvebyalicensed  
kst食汀rCr酵豪m仕bodies弧dfbrwbom也ereisaddi仕onalh血血onh血ca血g  
riskofTcnL＝iinfbct）On，SuChasgeographlCalriskfbrexposureinanendemic  
町飽，OTm由ic山diagnostictes血gof血edonor，W¢ー匹OmⅡ1end血atyoⅥ：  
・ 
COmPOnentSCO11ectedduringthelookbackperiod；and   
・ifbloodorb160dco皿pOnentSWeretranSfuscd，enCPurageCOnSigneesto  
notifytherecipient’sphysicianOfrecordofapossibleincreasedriskofT  
cr以Ziin氏cdon．   

We托的m亡nd也atwbcn也訂eisadditional埴ma也on山dica血gdskofr  
Cnβiinf如厄onyoum止esucbnod鮎a叫甲Wi址12we由orobta血g也e  
repeatedly reactive test result. 

Therecurrently．1SnOlicensedTcruzisupplementaltest・Whensuchatestis  
available，apOSitivetestresultwillprovideadditionalinformationindicatingrisk  
of■rc′てβfh克ction．   

RetrospectiveReすiewofRecords   

Ifyouareabloodestal）1ishmentthatimplementedscreen皿gwithalicensedtest  
fora皿tibodiestoT：・CruZiprlOrtOthee脆ctivedateofthisguidance，yOumaywish  
toperfonnaretrospectivereviewofrecordstoidentifydonors：  

・withr甲eatedlyreactivetestresultsbyalicensddtestforTmLZi  
andbodiとs；and   

・fbrwhomthereisadditionalinformationindicatingriskofTcrtei  
hね：tio叫SuCha5g∝唱和p出cddskぬー既pO飢Ⅳeh弧¢md¢micar飽，Or′  
medicaldiagnostictestirlgOfthedonor．TherecumntlyisnolicehsedT  
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FDAguidance，化Guidantcforhdustry‥BiobgicalProductDeviaLionRq）O血g   
forBloodandPlasmaEstablislments，”datedOctober2006（Re仁33）．AIso，When   
acomplicationofbloodcollectionortranS桓ion（c・g．，involvingTcrzLZi）is   
CO血medtobefhtal，y9umuStnOtifyFDAinaccord血CeWith   
21CFR60占．170（b）．  

－■■一■－   

RepordngtheTestImplemetltation  －－ ‾  

1．1ryouarealicensedbloodestablishmentandyoubeginusingalicensed  
serologicaltestfbrthedetectionofandbodiestoTcT7LZiaccordingtothE）  

／∴ manufhcturer’sproductinsertatyowfacility，thenyoumtlStnOtifyusofthe  
、  

tes血gchangeinyourAznualReport（AR），inaccordancewith   
21CFR601．12（d）．IfyoualreadyhaveanapprovedsupplementtoyourBLA  
touseacontractlaboratorytoperfbrminLtctiousdiseasetestingofblood   

画廊如  

（21CFR601．12（d））．  

＼ 
2．Ifyouarealicensedbloodestablishmerltandyouhseanewcontract  
l争boratorytoperformaもerologicaltestfbrantibodiestoT：mLZi（弧dthe   
lめoratoryalreadyperforhsi皿飴c中usdiscasetestingfbrbl00dproducts），  
血enyou甲ⅦtrepOr亡鮎scb弧g8by血b血S或on・Ofa‘℃血ge58血g、  
E率土ed”・SⅦ）1em¢叫hac00d弧由Wi血21CFR601・12（c）（1）皿d（C）（5）∴げ  
yourcontractlaborato7yhasnotpreviouslyperibrnedinLbctiousdisease  
testingforbloodproducts，thenyodmustreportthischBLnge；asamqiorchmge  
inapriorapprovals叩Plement，inaccordancewith21CFR塾／12（b）・ 

Ifadonorisidentほdatriskofinftctionduringtheretrospectivereview，yOu  
maywanttoconsiderperfom血gallthelookbackactiQ？SA9SCribedabove．  

3・AutologousDonations  

Althoughautologoususeofblooddoesnotincreaseapadent，sklonor，sriskof   
illness如m．apre▼eXistinginftction，FDAregulationsunder21CFR610・40（d）  

てニーaLnd（e）requlreteStingofautologousbloodd。n。rS。nde，C。，taizICirc。mStanCeSt。  
preVentinadvertentallogeneicexposurestotmsuitabletnits．  

a・Werecommendthatbloodcomponentsffom哩Ologousdonorsthatare  
repeatedlyreacdv6byalicensedtestfbrT：mLZ．響tibodybereleasedfor  
autologoususeonlywithapprovaloftheautq皇OgOuSdonor，sreftning －  
Physician・Establishmentsshouldprovidetheresultsofadditionaltestlngfbr  
aJltibodiestoTcr7LZi・aSaVai1abletotheautologousdonor，sreftrring  
physician．  

b・Eachautologqusdonationmustbelabeleda5required皿der  
21CFR610・40（d）（4），aSapprOPriate．GiventheseriousnessofTcruzi  
infbctionslaut9logousdonadonsthatarerepeatdlyreactivebyalicensedtest  
fbrT・Cねziantibodymustbearabiohaz訂dhbelasrequiredutlder  
21CFR610．40（d）（4）．  

4．Circd訂Or血fbmation  

ConsistentwithotherdonorscreenlngteStS，theins血Ctioncircular，alsoknown   
asthe“Circularofhfornation”mustbeupdatedtostatethatalicensedtestfor   
antibodiestoTcruztwasusedtoscreendonorsandthattheresultsoftesting   
Werenegative（21CFR606．122匝））．   

5・BiologicalProductDeviationR申OrtandFatalityReport   

Under21CFR606・171，1icensedmanufacturers，unlicensedreglSteredblood  
establishments・andtransfusionservicesmustreportanyeventandinfbrnadon   
associatedwith鮎manl血ctufing，iftheeventeitherrepresentsadeviationfrom   
CurTentgOOdmanufhcturingpractice，aPPuCableregulations，aPPlicablestandards，   
OreStablishedspecincationsthatmayafftctthesafbty，Purity，OrPOtenCyOfthe   
PrOduct；OrrePreSentSamneXPeCtedorunforeseeableeventthatmayaffbctthe   
Safbty，purity，OrPOtenCyOftheproduct，anditoccursinyour鮎ilityoranother   
fhcilityundercontractwithyot）andinvoIvesdistribtJtedbloodorblood   
COmPOnentS・F9raddidonalinformationregardingrq）Orting，yOumayreftrto  

9  

C．  

IV． RECOMMENDATIONSFORDONORSOFⅡCT／Ps  

A． DonorScreenlng－RiskFactorsorConditions  

Under21CFR1271・75（d），yOumuStdetenninetoやeinehgibleanypotentialdonQrWho  
isidentinedashavingariskfactorfbrorclinicalevidenceofreleiVantCOmical）le  
diseaseagentsordiseases．．heligiblepotentialdonorsinclude也osewhoexhibitoncor  
moreofthefouowing－conditionsorbehaviors・  

・．PersonswhohavehadarnedicaldiagnosisofTcruziinfbctionbased6n 
SymPtOmSandJorlabontoryresults．  
・PersonswhohavetestedpositiveorreactiveforTcTWi・antibodiesuslnganFDA；  
1icensedorinvestigationalTcnzidonorscree血gtest（Refll）．  
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Donor Testing 

l・YournusttestbloodspeCimens丘omallHCT／PdonorsforantibodiestoT   
crwiusinganFDA－1icenseddonors9ieeningtest（21CFR1271．80（c）） 

2’慧言慧1 
。）払r   

PurPOSeSOfmakingadonoreligibilitydetermi知l：  

3・AnyI‡Cm’donorwhosespecimentestspositive（orreactive）forantibodi甲tO   
Tcruziisineugibletobeadonor（21CFR1271．80（d）（1）） 
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